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第一章　傭兵にして高校生に







　――緊急事態エマージエンシーが迫せまったことにより瞼まぶたの裏が真っ赤に染まった。

　晴はるはベッドからバネ仕じ掛かけみたいに飛び起きる。愕がく然ぜんとした。視界に表示されている数字――０８１０が、寝ね坊ぼうの事実を告げていた。心の中で悪態をつく――またやっちまった。

　視界でやかましく光る赤色の警告灯を脳からの信号指示で閉じるとクローズ、素す早ばやく状じよう況きようを確かく認にんするべく視線を動かした。

　私立染そめ井い学がく園えん男だん子し寮りようの一人部屋だった。部屋では脱ぬぎ散ちらかした制服やティーシャツによって新しい床ゆかの層が作り出され、お菓か子しの袋ふくろやコンビニ弁当が部屋の隅すみで集落を作っている。遊あそび飽あきたゲーム機を放ほうるように無造作に置かれている手のひら大の箱には、取り扱い注意CAUTIONの文字と共に、銃弾Bulletと刻まれている。

　晴は枕まくら元もとに放っていた眼鏡グラス型のスマートアイを掴つかんで耳にかけながら、ベッドから飛び降りる。シャツとジャージを脱ぎ捨てて、床のワイシャツを羽織り、部屋の中の最後の良心とばかりにきちんと壁かべにかけてある学ランをひったくるように掴んだ。

　網もう膜まく認にん証しようを通過したスマートアイが起動の挨あい拶さつを行うのを無視して、晴は脳内デバイスからネットワークにアクセス。秘ひ密みつ裏りに開設した通信経路を辿たどって学内監かん視しカメラに侵しん入にゆうすると、自分の現状が手に取るように分かった。学内の七割を占しめる寮りよう生せいのほとんどが、次々に寮からすぐの距きよ離りにある校門をくぐっていくのが見えた。寮内には自分を除いて、一人の生徒もいない。身体情報を管理して最適に起き床しようへと誘ゆう導どうしてくれる環境思考ヘルスアシストベッドが全室導入されている染井学園の寮において、寝坊しようとするほうがかえって難しいからだ。

　晴はズボンを穿はいて学ランの上着を羽織った。普遍的なデザインテンプレートの学ランの生き地じ表面が虹色の光プリズムを帯びた。魔ま法ほうで塗ぬり替かえられたように輝かがやいたそれは、次の瞬しゆん間かんには、ネットワーク上から学校提供のデザインをダウンロードし終えている。その結果、無地で簡素だった学ラン姿から、晴は、海軍の礼服を思わせる飾緒フラジエール付きの黒い制服姿に変へん貌ぼうした。

　鞄かばんを引っ掴み、ベランダに出て、桜の花びらの流れてゆく青空を見ながら後ろ手でガラス戸を閉める。跳ちよう躍やくし、正面にそびえている樹木の枝に降り立って――足を滑すべらせて頭から落下した。

「うおっ、」

　鞄が手から離はなれる――ああ、どうしてこんなもどかしい日々が今日もまたやってきてしまうのか、と悲観的な思考が芽生えた瞬間、幹の下に走り込んできた小こ柄がらな少女が、両手で晴をキャッチした。

　男子高校生の体重などなんでもないという風に着地を助け、少女は呟つぶやく。

「おはようございます、晴先せん輩ぱい。あと一分遅おそかったら突とつ入にゆうしようかと考えていたところです」

　頷うなずき返かえしつつ、互たがいに遅ち刻こくをしてしまいそうなので、鞄を拾って駆け出した。無人運転で周遊している路面バストラムが二人のアカウントを認にん識しきして減速する。広大な学園都市である染井学園地区に通う学生は、地区内の乗り物や公共施し設せつの利用に金がかからない。二人は風のように飛び乗って、手すりを掴む。薄うすく青みがかった灰髪アツシユを後ろで結ゆわえたブレザー姿の少女は、晴を見上げて呟いた。

「まだ行動制限プログラムはうまく制せい御ぎよできませんか」

「ああ。お陰かげで俺おれの睡すい眠みんリズムをうまく読み取れないのか、ベッドが起こしてくれん。思考加速や体幹補正も使えたり使えなかったりまちまちだ。授業は全然分からんし、今日は朝から首の骨を折って死ぬところだった」

「……先輩は首の骨が折れたくらいじゃ死なないでしょう」

「しかし、学校には行けなくなる」

　欠伸あくびを噛かみ殺ころす晴に向かって、そうですね、と少女が呟く。

　少女も、ブレザーの標準制服テンプレートに選択カスタム式のデザインをダウンロードしていた。紺こんの生地に燕えん脂じのラインが入ったブレザーとチェックのスカートは、統一提供プリセツトのデザインではなく独自オリジナルのカスタマイズだ。他にも、監視カメラの映像を通して見える同級生たちの格好は、ブレザーやセーラー服、学ランと、標準制服テンプレートに思い思いのデザインをダウンロードしたものになっている。そのばらばらな姿が校舎に吸い込まれていく様は、色とりどりの花びらを川かわ面もにちりばめたみたいだった。




　次々に無人運転の路面バストラムから人が降りてゆく。老女が席を立ち、その縁ふちなし眼鏡型スマートアイのアカウントを認識した交通制御機構トラフイツクギアがバスに停車を命じる。

　人々の顔には眼鏡グラス型のスマートアイが装着されている。スマートアイとは、都市内の至る所に設置されているサーバから気象情報や時刻、渋じゆう滞たい情報やニュースなどなど、その人々の求めた情報をダウンロードしてレンズに表示してくれる、眼鏡グラス型ウェアラブルデバイスの総そう称しようだ。また、市民登録アカウントによって、役所や公共物の利用も仲ちゆう介かいしてくれる。

　中には眼鏡グラスを着用していない者もいるが、その目には高級品であるコンタクトレンズ型のものが着用されているはずだった。いまやスマートアイ無くして都市に住むことは不可能に近い。

　晴も黒くろ縁ぶちのアメリカ製デバイスをつけており、少女はコンタクトレンズ型を着用している。しかし、晴は、そのスマートアイを使わずに、脳内のデバイスに直接情報を受信した。同級生の現在位置を照合――その結果を呟く。

「榊さかきは、いま登校か」

「統括委員会オーバーオールの打ち合わせがあったみたいです」

　バス内の電光板に、ニュースが流れていく。都内で新たな情報麻薬シグの所持が発見されたという文字が流れる。シティ・クラウド・システムＣＣＳの効率化情報が示される。アナウンサーの映像に切り替わり、脳内デバイス医い療りようの被ひ害がい者しや団体の訴そ訟しようが報道される。それらのニュースを見た人々が、朝陽に顔をしかめたように目を細める。

　一方、ニュースを見上げた二人は、思考を直接的に電気信号へと変へん換かんし、無線通信で会話する。会話の内容は、とてもバス内にまき散らしていいものではなかった。

《平和だな、東京は》

《そうですね。銃じゆう声せいと爆ばく音おんで目覚めなくていいというのは快適です》

《大気がＣＣＳで管理されてるから砂すな埃ぼこりでむせなくていいし》

《サソリや蛇へびのせいで、アラートを鳴らされて睡すい眠みん阻そ害がいされないのも高ポイントです》

《コンゴで戦ったときはマジで死ぬかと思ったよな》

《個人的にはカフカスで二週間ほとんど寝ねないでいろいろ垂れ流して狙そ撃げき体勢を維い持じし続けたときのほうがヤバかったですね。それに比べれば椅い子すに座すわって授業を受けるというのは天国です。一生女子高生でいたいくらいです》

　二人で、風ふ呂ろにつかった瞬間にこぼれるのと同種の、安あん堵どのため息が漏もれる。

「あ、そろそろですね」

「おう、そうだな」

　減速した無人運転の路面バストラムから二人して飛び降りると、校門をくぐって校舎へ向かう。周囲の制服姿たちも、寝ね癖ぐせを跳はねさせながら校舎を目指して駆けてゆく。急いだお陰か、始業の八時二〇分までは多少の猶ゆう予よができていた。

「それでは。任務のほう、頑がん張ばってください。陰かげながら応おう援えんしています」

　少女が、すちゃっと音の鳴りそうな敬礼を残して駆けてゆく。その青みを帯びた灰髪を見送る晴の肩かたが叩たたかれた。

「おはよう、空うつ木ぎくん」

　振ふり返かえる。空木晴を名字で呼んだ少女――金髪ブロンドが白いセーラー服に眩まぶしいその姿に、晴はうっと一いつ瞬しゆん身構える。
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　榊ユニスは、既すでに見み飽あきたものとなったその反応にため息をした。

　標準制服にダウンロードしているのは、襟えり元もとや袖そで口ぐちに桜をあしらった白いセーラー服だ。

　フランス人の血を引くユニスは、まだ歩くこともできない頃ころに、両親に連れられて日本に来た。物心ついたときには両親はいなくなっており、移民向けの保護施設をたらい回しにされた。施設自体はいずれも東京都内にあり、図太いところがあったのか、住む場所を転々と変えること自体にそこまでのストレスはなかった。

　そしてユニスは、自分が日本人であると信じ切っていた。移民向けの施設という人種のるつぼで育ったために、人種が違ちがうということの重要性を認識できずにいた。

　だから、国と都の援えん助じよによって小学校にあがったときに、どうして自分を見た同級生たちが一いつ瞬しゆん戸と惑まどうような顔をするのか理解できなかった。移民が増え、都市部の多国籍化が進んだ二〇二〇年代後半といえども、日本人にとって外国人という存在が異色なのだということに気がついたのは、小学校も高学年になってからだった。

　そして、自分が人種などという前にまず整った容姿をしており、そのせいで余計に周囲を威い圧あつしているのだということに気がついたのが、中学生のときだ。

　今いま更さら、それらの反応をとやかく言う気はない。お金の音に振り向いてしまうのと同じくらい、自分が変わった風ふう貌ぼうであり、耳じ目もくを集める存在なのだということは自覚していた。




　ユニスは晴に背を向けて駆けていったブレザー姿の下級生を見て、尋たずねた。目を凝こらすと、ユニスのスマートアイに下級生のアカウント情報が吹き出し状に表示された。

「……燈とう華か・ティアナ・フェーレンシルト、さん。知り合い？」

「あ、ああ。日本にくる前に、少しな」

「へえ、すごい偶ぐう然ぜんね。空木くんは日本に来る前は中東辺りにいたって聞いてたけど」

「ああ。あっちも、親の都合での海外生活だったらしい」

　ふーん、とユニスは飲み込みつつ、教室へ向かって歩き出す。晴がその隣となりに並ぶ。

　新年度が始まったのはほんの一週間前で、高校一年生から二年生にあがるのに合わせて転入してきたのが、空木晴だった。

　両親の仕事の関係で、つい一ヶか月げつ前まで中東を転々としていたと聞いていた。その前は欧おう州しゆうにいた、とも。見た目も名前も日本人である晴の転入は、しかしながらたっぷりと話題性を孕はらんでいた。そしてその話題性は、日に日に膨ふくれあがっている。

「宿題、やってきた？」

「ああ、ええっと……」

「顔が青ざめてるけど」

「……すまない、ちょっと分からないところがあるんだ。あとで教えてもらえないだろうか……」

「分からなかったなら昨日のうちにチャット飛ばしてくれたらよかったのに」

「いや、昨日は、制御プログラムの調子が……、いやなんでもない。その、なんだ、アカウント認にん証しようがうまくいかなかったんだ」

「ネットに接続できなかったの？　また？　おっかしいなあ。やっぱり一度無線ルーターを先生に見てもらったほうが、」

「いや！　それは！　まずい！　かな!?」

「……部屋、散らかしてるんでしょう」

　頷く力すらなく面めん目ぼくないという表情で落ち込む晴を見て、やれやれと肩をすくめる。聞けば、今までまともに学校に通ってこなかったあげく、両親の仕事の手伝いで生活も不規則だったらしい。それを示すように、どことなく晴の日本語には訛なまりがある。態度や言葉が堅かた苦くるしいのは、親の仕事の手伝いをしていたからだと言っていた。

「榊先せん輩ぱい、おはようございまーす」

「おはよー」

　ユニスと晴を追おい越こした後こう輩はいが、振り向きざまに挨拶していく。

「相変わらず顔が広いんだな」

「統括委員会オーバーオールに所属してると、覚えられちゃうのよねえ」

　学園都市内における生徒の自治組織として最高位に置かれているのが統括委員会オーバーオールと呼ばれる組織だった。学園都市内に存在する教育機関には、それぞれ生徒会や学生会と呼ばれる自治組織があり、それらの意見を束ねるのが、統括委員会オーバーオールの仕事である。

　ユニスは東京で育ち、幼い頃に両親を亡なくした。都内の保護施設――移民孤児向けの養育補助プログラムによる施設で育ったユニスは、私立染井学園に特待生として――一いつ切さいの学費を、補助によって賄まかなって学校に来ている。その特待制度を受け続けるためには、優ゆう秀しゆうな成績をとり続ける必要があった。必然的に教師の評価も良くなり、諸もろ々もろの立場が圧力となって、転入してきたばかりの晴を助けてやって欲ほしいという教師の願いを断ることができなかった。

　ユニスとしても、民族や文化の違いでいろいろ苦労したこともあり、放ってはおけなかった。しかし、

（……変な奴やつなのよねえ、こいつ）

　日本の生活を学ぶためと言い、ユニスの行った店や施設に出入りしていたという目もく撃げき情報が、この一週間だけで既に三件あった。図書館で鉢合わせたりすることも多く、ユニスの友人たちの間では晴の評価は割れている。つまり、慣れない土地で模も範はん生せいを見習っているのだという意見と、ただのストーカー野や郎ろうなのだという意見と、だ。どちらにしても、晴の存在が面おも白しろがられていることに違いはない。

　ユニスとしても判断に迷うところだった。やたらとパソコンや乗り物、銃じゆう器きに詳くわしいので偏へん執しゆうな奴なのかと思えば、スマートアイを使用したＳＮＳサービスを教えたところ、「これはなんのために使うんだ」と真顔で尋ねられたりした。東京では小学生でも使っているおもちゃのような代しろ物ものである。身体能力は関東記録に迫ろうかというほど高いくせに、いきなり何もないところで転んだりするし、東南アジアの社会情勢について教師と激論をかわしたかと思えば、国語の時間に夏なつ目め漱そう石せきって誰だれだ、と言い出す始末だ。

（……やっぱりこいつ、バカなんじゃないだろうか）

　ユニスは、なぜこいつがこの学校に入ってこられたのだろうと本気で首を傾かしげる。

　生徒の多様性を重視する校風という理由で移民の子供なども積極的に受け入れてはいるが、さすがにこいつは規格外だろうと思う。そもそも勉強ができなきゃ入ってこられるわけはないのだが。

（まあでも、社会とか化学とかは抜ばつ群ぐんにできるのよねえ。語学は壊かい滅めつ的てきだけど）

　なにしろ、夏目漱石って誰だ、である。南アフリカ共和国の政治家の名前は現大統領から大臣までフルネームで言えるのに。

「頭が痛くなってくるわ」

　晴が、本気で心配したような顔で覗のぞき込こんでくる。

「大だい丈じよう夫ぶか。なんなら保健室に、」

「あー、大丈夫大丈夫。こっちの話」

　ひらひらと手を振ってあっちいけと追い払う。

　変な奴だが――本気なのは伝わってくるのでなおのことたちが悪い。本人は至って真ま面じ目めなのだ。具合の悪そうな人間がいるとすぐに駆け寄って案じるし、恥はずかしがりつつも分からないことがあればまっすぐに聞いてくる素す直なおさもある。

　ただ――どうしようもなく、変な奴なのだ。

「あ、そういえば、篠しの原はらとはうまくやってるのか？」

　痛いところを突つかれた――とユニスは思った。

　篠原亜あ希き子こは、中等部からの親友だ。

　しかし、ここ一週間、つまり春休み明けで顔を合わせてから、どうもよくぶつかる。イライラしているようで、ユニスは心配して声をかけるのだけれども、突っぱねられることがほとんどだった。ユニスが送ったファイルがなぜか壊こわれていたり、新年度で書類データをメールで提出しなければならない日に、なぜか亜希子だけネットへの接続がうまくいかなかったりと、ぶつかりあう理由になってしまうような事件もたびたび起きていた。

　晴に勉強を教えているときに言い合いになってしまったこともあり、そのせいで、晴はことあるごとに、亜希子との関係を心配してくれている。

（心配してくれるのは素直に嬉うれしいんだけど、どちらかというとあんまり触ふれてほしくないんだよねえ……）




　二人で教室に入る。それぞれの生徒が好みの制服テクスチヤをダウンロードしているクラス模様は、一見して舞ぶ踏とう会かいか何かのようだとユニスは思う。

　中には本当にパーティーにでも出るのかと思わせるような華はなやかなスカートを選んでいる少女や、規則ルールの範はん囲い内ないで、まるで自分でデザインを作ったのではないかと思わせるような出で来き映ばえのジャケットを羽織っている少年もいる。

　それだけではない。移民政策によって、東京には異人種が溢あふれた。それに伴ともない、学校という場所も規則を緩ゆるめざるを得なくなった。白人のユニスの隣の席では南米出身の黒人の男子が座ってゲームをしているし、窓まど際ぎわではムスリムの少女が固まって、ファッション雑誌を電子媒ばい体たいで回し読みしている。ピアスに指輪、ネックレスなどの宝飾品アクセサリーも基本的には自由だ。中には標準制服テンプレートに鋲びようを打ってパンクファッションに仕立てている強つわ者ものもいる。

　るつぼと呼ぶにふさわしい風景。

　ユニスは亜希子の机に近づき、おはようと声をかける。亜希子はユニスとお揃そろいの、白いセーラー服だ。肩までの茶ちや髪ぱつには緩くパーマがかかっており、右手にミサンガを結んでいる。コンタクトレンズ型の高級品を着用しており、スマートアイはかけていない。その背が真しん剣けんに机に向かっている。

「宿題、間に合いそう？」

　亜希子は机に設置されているキーボードで、レポートを書いているところだった。誰かに怒おこられたあとのようなむすっとした表情で、ユニスを見もせずに「ぎりぎり」と呟く。ユニスは亜希子の前の席に座る。黒いフロックコート姿の晴が右前の席へ向かうのを視界の端はしにとらえつつ、振り返って亜希子に尋ねる。

「手伝おうか？」

「……いい。……いや、やっぱごめん、ここの表現がさ、分からないんだけど」

　亜希子が指先の動きフインガーチツプでテキストデータを送ってくる。便びん箋せん型の拡張現実映像ＡＲＳＳで描えがかれたそれが、放られたボールのようにぽんと浮うかび上あがる。弧こを描いてユニスの手元に落ちてきた。それをキャッチし、データを開いて「ああ」と呟いた。

「これ、分かりやすくまとめたノートがあるから、送ってあげるよ」

「サンキュ」

　僅わずかに亜希子の頬ほおが和やわらぐ。久々に、喧けん嘩かにならない会話ができそうだと思い、ユニスはデータ化してあったノートを亜希子に送った。それを受け取った亜希子がデータを開いた瞬間、悲鳴が生まれた。

　ユニスが振り向く。亜希子ががたんと立ち上がる。異変が起きたのだということはすぐに分かった。亜希子がダウンロードしていたセーラー服が書かき換かえられ、生地の少ない水着姿になってゆく。

「ちょ、ちょっと、なにこれ!?」

「え、え、え!?」

　うおおおお、という男子の声があがる。ムスリムの少女が顔をしかめる。見る見るうちに、亜希子はあられもない水着姿になってゆく。

　亜希子の手元を見ると、ユニスが送ったデータを開いたところだった。ユニスは自分が送ったデータを再確認する。確かに、自分でデータ化したノートを送ったはずであり、履り歴れきを見ても、データに不自然なところはない。

「な、なんで!?」

　しかし、現に亜希子の制服には水着姿の肢し体たいが書き込まれていき、亜希子は羞しゆう恥ち心しんに顔を真っ赤にしながらうろたえている。そのとき教師がやってきて、裏返った声で叫さけんだ。

「お前はなにをやっているんだ！」

「ち、違うんです！　ユニスが！」

「あ、あたし何もしてない！」

「だってユニスが送ったデータじゃん！　私に恨うらみでもあるの!?」

「恨みってそんな……！」

　亜希子の表情は、決けつ壊かいする寸前のダムのようなものだった。あるいは、パンパンに膨れた風船か。ユニスとぶつかり続け、一週間何をやってもうまくいかず、そして焦あせっていたところに――最大級の羞恥。

「あの裸ら体たい、ミスマガのグラビアの流用だな」「やだもーサイテー」

　喜ぶ男子と、野や次じ馬うまの女子。

「お前は新年度早々こんな悪ふざけを、」

　規則違い反はんの制服描写テクスチヤに怒り心頭の教師。

　ぱしゃりぱしゃりと、スマートアイのカメラ機能でスクープを激写するクラスメイトたち。撮さつ影えいされた画像は一瞬の後にはＳＮＳに乗り、学内ネットを駆け巡り、世界中に拡散される。

　亜希子の心が、びりりと破れた。そういう顔をした。

　ユニスを見つめる表情が、砂の城に触れたみたいに、ざらりと崩くずれた。

　ぽろりと――亜希子の目から涙なみだが溢れる。

「どうして」

　ぐしゃりと亜希子の顔が歪ゆがむ。何も信じられないと顔に書いてある。ユニスが手を伸のばし、亜希子の手に触れた瞬間、

　――青春の弾けた音がした。

　ユニスが伸ばした手を、亜希子が叩いた。

　それは、ぱしん、と小さく教室に響ひびいた。自分の身を守るために、何も信じられないという思いが形になる。

　他た愛あいもない音だったけれど、二人の間に、いんとした余よ韻いんをたっぷり残して、それは弾はじけた。

　そしてまた、叩いた亜希子の方が、叩かれたような顔をした。

　どうしてこんなことになってしまったのかまるで分からないという顔だった。その様子は放り出された迷まい子ごのようでもあり、ユニスに、教師に――自分のことを探しに来た大人たちに注目され、怯えるように立っていた。

　ユニスの顔を見て、困こん惑わくし、亜希子の膝ひざが折れそうに震ふるえだした。

　逃げ出してしまいたいという顔を、していた。

「全員席に着け」と教師が言いながら、まっすぐに亜希子とユニスの元へと駆け寄り、

「来なさい」と言って、亜希子の手を引いて教室を出て行く。「全員、席に座って静かにしていろ」と言い残した。さざ波のような会話が、教室には響き続けた。
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　当然、高校生が事件を目の前にして静かにしているはずもなく、ユニスは春の嵐あらしのようになっていく教室から逃げ出した。

　違う階までわざわざ移動して、トイレにこもって、そこで初めて涙が溢れるのを許した。嗚お咽えつがこみ上げてきて、火傷やけどしそうな熱が後から後から溢れ出てきた。どうしてこんなことになってしまったのか、分からないのはユニスも同じだった。

　亜希子に出会ってから四年が経たった。しかし、ここまで、関係がぼろぼろに壊れてしまったことは、かつてなかった。

　春から冬に戻もどったみたいだと思った。その悲しみの熱は、冬の寒さに凍こごえながら抱だく赤い薪まきに似ていた。どうしたらいいのか分からず、けれども罪悪感に似た木き肌はだのような刺とげ々とげしい気持ちが、ユニスに落ち着かせることをさせなかった。この熱を、その原因となっている何かをそのままにしておいたら、きっと火傷となって消えない傷を心に残すであろうことは想像できた。――けれど、それが何なのか、見当もつかない。

　ぽーん、と――スマートアイに着信。名前を見ると、晴からだった。

「なによ」

《手助けさせてもらえないか》

　ひくっ、と反射的に嗚咽を飲み込んだ。

「放っておいてよ」

《そういうわけにも、いかないだろう》

「……あんたは関係ないでしょ」

　言葉を殺されたような沈ちん黙もくの音が、向こうから聞こえてくる。通話は、スマートアイのつる部分に仕込まれた骨伝導によって成り立っている。その通信の向こう側にいるのであろう晴の喉のど元もとに、ナイフを突き込むような気分だった。ユニスの手に、ずぶりと熱を裂さく生々しさが浮かび上がるようだった。

　人をはね除のけるというのは、そういうことだった。それを、亜希子はした。もしくはユニスがそれをした。亜希子にそれをさせた。そういう生々しくえぐみのあることを、亜希子は、極きよく端たんに避さけるような少女だったのに。

　しかし、次に晴の方から送られてきた声に、ユニスは震える両手を包み込まれるような衝しよう撃げきを受けた。

《友達だから》

　ぐっと、今度はユニスが言葉を飲み込まされた。

　友達なのだから、助けるのは当然じゃないか――それはまるで、ユニスが、自分自身に言われたのではないかと錯さつ覚かくするような言葉だった。

　にわかに困惑した。傷つけられた場所を必死に隠かくそうと、身体を丸くし敵を睨にらむ、獣けもののような顔になる。自分でも抑おさえきれないものが生じる――沸ふつ騰とうした感情が、抑え込まれた圧力に反発して弁を吹き飛ばすように。

「あんたに何ができるのよッ」

　握にぎりしめたナイフをめちゃくちゃに振り回すような言葉だった。たった一週間しか一いつ緒しよにいないあんたに、という言葉をかろうじて飲み込んだ。しかし、次に生じた沈黙は僅かなものだった。晴は、ユニスの反応を予想していたかのような冷静な声で言った。

《確かめたいことがあるんだ》

「確かめたいことって、」

《俺はこの一週間、君たちのやりとりを見ていた。これは明らかな情報犯罪だ》

「情報、犯罪？」

《以前欧州ヨーロツパにいたときに、大学の学内ネットを悪用した情報犯罪の検挙に協力していたことがある。その、父親の、仕事の、関係で、ね。俺自身には、プログラムや情報解かい析せきの知識があるわけじゃあないんだが、その知識を持った人間に、怪あやしい奴がいたって教える役目をしていた。アルバイトでな》

　ひと呼吸おいて、晴はなだめるように語りかけてくる。

《もしも君が任せてくれるなら、そのときの知り合いに、君と篠原のウェアラブルデバイスおよびアカウントを解析してもらおう。情報伝達の齟そ齬ごの原因を調査することができる。もしかしたら、君たちの仲を悪くしようとしている第三者がいる可能性もある》

「そんなことが、できるの」

《できる》

　ユニスは迷った。冷静になってきて、涙を拭ぬぐい、晴の言葉を反はん芻すうした。嘘うそを言っているようには聞こえない。晴の素直さ――困っている人にすぐに駆け寄れる人間であることを、ユニスは知っている。しかし、それだけの情報解析を行える人間に、アカウント情報をやすやすと手て渡わたしていいものだろうか。すべて、その人物と晴の仕込みなのではないか、とすら思えた。

　何か途と方ほうもなくヤバい奴とつながっているのではないか、と一瞬考える。

「あの、犯罪利用とか、」

《その心配は分かる。けど、逆に考えてくれ。そこまでの情報処理能力を持った人間、組織が、女子高生の仲なか違たがいを仕組むメリットがあるか？》

「……ない、かも。でも、じゃあ助けてくれるメリットもないんじゃ、」

《知り合いだって、言っただろ。このくらいの解析なら片手間にやってくれるさ》

　それでも、信用することはなかなかできない。この西せい暦れき二〇二八年の情報化社会において、アカウント情報の解析を許可するというのは、家のなかをすべて見せるよりも危険なことだ。それこそ、見ず知らずの人間の前に裸体で横たわるのにも等しい。

《……わかった。俺は今から、この人に解析を依い頼らいする。解析相手の素す性じようが見えていれば、話は変わってくるだろう》

　晴が送ってきたアカウント情報を参照する。白しら鳥とり歩あゆむ――幼い少女の顔、その所属には、サテライト社と書いてある。

「あの、国際的な治安維い持じ企き業ぎようのサテライト社？」

《ああ。その情報部で働いていたこともある人間だ。これだけの地位を持ってる人間が、日本の女子高生のアカウントを悪用するメリットがあると思うか。普ふ通つうに考えて悪用しようとしてもデメリットしかないってことは分かってもらえると思うんだが》

「この人に頼たのめば、……亜希子と、あたしの間に何があったのか、分かるのね」

　もう一度まじまじと、送られてきた少女の顔を見る。幼さの残る顔立ちで、とてもそんな少女が高級情報システム・技術者エンジニアのような能力を持っているとは思えない。けれど見た目を装そう飾しよくできる時代だからこそ、何を信じるべきなのかを、ユニスは感覚で理解していた。

《ああ。信じて、任せてくれ》

　断言――心強い響きだった。たった一週間――けれどその一週間で、その断言が嘘でないことを、ユニスは、察している。

　ユニスは決心して「お願いします」と口にした。
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「どうだった？」

　五分後、渡わたり廊ろう下かで晴と落ち合った。

　二階部分をつないでいる渡り廊下からは、校舎の陰に隠れて半分に切れた運動場が見える。一年生がラジオ体操している姿が見える。そういえば、こんな風にあからさまに教室を抜け出すのはいつ以来だろうかとユニスは思い出そうとする。中学に入ったばかりの頃、亜希子と抜け出して喫きつ茶さ店てんにケーキを食べに行ったのが最後だった気がした。すぐに学級委員になり、生徒会に入り、そして高等部進学とともに、生徒会の上に立つ統括委員会オーバーオールに所属することになったユニスは、常に模範生であろうとしてきた。

「結論から言うと、犯人は分からなかった。すまない」

　晴は、飼っていた動物が死んでしまったとでもいうような落ち込みようで頭を下げた。ユニスは晴の頭をあげさせる。晴の表情は一見して悄しよう然ぜんとしているかに見えたが、顔をあげたとき、その瞳ひとみにかすかな力とでも言うべきなにかが揺ゆらめいていることに、ユニスは気がついた。

「でも分かったことがある。つまり、犯人がどこかにいるってことは分かった」

「どういうこと？」

「何者かが、君と篠原の仲を悪くさせるために悪わる巧だくみをしていた痕こん跡せきを発見した」

　ユニスは目を剥むく。そして、大量の風船を一いつ斉せいに空へ解き放ったように、疑ぎ問もん符ふが浮かび上がる。誰が、どうやって、なんのために？




　晴は、両手を広げてハンドクラツチ、拡張現実映像ＡＲＳＳを目の前に展開する。

　表示されたのは、名前の書き込まれた丸同士が網あみの目めのように繋つながり合あった相関図。その中の二つを、晴は指先でつまみ上げるフインガーチツプ。

「これが、篠原と君のアカウントだ。そして、そのアカウントに関かかわっているアカウントを、いま、網目状に表している」

　見るからに、ユニスを取り囲んでいる丸のほうが多い。ユニスは統括委員会の関係で、学外――学園都市内の、別の学校に所属している生徒たちと関わるケースも多いためだ。その中から、晴はもう一つの丸を手で掴んだハンドクラツチ。

「この名無しUNKNOWNアカウントが、君たちの仲をこじらせようとした犯人だ」

「誰なの、これは」

「分からなかった。学外の端たん末まつを使ってアクセスしてきている。これを見てくれ」

　晴が掴んでいたアカウントがアクセスした場所が、矢印で示されていた。

「これは、学園地区内の、健康管理ヘルスケアセンター？」

「ああ。そのアドレスだ」

　学園都市地区内に在ざい籍せきしている学生の健康を管理するための施設。定期的な健康診しん断だんを行ったり、学生からの相談を受け付け、適切な病院や施設を紹しよう介かいする。そこで薬を受け取ったりすることも可能である。

「篠原は、ここで定期的にスマートアイを受け取っていた」

「あっ」

　ユニスは思い出す。亜希子はコンタクトレンズ型のスマートアイを着用している。

「その施設から篠原の端末にウイルスが混入したんだ」

　晴は一呼吸おいて、そしてまた口を開く。

「犯人は学外の端末を使用して、学校関係施設のアドレスにアクセスした。そこまでは分かったんだが、その学外端末を置いていた施設の情報管理がずさんすぎて、誰が使ったのかが分からなかったんだ」

　面目ないという表情の晴が、苦々しげに口を絞しぼるように言葉を継つぐ。

「ちなみに、アクセスされた日時と、君のスマートアイの行動履歴も参照させてもらったが、この悪意を持ったフリーアカウントが君である可能性は、ゼロだ。この時点で君の潔白は証明された」

「それは、どうも……」

「と同時に、篠原のスマートアイにアクセスして何をしたのかも分かった。彼かの女じよのスマートアイには、違い法ほうなウイルスが仕込まれている」

「ウイルス？」

「ああ。君が送ったデータの内容が改かい竄ざんされていたり、篠原がネットワークに接続しづらくなっていたのも、このウイルスが原因だ。それから、仲違いを起こさせるためにもう一つの悪質なウイルスが仕込まれていた。行動制御プログラムの一種だ」

「行動制せい御ぎよ、プログラム？」

「ああ。例えば、駅で電車を乗り換えるとき、君は何を見て歩く？」

　ユニスは、自分が電車に乗るシーンを思い浮かべる。

「そりゃあ、目の前に表示された進行表示に従って歩くけど」

「それも行動制御プログラムの一種だ。ただし、合法的なものだが。君が知らない駅に向かうとき、スマートアイは駅の位置情報をダウンロードして、そこへの道順を矢印として視界に表示してくれる。同じように、スーパーでレジの場所を探せば矢印が行動を制御してくれる。腹が減ればコンビニの場所を、トイレに行きたければトイレの場所を、という具合にな」

「そんなの、当たり前じゃない。何が言いたいの」

　晴は網目状の相関図を抱きしめるように手で包んでハンドクラツチ、閉じた。渡り廊下の窓まど枠わくにもたれかかり、真剣なまなざしでユニスを見てくる。その表情から、冗じよう談だんを言っている気配はない。

「じゃあ、だ。例えば君の元へ駆け寄ってきた篠原の姿が、いきなり等身大のムカデに変わったらどうする？」

「え!?　……えっと、いや、逃げるけど」

　想像してしまった――ぞわりと鳥とり肌はだが上る。

「それと全く同じことだ。行動制御プログラム、あるいは、感情制御プログラムと言い換えてもいい。一枚映像レイヤーを上書きするだけで、人は容易に、思うはずのなかった感情を抱かされてしまう。視界に表示される矢印――行き先の制御にしても、その情報を正しいと思い込ませさえすれば、行こうとしてもいない場所へと人を誘ゆう導どうすることは、簡単だ。行動制御プログラムは法律で使用方法が厳しく制限されている。それはなぜか。容易に悪意を演出できるからだ。人の行動や感情を誘導し、洗脳することが可能だからだ。サブリミナル効果は知っているか？　人が視し認にんできない速度で映像の合間に画像を入れることで、人の感情、感覚を操作できる効果だ。これは映像法で厳しく取とり締しまられている映像手法の一種だ。それに類する感情操作プログラムが、篠原のスマートアイにはインストールされていた」

「待って、どういうこと？」

「篠原の視界にコンマ一秒以下の速度で、不快感を与あたえる映像を連続的に表示するプログラムがあった。特に、それは君と遭そう遇ぐうするのに合わせて再生されるように設定されていた。どういう意味か分かるか？　篠原は、君と合うたびに不快感を感じるように、視覚情報を使って行動、感情を制御されていたんだ」

　ユニスは立たち尽つくした。そんなことに巻き込まれるなんて、そんなことを企たくらむ人間がいるなんてと、悪夢でも見ているような表情になっていた。

「じゃあ、亜希子は、」

「何者かによって、君を嫌きらうようにコントロールされていたんだ」

「亜希子には、あたしがムカデに見えていたってわけ？」

「それに近い現象が起きていた。あるいはもっと悪質なことが。篠原本人は君の姿を、ありのままを見ていたが、脳では不快感を感じていた。君と篠原は同じ部屋だったよな。これを毎日やられちゃあ、どんなに精神の強い人でも音を上げる。まして、起きている間には四六時中スマートアイをつけている世の中だからな」

　それを、線の細いところのある亜希子が受けていた――想像する。ユニスのなかで、怒りがこみ上げてくる。

「許せない」

「もっともだ。いま、その知り合いに依頼して、篠原のスマートアイからウイルスを削さく除じよし、健康管理センターに送られてくる篠原のデバイスにプロテクトをかけてもらえるように依頼している。作業自体はすぐに終わるだろう。あとは、篠原に事情を説明して、すれ違いを埋うめれば解決だ」

「でも、犯人が分からなかった、って」

　晴が、苦虫をかみつぶしたような顔をする。

「アクセスした事実を消すのは至難だが、誰がアクセスしたのかを隠すのはそこまで難しいことじゃない。残念ながら犯人は分からなかった。でも、この学園都市のどこかに、その悪巧みを考えたやつがいる」

「ふざけてるわ……」

「とりあえずは、篠原を捉つかまえて誤解をとくべきだと思う」

　ユニスは頷うなずく。

「そうね、急いで亜希子に、」

　教室の方へ向かって歩き出したユニスが廊下を曲がった瞬しゆん間かん、世界から切きり離はなされたように、進めようとしていた足が硬こう直ちよくした。

「亜希子、」

　ちょうど、職員室から戻ってきた亜希子と鉢はち合あわせた。

　制服は元通り、ユニスとお揃いの桜をあしらった白いセーラー服になっている。

　亜希子の顔が、おびえたようになった。――冷静になった頭で、親友に手を上げてしまった過去の自分の影かげにおびえるように。亜希子は胸の前でぎゅっと手を握る。心を守るように。その手首でミサンガが揺れた。

　そして、ゆるくパーマのかかった愛らしい茶髪を振り乱して脱だつ兎との如く逃げ出した。

「え!?」

　すぐそこにあった階段を駆け下りようとした亜希子が――足を踏ふみ外はずすのが見えた。

「ちょっ、」

　ユニスの喉のどの奥おくが、さっと白く引き絞られる。次に訪おとずれる現象を想像した体が、来て欲しくない未来を拒こばむように硬直する。
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　ユニスを突き飛ばすように、晴は駆け出した。

《……クソッ》

　晴は頭の中で悪態――本来ならば発揮できるはずの能力が、原因不明の不具合によって制限されている。

　破れない透とう明めいな膜まくの向こう側で起きている景色のように、亜希子の体がゆっくりと階段から落ちてゆく。

　本来の力さえ発揮できれば――そういうもどかしい思いをあざ笑うように、晴の脚あしが生み出す速度は一いつ般ぱんの男子高校生の域を出ない。

　そのとき――晴の中に刻まれ、表層に浮かび上がらないように縛しばり付つけていた記き憶おくが、身じろぎをした。忌いまわしき記憶だった――あまりに忌まわしいその記憶は、治療によって思い出しにくくなっていたはずだった。

　助けられるはずの人間を助けられなかった記憶――後こう悔かい――心傷トラウマ。

《動けぇッ！》

　思わず頭の中で叫んでいた――その脳内に、機械音声ボイスロイドが響く。

《緊きん急きゆう事態につき、制限が強制解除されました――紫し電でん式しき兵へい装そうを発動します》

　ぱしっ――と、瞬まばたくほどの僅かな間、晴の身体からだから薄うす紫むらさきの稲いな光びかりが迸ほとばしった。

　そばで目を見開いていたとしても、起きたことが目の錯覚だったのではないかと思い込むほどの、一いつ瞬しゆんの出来事だった。

　瞬間――身を滅ほろぼすほどの爆ばく発はつ的てきな力が、晴の体に生まれていた。

　一切の躊ちゆう躇ちよが、そこにはなかった。暴走しきることを前提とした、驚きよう異い的てきな力の発現――廊下を踏み切った右足の筋肉がめきりと軋きしむ――残像を生むほどの速度で加速――一気に階段へ躍おどり出でる――跳ちよう躍やくする。

　晴が床ゆかを蹴けり、飛んだ。その黒い制服姿だけが早送りにされたかのように驚異的なスピードで移動する――空中でなおも加速する。落下していく亜希子に並び、その体を掴つかみ、抱きかかえる。階段上、空中で横向きに落ちてゆく体を捻ひねった晴は、まるで世界を周りから見て、自分の体を人形に見立てて動かしているかのような精密な体さばきで、亜希子の下した敷じきになるべく階段を蹴り飛ばす。

　ドシンと、聞いた者の肝きもを潰つぶすような音が聞こえた。ぎゃっ、と落下の衝撃を受けた亜希子の悲鳴が聞こえ、ごつんと壁かべに頭をぶつける音が響いた。
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　晴は、全身がじんじんと麻ま痺ひしているのを感じていた。痛みはなかった。全身に生まれた爆発的な能力――それはその強さのあまり、不用意に使えば体を壊してしまう。だから、晴の脳内にあるデバイスは、晴の全身の痛みを最適に遮断していた。

　痛みも悲しみもない――助けたという結果だけが、腕うでの中にある。

　窓から踊おどり場ばに差し込む朝の陽気を見て、ふわふわと舞まう霧きりのような埃ほこりのなかで、亜希子がううんと呻うめいた。

　はっと息を呑のんだユニスが、慌あわてて駆け寄ってきた。

「だ、大丈夫!?」

　大丈夫なわけはない――けれどほかに叫ぶべき言葉も見つからないという顔で、ユニスは足あし下もとに気をつけながら階段を駆け下りてくる。

「だ、大丈夫だ……」

　心配をかけまいとして出した声は、少し裏返っていた。

　晴は抱かかえていた亜希子をゆっくりと横へ下ろした。亜希子は夢から醒さめたみたいに自分の身体を恐おそる恐る撫なでていた。晴がすっくと立ち上がると、ユニスが心配そうに声をかけてきた。

「ちょっと、怪け我がは、」

「俺おれは問題ない、それより、」

「わ、私も、大丈夫、です……」

　亜希子が、意識を半分夢の中に置いてきてしまったように呟つぶやいた。ユニスは起こったことが信じられずにいるのか、亜希子と晴を交こう互ごに凝ぎよう視しする。二人が落下した階段は骨の一つや二つが折れてもおかしくはない高さだった。

「それより、話があるんだろ」

　晴は仏ぶつ頂ちよう面づらで言った。ユニスは思い出したように頷き、亜希子を見た。ユニスが亜希子の細い手首を掴む。そうしてようやく、ユニスは亜希子の体が無事であることを理解したようだった。そしてユニスは神しん妙みような面おも持もちで、語り始めた。

「亜希子、あのね、」
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　ユニスは亜希子に話した――晴に教えてもらったことを。

　亜希子はユニスの話を聞いて、自分の目に張り付いているレンズ型のデバイスが、得体のしれない気味の悪いものであるかのように、顔を歪めた。とっさに外すべきかと考えたのか、手がぴくりと動いて顔に向かおうとしたので、晴が慌てて制止する。

「ああ、今はもう大丈夫だ」

　晴の言葉に、「そうなんだ」と納なつ得とくしようとしつつ、それでもやっぱり、虫の這はったあとを恐れるような表情は拭えない。

「……じゃあ、やっぱり、ユニスじゃなかったんだね」

　亜希子は、初めて見る香こう辛しん料りようの入った箱をあけたときのような、形容しづらい複雑な表情をした。

　事件に巻き込まれた衝撃、羞恥心、悲しみ、親友を疑ってしまった後悔、贖しよく罪ざいの色、そして事件の不可解さに対する困惑――そして安あん堵ど。

　自分も親友も、疑い疑われるいわれなどなかったのだという、安堵。けれどもすぐに身を引き締めるような顔をして、亜希子は言う。

「疑ったりして、ごめんなさい。それからこの一週間、その、いろいろ、ごめん」

　ユニスはすぐに、亜希子の肩かたを掴んで顔をあげさせる。

「いいの。だって、それはプログラムのせいなんだから」

「でも、私は、……プログラムに操作されてたのかもしれない。でもね、そうやってユニスに対して抱いてたネガティブな感情、全部が全部嘘ってわけじゃあ、ないと思うの」

「どういうこと？」

「ずっとね、劣れつ等とう感かんが、あったんだよ。運動も勉強もできるユニスに、私は、いつも宿題を教えてもらったりしてて。ずっと、ずっと、迷めい惑わくばかりかけてきて、そんな自分が嫌いやだった。なのに、私は、ユニスにあたって……」

　ユニスが亜希子の肩を掴んで言う。

「あたしだって、たくさん亜希子に迷惑かけてる。委員会で時間がないときに宿題教えてもらったり、服とか、漫まん画がとか、たくさん教えてくれるじゃない。この制服だって、カスタマイズして、一緒に着ようって言ってくれたの、亜希子だよ。あたし、この服すごく気に入ってる。この学校に入って、亜希子と出会えて本当に良かったって、思ってる」

　帰属したいという思い――ユニスにとって、同じ制服を纏まとってくれる友がいるということは、自分でも気づかない部分で、ストレスを軽くする大きな力となっていた。否が応にも、この街では、ユニスが集団の中に混じることのできる機会は多くない。だからこそ、なんの障害もなく迎むかえ入いれてくれる亜希子のことを、ユニスは心から尊敬しようと決めていた。その想おもいを伝えるために、ユニスは、亜希子の手に触ふれた。

「迷惑じゃないから一緒にいられるの？　違ちがうでしょう？　……迷惑をかけて欲ほしいから、一緒にいるんだよ」

　ひっと、亜希子が悲鳴のような吐と息いきを漏もらす。その驚おどろいたように見開かれた丸い瞳から、涙が溢れた。

「……ごめん。……ごめんなさい、ユニス、ごめんっ」

　ユニスが亜希子を抱き寄せて、「いいんだよ」と呟いた。
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《やー、お疲つかれさま。感動だねー。青春だねー。やっぱり女の子の涙っていいもんだよねー》

　晴の脳内に響いた声――下げ衆すっぽさ満開の、飄ひよう々ひようとした、幼い少女の放つような鈴すずの音色にも似た声、というにわかに耳を疑いたくなるようなその声に、晴はため息をつきそうになりつつ慌てて口を閉じる。

　晴は脳内デバイスにより思考を言語化――声を発することなく無線通信で返事を飛ばす。

《白鳥先せん輩ぱい、そういうオヤジ臭い発言は止めたほうがいいと思うが》

《えー、いーじゃーん。あー、あたしもセーラー服着たかったなー。あたしの時代には描画デザインテクスチヤのダウンロードなんてなかったもんなー》

《先輩が着ても、背せ伸のびした中学生にしか見えないんじゃないか。いっそランドセルでも背せ負おったらどうだ》

《むっ、失礼なっ》

　晴は自分の上司の姿を想像する――赤い長ちよう髪はつを揺らし笑う、電子網ネツトワーク戦せん闘とうのスペシャリスト、上司の白鳥歩は、晴よりも年上であるにも拘かかわらず中学生級の容姿を持つ、謎なぞ多き――というより謎を固めて作ったような、美少女だ。亜希子のデバイスの解析を行い、ウイルスを突つき止とめたのも、この少女だった。

　その少女――歩が、にやりと嫌らしい笑えみを浮かべるのが見えるような声で言う。

《そうそう、後こう輩はいくん。さっきは無む理り矢や理り緊きん急きゆうモードで制限をこじ開けられちゃったけど、多分これからは行動制限を自由にオンオフできるようになってるはずだよ》

《直ったのか!?》

　晴の声――ぴんと立った耳と尻尾しつぽが見える。目の前に餌えさを出された犬のような反応だった。それに苦く笑しようするように、歩がうんと頷く。

　行動制限プログラム――亜希子に仕し掛かけられていた視覚効果による誘導のような生やさしいものではなく、脳内デバイスの電気信号を使った直接的な行動制御のことだった。

《これで中ちゆう途と半はん端ぱな生活ともおさらばってわけだ》

　晴の体に仕掛けられていたものは、意図的に晴の行動に制限をかけるためのものだった。それをしなければ、晴の強化された身体能力・思考能力は、一いつ般ぱん的てきな高校生たちの中では目立ちすぎる。

　いわば、晴は一般的な高校生を演じるための行動制限プログラムの支配下にあった。

　しかしながら、この一週間、染そめ井い学園に潜せん入にゆうするために使用していたそれの不具合によって、晴は悩なやまされていた。つまり、身体能力を発揮したい場面で普通の高校生並の行動しかできず、普通の高校生でいたいときに並外れた能力を発揮してしまう、という具合にだ。

《不具合のせいで、いろんな学内センサーが正しく俺のことを認にん識しきしてくれなかったからな。ベッドで寝ねれば目覚ましが動かなくて寝ね過すぎちまうし、学校に出入りするセンサーには引っかかるし、学内ＬＡＮは認にん証しよう拒こばむし、榊を尾び行こうしてたら気づかれるし》

《うんうん、ね、あたしのお陰かげで女の子の友達が二人もできて、よかったでしょ》

《ああ、…………え？》

　歩の、にやりという音が聞こえてきそうな声。

《わざとバグを入れておいたの。そのほうが面おも白しろそうだと思って》

　晴は、教室に戻ろうと歩き出すユニスと亜希子のあとを追いながら、表情だけが硬直している。上司である歩の言っていることが理解できない。

《あの、なぜ、そんなことを？》

《後輩くんに友達を作ってあげようと思って。楽しかったでしょ？》

《じゃあ、俺が抜き打ち試験や宿題で無線通信を使えなかったのも、寝ね坊ぼうしまくったのも、全部先輩のせいってことか？》

《ほら、刺し激げき的てきな高校生活だったほうが、輝かがやかしい青春をエンジョイできるじゃない。友情ってのは、困ってるところを助け合って始まるものって相場が決まっているんだよ。完全無欠の傭よう兵へい上がりの転入生なんて、ドン引きされて終わりだよ》

　意味の分からない理り屈くつだった。

《先輩、俺は命令、任務で、榊ユニスの護衛のために、この学校に潜入したんだよな》

《うん。そうだよ》

《どうして、その、か、輝かしい青春をエンジョイさせようと思ったんだ》

《晴くん、よく聞くがいい》――歩が名前を呼ぶとき。それは、本当に真ま面じ目めなことを言うときか、ろくでもないことを言うときのどちらかだった。

《晴くん。日本の大人は皆みな、口を揃そろえてこう言うんだよ。高校時代に戻りたかった、ってね。君は今、その輝かしい時間の中に飛び込んだ。命令？　任務？　そんなものはどうだっていいんだよ。だって青春は、一人ぼっちで実らせることなんてできないんだからッ！》

　君は、友達を作るべきなんだよッ――無線で飛んできた歩の声には、どうでもいいほど綺き麗れいなエコーがかかっていた。

　晴は――かけていた黒くろ縁ぶちのスマートアイを外すと、バキンッ、と真っ二つにへし折った。

《クソババア》

《な、こ、後輩くん！　今のは聞き捨てならないな！　私は君をそんなに口くち汚ぎたない子に育てた覚えはないよ！　年上のお姉さんに向かってクソバ、》

　ぶつっ――無線通信を強制遮断し、晴は人を殺せそうな表情で歩いていく。

　すぐそこで少女が二人、友情を再確かく認にんし、なんとも希望に溢あふれた声で話しているのを目まの当あたりにしながら、晴は、自分の未来を案じずにはいられなかった。







第二章　己が正義は青春に在り
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　――緊急事態エマージエンシーが迫せまったことにより瞼まぶたの裏が真っ赤に染まった。

　晴はるはベッドからバネ仕じ掛かけみたいに飛び起きようとして、硬い何かに頭を押し付けられていることに気がつき、呻いた。

「おはようございます、晴先輩」

　視界に表示されている文字――Sundayが、今日が休日であるという事実を告げていた。心の中で悪態をつく――眠い。

　視界でやかましく光る赤色灯を脳からの信号指示で閉じると、覆おおい被かぶさるようにベッドに立っている少女をぎろりと見上げた。

「おはよう、……じゃねえ」

　もごもごと言葉が潰れる。晴の頭は、冷たい銃じゆう口こうによって枕まくらに押し付けられている。仁に王おう立だちで、電磁レール式ライフルを晴に押し付けている少女――燈とう華か・ティアナ・フェーレンシルトは、ライフルを片手で軽々と担かつぎ上あげて晴を解放すると、ベッドからひょいと飛び降りた。

　燈華は白黒モノトーンのメイド服を纏っていた。奇き抜ばつな恰かつ好こうながら、彫ほりの深い顔を持つ燈華が着ていると、景色のほうを絵本にしてしまうような自然な着こなしに見えてくる。

「実じつ弾だん入りの電磁レール式ライフルを押し付けて緊急信号で起こすとか、どんな起こし方だよっ」

「だって手っ取り早いんですもん。戦場が恋こいしくなりました？」

「ならねえよ！」

　晴は起き上がって叫さけぶ。そして、部屋の惨さん状じようにうっと呻いた。新しい床の模様であるかのようになっていたはずの衣服たちは、奇き麗れいに皺しわを伸のばされて部屋の隅すみに畳たたまれている。ワイシャツにはアイロンがかけられ、コンビニ弁当やお菓か子しの袋ふくろたちは夢の島へと旅だってしまい、虚こ空くうだけが残っている。つまり――入居して以来かと思うほど、整然と部屋が片付いていた。

「お、お前がやったのか」

「私は先輩の後方支援バツクアツプですから。それから電磁式ライフルではありません。ラフィットです」

「……ラフィット？」

「この子の名前です。先輩はクラスメイトを、おい人間、と呼ぶんですか？」

　晴は首を傾かしげる。確かに戦場、軍隊で銃じゆう器きに名前をつける文化はあるが、晴にはなじみのない文化だった。

「ムートンを連れてきてもよかったんですが、やはり一番扱あつかいに馴な染じんでいるラフィットが、先輩との初うい陣じんにはふさわしいかと思いまして」

「おい、お前、まさか持ってるライフルに全部名前をつけてるのか」

「もちろんです。拳銃ハンドガン、小しよう銃じゆう含ふくめ、四丁全部、つけてます。ちなみに由来は五大シャトーと呼ばれるフランスワインからです。残るラトゥールに相応ふさわしいライフルを探しているんですが、」

「待て、分かった。お前の銃じゆうに対する情熱は火傷やけどするほど伝わった」

　燈華を制止しながら、自分の部屋とは思えないほど整然とした部屋の中を走査する。拳銃の位置情報タグが視界に表示される――机の上に置いてあるそれを見て、ほっとため息をついた。所有物に位置情報タグを付ふ与よしておくことで、いつでもその居場所を照会できるようになったのは、スマートアイが普ふ及きゆうして間もなくだ。

　部屋にはあたたかな食べ物の匂においが漂ただよっている。隣となりの部屋の奴やつが料理でもしているのかと思っていたが、そうではなかった。燈華が小さなキッチンからお皿を運んでくる。

「どうぞ」

　差し出された料理――白いプレートの上に、トーストとスクランブルエッグ、サラダが乗っている。

「お前が作ったのか」

「はい。私は先輩の後方支援バツクアツプですから」

　後方支援と言いつつ、そのしたたかさで気がついたときには敵に回られて三百六十度外そと堀ぼりを埋められているのではないだろうか、という気分に眉まゆをひそめながらも、晴は、ありがとうと言って燈華の差し出しているプレートを受け取った。ベッドから降りて久々に対面を果たした絨じゆう毯たんにあぐらをかいて座り込み、ローテーブルにプレートを置いて食事を始める。

　学園都市内の生活環かん境きよう――気温、湿しつ度ど、その他電気・ガス・水道の使用量を一元管理しているシティ・クラウド・システムＣＣＳが正常に機能している証しよう拠こに、室内は快適な環境に保たれている。ＣＣＳがあるから、電気の消し忘れやガスの閉め忘れが起きることはないし、スマートアイの現在地認にん証しようとアカウントシステムがあるから、現代の東京では鍵かぎの閉め忘れなどが起きることもない。

　ではなぜ燈華が無許可で部屋に侵しん入にゆうできているのかと言えば、二人の上司である白しら鳥とり歩あゆむが、得意の電子情報攪乱イントリユージヨンで、学園都市内のセキュリティに抜け道を作っているからだ。

「うまいな」

「はい。私は先輩の後方支援バツクアツプですから」

「……お前、実は結構その台詞せりふ気に入ってるだろ」

「……そんなことはないですよ？　あ、コーヒー飲みます？」

　比ひ較かく的てき表情の乏とぼしい気質の燈華だが、スマートアイの向こう側にある翡ひ翠すい色の瞳が心なしか輝いて見える。晴が食べ始めたのを見て満足したのか、燈華はライフル――ラフィットを楽器ケース風の容いれ物ものにしまう。それを持っていると、ヴァイオリニストには見えても一流の戦闘技術を持つ人間にはとてもじゃないが、見えない。スマートアイにしても、燈華が装着しているものは軍事用の高級なコンタクトレンズ型であり、毎月交こう換かんするたびに安いバイクくらいなら買えてしまうほどの金額がとんでいる。燈華を見るたびに、晴は、人は見た目では判断できないな、と思う。

　二人の会話を聞いていた給湯器の制御機構ウオーターギアが、コーヒーという単語を抽ちゆう出しゆつして反応――ひとりでにお湯を沸かし始めた。燈華は室内のインスタントコーヒーの位置情報タグを検けん索さくして、迷わずに戸と棚だなを開けて中身パツクを掴む。

「それで、なんでわざわざ休日に俺を起こしにきたんだ。まさか俺の世話をするためじゃあないだろうに」

「それも任務の内だと白鳥先輩からは言われていますよ。何しろ、白鳥先輩いわく、空うつ木ぎ先せん輩ぱいが硬くならずに喋しやべれるのは私だけだそうですから。互たがいの精神管理メンタルケアをするのは仲間同士の義務です」

　言われて、そうだろうか――そうかもしれない、と思う。

　上司である歩や、学校で会うユニスや亜あ希き子こは、どうにも仕事相手と接するような言葉で話すほうが楽だと思ってしまう節がある。その一方で、作戦を共にこなしていく関係上、燈華は仕事相手というよりは、妹に近い距きよ離り感になってしまっている。

　しかしながら、尋たずねたいことは他にもあった。

「それに、今日はお前が榊さかきを護衛監かん視しする予定だっただろ」

　燈華は、少しむっとした表情で小さな胸を張り、口を尖とがらせて言う。

「何も用がなかったわけではありません。護衛対象ターゲツトの榊ユニス先輩が、親友の篠しの原はら亜希子先せん輩ぱいと一いつ緒しよに急きゆう遽きよ出かける算段を立てていましたので、応おう援えんをお願いしにきたんです」

「なに、どこに出かけるって？」

「杉並区サード・レジデンスの阿あ佐さヶが谷やです。アニメショップ巡めぐりをするそうですよ？」

「出るのは何時だ」

「十時に寮りようを出て行きました」

　ぶふっ、と晴はスクランブルエッグを吹き出す。

　視界に表示されている時刻は、１０２３だった。

「どうしてお前は護衛対象を追つい跡せきせずにこんなところで油を売ってるんだ！」

「いえ、晴先輩のだらしない寝ね顔がおを見ていたら、つい。それに、洗せん濯たくと掃そう除じと料理が楽しくて。女子高生じゃなくて専業主婦も悪くないかなあと、」

「つい、じゃねえッ！」

　晴は、寝ね間ま着きを脱ぬぎ捨すてると折り畳まれていた服の山から適当なシャツとジーンズ、ジャケットを引っ掴んで袖そでに腕を通す。

「あの、これ」

　燈華が食べかけの朝食とインスタントコーヒーのパックを指差して上うわ目め遣づかいで見てくるが、「んなもん食ってる暇ひまがあるか！　つーかお前はとっとと出てって二人を追っかけろ！　何かあったらどうするんだ！」と晴が叫ぶのにびくりと肩をすくませる。僅わずかに口を尖らせて、そっぽを向きながら「ごめんなさい」と言い残し、楽器ケースをかついで窓から跳躍――空を横切るツバメのような身軽さで、あっという間に駅の方へと駆けていった。

　きゅっと――会話を聞いていた給湯器が、お湯を沸かすのを自動で止める音がした。
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《平和ですねえ》

　急いで寮を出て電車に飛び乗った晴は、阿佐ヶ谷の駅前で姦かしましく会話しながら歩くユニスと亜希子に追いついた。

　その二人の側を、サテライト社のロゴの入った無人機が二台、周遊巡じゆん回かいしているのを見て、晴はほっとため息をつく。都内の治安維い持じのために各所で導入されているものと同種の、小学生くらいの大きさの六つ脚のロボットである。遠えん隔かく操縦しているのは、上司の白鳥歩だった。つまり、仮に晴や燈華が少し目を離したところで、監視の目が緩ゆるまるというわけでは、ない。

　歩がそういう対応をしてくれるのを晴も燈華も分かってはいたが、それでも燈華の怠たい慢まんを見過ごすわけにはいかない。

《……平和だからって護衛しなくていいって言い訳にはならんぞ。命令なんだからな》

《だからごめんなさいって言ってるじゃないですか》

　歩いて行く二人は、周遊している軽装甲ロボットが自分たちを監視しているということにも、晴と燈華が尾行しているということにも気がつかない。燈華は偏光光学迷彩ステルスによって、その姿を周囲に対して透とう過か・不可視化しており、ビルからビルへと飛び移っていく。晴は地上で、ユニスと亜希子のスマートアイに対してのみ、姿が映らないように視覚改竄マスキングを施ほどこした上で、尾行をしている。

　距離が離れているため、燈華との意思疎そ通つうは脳内デバイス同士の無線通信によって行っていた。また、二人の視界には、周辺の監視カメラなどの映像が映し出されている。何か異変が起きればすぐに対応できるようにするために。

　晴は、上司の歩に向かって無線通信を飛ばした。

《歩先輩も、燈華のこと、甘あまやかさないでくださいよ》

《いやあ、晴くんの寝顔はかわいーからしょーがないよねー》

　だめだこいつら――と晴は二ふつ日か酔よいのサラリーマンを見るような顔でうんざりとし、アニメショップへ入ってゆく二人の少女の後を追う。
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　ユニスたちが入っていったのは、ビル一つまるまるアニメ関係のグッズを売っている店だった。亜希子はユニスと別れて上の階へと上っていく。晴は複数の監視カメラの映像を通して、ユニスたちの行動を俯ふ瞰かんしている。

　ユニスは漫画のコーナーを歩き、棚たなを見ている男性の後ろを避よけて店の奥へと進んでゆく。その男性が何気なく振ふり返かえって、棚に視線を戻もどし、――もう一度ユニスを見た。驚いた表情で。

　慌ててユニスを追いかけて、回り込んで、顔を覗のぞき込こむ。ユニスは突とつ然ぜん、異常な興味にさらされて、ぎょっと体をこわばらせる。

「……な、なんですか」

「あの、あなた、歌手の藤原さんですよね」

「……は？」

《視覚改竄クラツキングだッ》

　歩の叫びが、脳内デバイスに響ひびいた。

《ビル内の視覚デバイスがすべて改竄されてるッ。ユニスちゃんの姿に、有名人の視層レイヤーが上書きされてるんだ！　晴くん、護衛対象ターゲツトと接せつ触しよく！　今すぐビルから撤てつ退たい！》

《了りよう解かい》

　晴は駆け出す――階段を駆け上がる。ビル内に危険がないと見て、少し距離を離して追っていたのが災わざわいした。平和ボケしていたのは自分も同じだなと独りごちながら、晴は漫画コーナーへ突とつ入にゆうする。そうしている間にも、騒さわぎを聞きつけた他の客や、店員までもがユニスに殺さつ到とうしている。

「あの、サインください！」「デビューシングルからの大ファンなんです！」「俺なんかプリキュアの端は役やくやってた頃ころからのファンだぞ!?」「おいどけよ！」「お願いします握あく手しゆしてください！」

「なんなのよ一体!?」――ユニスの叫び声。声を聞けば分かりそうなものだが、と思うのだが、どうやら高度音質改竄ミキシングによって、ユニスの声まで別人のものに聞こえているらしい。あるいは、先日亜希子に仕掛けられたような行動制せい御ぎよプログラムによって、判断能力が麻痺させられている可能性もある。

　歩が、群がる人ごみに情報改竄クラツキングを敢かん行こう――不快感を増長させて目め眩まいを起こさせると共に、ユニスの姿に不可視化マスキングの視層レイヤーを上書きする。傍はた目めには、ユニスの姿がいきなり消えたように見えただろう。

　晴は高度に強化された身体能力と、体さばきで人の群れをかき分けてユニスの腕を掴んだ。そのまま一気に引き寄せて抱だきしめるような距離になる。ユニスの悲鳴を無視して、畑で大根を引き抜くように人ごみから助け出すと、裏口に向かって駆け出した。アニメキャラの等身大ポップを蹴け散ちらす。

　ちょうどタイミングよく外から回り込んでいた燈華が、電磁式ライフルラフイツトによる精密狙そ撃げきでドアノブを鍵ごと打ち抜いた。労働安全衛生法違い反はんぎりぎりに封ふう鎖さされていた裏口を晴が蹴け破やぶり、春風の吹き付ける非常階段へと躍り出た。そのとき、ようやくユニスが気がついた――自分の手を引いているのが誰だれなのかということに。

「う、空木!?」

「奇き遇ぐうだな！」

　ヤケクソだった。背後から聞こえる「藤原さんはどこに行ったんだッ」という見けん当とう違ちがいな阿あ鼻び叫きよう喚かんを無視して、ユニスの腕を引いて階段を駆け下りる。外を歩いていた人間がなんだと見上げるが、情報改竄もビルの外までは届いていない。

　晴の視界に映し出された店内監視カメラの映像の中で、何も知らない亜希子が首を傾げていた。
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「この前の事件が気になってたんだ。二人が出かけたって小耳に挟はさんだから、心配になって、な。それに、……まだ日本に来て、そんなに学園地区から出歩いたこともなかったし」

　歩に無線通信で与あたえられた原げん稿こうを棒読みする晴は、ユニスからは不信感を込めた目で、亜希子からはキラキラとした乙おと女めの視線で見つめられていた。

　阿佐ヶ谷駅前、ビルの三階にある喫きつ茶さ店てんに三人の姿があった。都市内監視カメラの映像を脳内デバイスで確認する――燈華は向かいのビルの屋上にいた。なぜか機き嫌げんを損そこねている燈華は、晴に注意する余よ裕ゆうがないのを良いことに、どこかで買ってきたクレープを食べている。

《おい、燈華》

《なんですか》

《仕事中だぞ》

《晴先せん輩ぱいは、堅すぎるんですよ。それに態度は他人行ぎよう儀ぎなくせに、実は護衛対象ターゲツトに深入りしすぎるところもあります》

《俺がか？》

《先日も、自分が怪我をするのも厭わずに、篠原先輩を助けたじゃないですか》

《当たり前だろう》

　晴は、身じろぎして肩の具合を確かめる。先日、階段から落下した亜希子を受け止めた拍ひよう子しに、肩を痛めていた。しかし、今はもう痛み一つ残っていない。

《いいんだよ、俺は。誰かの代わりに怪我するのが仕事みたいなものなんだから》

《先輩は、優やさしすぎます》

　燈華の声が、どうして分かってくれないんだ――というものになっていた。燈華が何を言いたいのか分からない。けれど、これ以上話をしても燈華の機嫌がどんどん悪くなるだけだろうと晴は思った。

　晴は目の前の二人に集中する。

「王子様みたいだよね！」

　亜希子が両の拳こぶしを握にぎりしめて言う。

「この前も助けてもらっちゃったしさ」

「そうねえ……」ユニスの目は、晴の姿をじろじろと検分している。実は、晴は人の皮をかぶった宇宙人であり、気を抜くとぺりっとその皮がめくれるのではないか、そこを掴んで引っ張れば正体を暴あばけるのではないだろうか、そういう視線である。隠かくし事ごとのある身としては、あんまり浴びたくない視線だった。

　亜希子の頭のなかにはそんな疑いなどないらしく、お花畑な香かおりの漂う熱意の表情で、晴に話しかけてくる。

「それじゃあ、私たちに恨うらみ、を持ってるのかどうなのかはまあ知らないけど、悪意を持ってるであろう人が、あとをつけてきてるってことなのかな」

「多分、ね」晴は神妙な顔になって答える。亜希子の話に乗ってしまったほうが、ユニスの疑いの視線をごまかせると判断した。

「目的は分からないが、もしかしたら捕つかまえられるかもしれない」

「追いかけてきてる奴の正体を暴く方法があるってこと？」

　ユニスが尋ねてくる。晴は頷うなずく。

「ああ。先日の、情報解かい析せきをしてくれた白鳥さんって人が、治安維持組織に通報してくれたんだ」

　晴は、両手で風船を掴むような仕草をハンドクラツチして、机き上じように拡張現実映像ＡＲＳＳを展開した。駅前通りをミニチュア化したような像――監視カメラの映像を立体的に抜き取って、歩いている人や自転車が机上に描えがかれる。その中心を、晴が指差した。

　自転車ほどの高さの、無人の六つ脚ロボット。ガンメタリック色のボディから突き出たカメラが周囲を観察している。ボディには、都内の治安維持機構としての許可認にん定てい証しようを表示しており、非殺傷仕様規格に準じゆん拠きよした機き銃じゆうを備えている。

「じきに応援もくるから、次に向こうが仕掛けてきたら、御ご用ようだ」

　ユニスと亜希子が頷く。先日の情報犯罪を解決したこともあって、二人はすぐに納得した。




　三人がいる店内は、アニメキャラのポップやフィギュア、イラストが並べられ、拡張現実映像ＡＲＳＳによる広告やアニメーションが、訪おとずれた客を楽しませている。

　アイドルアニメの期間限定イベントをやっているらしく、メニューにタップすると、手のひらサイズのアイドルたちの拡張現実が、ポップアップと声優のフルボイスで商品説明をしてくれる。

　亜希子はそのうちの一人をいたく気に入っているのか、何度も同じメニューをタップしては、愛らしい声を聞いてうっとりとしている。手のひらサイズのアイドルの頭を撫でると、頬ほおを赤らめてくるくると踊り出す。

　ギミックに夢中になっている亜希子にやや引き気味になりながら、晴とユニスは運ばれてきたジュースに口を付けた。ユニスがストローからオレンジジュースを吸い込んで、顔をしかめた。

「……なんか、変な味がする」

「え？」

　晴がぎょっとする。しまった、と思う――毒か。過去の任務のことを思い出す――守りきれなかった者たちの顔が浮うかんでくる。ぞくりと胸を何者かにかきむしられたような怖おぞ気けが生まれ、晴はがたんと立ち上がる。

　次の瞬しゆん間かん、ユニスの頭がぐらりと揺ゆれて、机に肘ひじをついて突つっ伏ぷした。亜希子がきゃっと驚いて飛び上がる。

「ゆ、ユニス？　どうしたの？」

　晴の脳内デバイスに、歩からの声が飛ぶ。《晴くん！　酒だ！》監視カメラの履り歴れきを参照――ユニスのオレンジジュースに、どばどばとウォッカを注いでいたメイドの姿が映し出されている。《メイドさんのスマートアイが改竄されていたんだ！　彼かの女じよの目には、ウォッカの瓶びんがオレンジジュースに見えてる！》

「んな、無む茶ちや苦く茶ちやな……」

　しかしなぜ、と晴は首を傾げる。殺すつもりなら毒を盛ればいい。――答えはすぐに現れた。

　チリンチリンと鈴の音がして、店の扉とびらが開かれた。昔ながらの警察姿をした男二人が、「巡回でーす。都市治安維持にご協力くださーい」と言いながら、店内に入ってきた。《行動制御だ》歩からの逼ひつ迫ぱくした声――敵は公安のスマートアイにまで手を出している。巡回リストからこの喫茶店が選ばれるように、警察官二人の視覚、行動が制御されている。

　都内でも有名な染井学園地区の、生徒自治における最上位たる統括委員会に所属しているユニスのアカウントは、比較的有名だった。

　その少女がメイド喫きつ茶さで酔よっぱらっているともなれば――ただ事ではすまない。

　普ふ通つうならば、スマートアイの体調管理認証システムが、酒類の摂せつ取しゆを認識した瞬間にアラートが鳴るが、歩の情報改竄でその事態は避けられていた。しかし、近づいてくる警察官が酩めい酊ていしているユニスに気がつけば、後はない。

　――殺すつもりはないのだ。前回の事件もそうだった。敵はユニスを殺すつもりはない。しかし、害を成すつもりはある。

《燈華！　撃うて！》

　晴が命令――思考内で組み立てた命令を素す早ばやく無線通信で共有グリツド、向かいのビルの屋上に陣じん取どっていた燈華が、ケースから出して構えていたライフルの引き金を引いた。

　ズガンッ――机上に電子描写ライテイングされて踊おどっていたアイドルが、メニューと天板ごと打ち抜かれた。店内に、雷かみなりが落ちたような悲鳴が上がる。

　負傷者はなし。ガラスにヒビが入っており、瞬しゆん間かん的てきに店内のスマートアイが赤子の群れのように一いつ斉せいに警告音アラートを発する。避ひ難なんしてくださいというアナウンスが全員のスマートアイに流れ出し、警察官二人が慌あわてふためいて店員と客を誘ゆう導どうする。

　晴はユニスを抱え込み、警察官の脇わきを通過して店を出ると、亜希子と一緒に駆け出した。

「ね、ねえ、なに!?　テロ!?　電脳アイドルに恨みを持つ武装集団テロリスト!?」

　亜希子の叫びに「そうかもな！」とヤケクソの返事をしつつ、階段を駆け下りる。

　一転して、夢の世界は騒そう乱らんの渦か中ちゆうに早変わりした。
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《紫し電でん式兵装を発動します》

　脳内に響いた声アナウンス――燈華の身体からだが薄うす紫むらさきの燐りん光こうに揺らめいた。

　デバイスによって拡張された脳と、その電気信号を拾ったボディスーツが出力を増ぞう幅ふく――能力を発現する。

　ビルの上に立っている燈華は、手の届かない周囲へと感覚を広げる。

　手すりにぶつかる風に触れる。遠くを走る車のエンジンがビルの鉄筋を振しん動どうさせている。周囲を歩いている人々の服装・肉付き・骨格が、撫なでるように知覚できる。

　燈華の全身から発せられる微び細さいな振動――それにより生み出される音波と、跳ね返ってくる波とを解析して、周辺を全身で感覚する――自分の身体をソナー化させる特殊兵装。本気を出せば、ビルを挟んだ通りを歩いている人物の身体的特とく徴ちようを詳しよう細さいに頭の中で描き出すことすら可能とする能力。

　それにより、歩から指示された特徴を持つ人間を街の雑ざつ踏とうから探し出す。

　最初のアニメショップから喫茶店までの道程で、ぴったりとユニスたちの後をつけてきていた人物がいたことが、歩の解析によって分かっていた。

《見つけたっ》

　燈華がビルの屋上から飛び降りる。白黒モノトーンのメイド服が風にはためく。

　標的は、路地を曲がって人ひと気けのない場所へと走って行く。

　燈華は壁かべを蹴けって加速する。楽器ケースが、内部の電磁式ライフルの残弾を計算して自動的に弾だん丸がんを充じゆう填てん。燈華がケースの持ち手を握り込むと、ケースがライフルを吐き出した。ライフルは、あたかも一流のウェイターにサーブされたかのように燈華の手元に滑り込む。燈華が放り出したケースを、路地を走ってきたサテライト社の軽装甲ロボット――六つ脚のそれが受け止めた。
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「私から逃げられると思わないことですね」

　裏通りを駆け抜けてゆく人ひと影かげ――小こ柄がらで帽ぼう子しを被かぶっている。ツートンカラーのジャケットをはためかせて全力疾しつ走そうしているが、骨格レベルから身体強化されている燈華は、必要とあらば、ライフルを抱えたままで電柱くらいの高さなら軽々と飛とび越こえることができる。

　加えて、ソナー化の能力と、軍事用スマートアイによる多元的視認能力鷹の目がある。お互いの居場所が明かされていない状態での戦いであれば、あの晴にも匹ひつ敵てきする実力があると、燈華自身は思っている。

　一直線に逃とう走そう者しやの背中に向かいつつも、周囲からの迎げい撃げき・挟きよう撃げきに警けい戒かい――ライフルを構えつつ余裕を持って逃走者に接近――その表情は、狩人かりゆうどのそれだった。ふわりと跳とんで、一気に相手の頭上から前へと躍り出た。周囲に人はいない。車が走ってゆく音が聞こえるが、歩が情報制御を行って、人が近づかないように、周辺一帯に行動制限をかけている。

「さあ、大人しく、」燈華は治安維持部隊の許可証となるライセンスカードを掲かかげつつ逃走者の顔を視認――しようとした。

「……なっ」

　平均的な少年の体たい躯く――その表情の部分に、拡張現実映像によって描かれた、デフォルメされた向日葵ひまわりのマーク。

「表情の全面を隠す装飾被覆マスキングレイヤーは都の定める条例違反です！　今すぐにそのふざけたお面レイヤーを削さく除じよしなさい！」

　燈華はライフルを背に回す――ベルトが意志を持ったかのように縮んで、燈華の背中にライフルを張り付ける。ライセンスを胸ポケットにしまい、燈華は大だい腿たいのホルスターから抜いた拳銃を突つきつけた。両手で握り肘をぴんと伸ばした標準的スタンダードな射しや撃げき姿勢。すると、向日葵マークがぱちんと弾はじけた。連発で光を散らす花火のアニメーションが咲さき誇ほこり、「ミッションコンプリート！」のカラフルな文字が躍りだす。

　燈華の表情が険しくなり、驚おどろきに鼓こ動どうが速まり、そして、――ふっと、空中に描かれていたそれらのコミカルでポップなアニメーションがすべて掻かき消きえた。

　立っていたのは、同い年くらいの見た目の少年だった。一いつ瞬しゆん、何が起きたのか分からない、という寝ね起おきのような顔をして、燈華の突き出している拳銃をきょとんと見た。そして、「うわっ」と叫んで一歩、二歩、後あと退ずさった。

　様子がおかしい――どこからどう見ても、何も知らない一いつ般ぱん人じん、という体ていの少年だった。燈華は困こん惑わくする――しかし、銃口を下げられない。

《燈華》歩からの無線通信。《行動制御プログラムを適用。監視カメラ映像及およびネットワークの違い法ほうアクセス履歴からの現行犯で、連行して下さい》

「了解」

　燈華は拳銃を下ろす。駆けつけてきた六つ脚の軽装甲ロボットが、ガンメタリックの小窓を開く。ロボットの体内からゴーグル型の装置が差し出される。

「動くな」

　燈華は、少年に向かって視線だけで殺せそうな表情を送り、おびえた一瞬の隙すきをついて、そのゴーグルを少年の頭からがっぽりと被せた。
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《……犯人じゃない？》

　燈華が少年に被せたゴーグル――行動制御プログラムによって対象の行動を束そく縛ばくする、デジタルな手て錠じようであり、また脳波などを解析することで簡易的な精神判定や、酒類・薬物の摂せつ取しゆ状じよう況きようなどの確認を行うこともできる装置。これを被せられると、インプットされた警察署までの道を従順に歩く奴ど隷れいと化す。

　そのデバイスによる解析結果を見た晴は、首を傾げた。

　予期せぬ飲酒により具合の悪くなったユニスを連れて、亜希子と三人で入ったファミレスの中。ユニスはソファで、亜希子に膝ひざを借りて横になっている。亜希子はスマートアイによる通信を利用したソーシャルゲームに夢中だった。あれほどウェアラブルデバイスで痛い目を見たというのに、翌日には新しいゲームをインストールしているあたり、たくましいと言えばいいのか、危機感がないと言えばいいのか、晴には分からない。

《うん》歩の返事が返ってくる。《逮たい捕ほされた彼かれは幼い頃に、治ち療りようを目的とした脳内デバイスの移植手術を行っている。その脳内デバイスから、悪質な行動制御プログラムが発見された》

《つまり、全すべての犯行は、誰かがその少年を、プログラムで遠隔操作して行ってた、ってことか》

《そういうことだね》

　調査の結果、亜希子のスマートアイにウイルスを仕込んだのも、この少年であることが分かった。しかしながら、それらの犯罪は全て、この少年の意志によって起こされたものではないということが、分かってしまった。少年もまた、誰かに行動を制御されていた。

《一体誰が……》

《さあね。案外、それを突き止めるためにあたしたちが招集されたのかもしれないよ。詳くわしくは、今度本庁に呼ばれたときに聞いてくるけどさ。まあそんなわけで、あたしは情報かき集めておくから、後こう輩はいくんはユニスちゃんたちのこと、よろしくね》

《了解》

　通信を終しゆう了りよう――晴は向かいに座っている亜希子とユニスを見る。ちょうど、ユニスが起き上がったところだった。

「もう大だい丈じよう夫ぶなの？」

「うん……」

　亜希子の問いかけに、ユニスはまさしく二日酔いの表情で頷く。晴は立ち上がって、三人分のジュースを持ってくる。

「ありがと」ユニスは晴からオレンジジュースを受け取って、一気に半分ほどを飲み干した。ユニスが机に突っ伏してからの顛てん末まつを亜希子がユニスに話す――幾いく分ぶんか誇こ張ちようが入っているものの、おおむね間ま違ちがってはいなかった。喫茶店に何者かの狙撃があった他、アニメショップでの騒そう動どうや、学校でのウイルス事件など、諸もろ々もろの罪が全て連行された少年のせいになったのは、歩の情報操作のせいだ。

「また、助けてもらっちゃったのか」

　ユニスが呟つぶやく。晴はまっすぐに見つめられるのにどうにも慣れておらず、そっぽを向いて頭をかいた。

「たまたま似たようなバイトをしたことがあっただけだ。大したことはしてない」

　どうしたものか、と思っていると、亜希子とユニスがひそひそごそごそと、何事か呟きつつ肘を突っつき始める。観念したような顔をして、ユニスが鞄かばんから小包を取り出した。それを、晴に向かって押おし付つける。

「はい」

「……なんだよ、はい、って」

　受け取って、ぴり、っとテープを破って紙に包まれた何かを、取り出した。

　ストラップだった。メイド服で、大きなタッチペンを抱えた二頭身の少女だ。おそらく、アニメスタジオが豊富にあり、メイド喫茶やアニメショップがここ数年で爆ばく発はつ的てきに増えた杉並区を象しよう徴ちようするイメージキャラクター。それをつまみ上げて、晴は冷蔵庫の中身の消費期限を確かめるような顔で、呟く。

「これは、一体、なんだ」

「お礼」

「おれい？」

「助けてもらったお礼」

　ユニスはユニスで、お礼を言うのに慣れていないのか、やっぱり晴と同じように少しそっぽを向いて、ぼそりと言う。

「選んだのは亜希子よ。あたしじゃないわ」

　亜希子が苦笑いしながら言う。

「鞄とかにつけといたらいいんじゃないかなって。空木くんって、制服のデザイン以外なんにも飾かざりっけないんだもん」

「それは、わざわざどうも」

　ぺこりと頭を下げる晴を見て、亜希子がにやりと笑いながらどういたしましてと答える。ユニスはこちらを見てくれない。

　なんなんだ、と思いながらも、晴はひとまずの平和に、ふっと小さくため息を漏もらした。




（２）




　鼻び腔こうをつく粉ふん塵じんめいた匂いに、晴は上半身を持ち上げた。

　うすぼんやりとした視界に、かつて幼少期を過ごした自室が映り込んでいた。ズン、と視界が揺れる。全身が揺さぶられる。

　ぞくりと、背骨が蠢うごめいたような嫌けん悪おを感じて身を捩よじる。呼吸した瞬間、苦みを濃のう縮しゆくしたようにもうもうと充じゆう満まんしている埃ほこりを吸い込み、激しく咽むせた。

　ガチャンと窓が割られ、プラスチック製の窓まど枠わくを押し広げるようにして、熊くまのような見た目の戦せん闘とう用アームスーツが部屋に入ってきた。晴はベッドから転げ落ちる。ガラスの破は片へんで手足を切った。見れば、着ているのは幼い頃にお気に入りだった西瓜スイカの絵え柄がらのパジャマだった。デュッセルドルフのインマーマン通りにある雑貨屋で、母親に買って貰もらったものだった。見下ろす手足は短く、小さく、晴は何事かと驚きに呻うめく。

　母さんは――どこにもいない。父さんも――いない、いない。晴は部屋にたった一人で――初めて見る恐きよう怖ふは、それが恐怖であると認にん識しきできないものであるのだと、晴は知った。

　カチャリ、と音がする。振り向くと、天てん井じように支つかえるようにして立っているアームスーツが、左ひだり腕うでに装着していた重機関銃をこちらに向けている。

　助けて欲しかったのに――今はもう、そうして焦こがれたはずの両親の顔ですら、思い出すことができない。

　自分は一人だ――世界に一人ぼっちだ――助けて――その声が出ない。

　だって、顔を思い出せない人間に助けを求めることはできない。

　晴は呻く――ぐらりと視界が暗転。




　ドスンと尻しり餅もちをつく。顔を上げると、すぐ目の前で轟ごう音おんと共に爆炎が上がる。吹き飛ばされて転がる。それでも、いつの間にか抱えていたアサルトライフルだけは、手放さない――抱きかかえたまま、ごろごろと乾かん燥そうしきった荒あれ地ちの下り坂を転がり落ちてゆく。

「晴くん！」

　声が聞こえて、晴は、腕うででばんと地面を叩たたいて、反動で飛び起きた。その腕を掴まれて、強ごう引いんに引っ張られ、今にも瓦が礫れきと化そうとしている建物の陰かげへと引きずり込まれる。ぜえぜえと喘あえぐように呼吸しながら見上げると、顔の左半分が鮮せん血けつの赤で染まった、小柄な少女の凜り々りしい横顔があった。

　赤い長ちよう髪はつを後ろで小さく束ねて、機械の両りよう脚きやくで大地を踏ふみしめ、周囲を警戒しつつ抱えたライフルを強く握りしめている。

　白鳥歩だった。

　晴は、戦せん況きようを聞こうとして、はっと気がつく――自分の姿に。

　抱えていたはずのライフルは、幼い頃好きだった恐きよう竜りゆうのぬいぐるみになっていた。分厚くごわごわと堅かたい戦闘用のジャケットは、西瓜柄がらのパジャマになっていた。

「あ、歩……」

　咄とつ嗟さに呼んでいた――声が出た。けれど、その声が聞こえていないというように、歩はこちらを向いてくれない。手を伸のばすが、届かない。

　上空で耳を裂さく爆ばく音おん――空飛ぶビルと形容したくなる大きさの軍用輸送ヘリから、次々にアームスーツが降下してくる。歩の横顔が、ぎりっと奥おく歯ばを噛かみしめる。

　晴は、その歩の小柄な姿にすがりつきたくなるような思いを覚える。身を守るものは薄うすいパジャマのみ。素す足あしで踏みしめる砂岩はおろし金のようにざらりとしていて、気づけば、手足も小さく縮んでいた。

「歩……、俺おれは、」

「大丈夫だから」

　歩は晴を見ていない。その呟きは、晴に対してのものなのか、自分に言い聞かせるためのものなのか、晴には分からない。

　数え切れないアームスーツ、戦車、攻撃アタツクヘリ、それらが瞬またたく間まに晴たちを包囲する。

　しかし歩の横顔は、枯かれることを知らない大木の幹のように、精せい悍かんな笑えみを浮かべている。

「あたしが、絶対に、守るから」歩が周囲に睨にらみを利きかせたまま、背後に伸ばした手で座り込んだ晴の頭を撫でた。

　聞こえていた――たとえ夢のなかであってさえも、歩が晴の声を聞き漏らすことなど絶対になかった。

「せめて晴くんだけは守り切ってみせるから」

　そのとき――目前で、視界を埋うめ尽つくす爆ばく発はつが起こった。目を灼やくような炎が吹き荒れ、歩の小さな身体が晴の盾たてとなった。







　弾けるように飛び起きた。

　視界に《リズムに従って呼吸してください》の文字――流れ出す音楽とともに、晴に深呼吸を促うながす。

　晴は、それに倣ならって息を吸い、ゆっくりと吐き出す。鮮せん明めいな視界に映る自分の手は、確かに、十六歳さいの、やや大きく無骨な手だった。染そめ井い学園男だん子し寮りようの一人部屋だった。燈華に片付けてもらったばかりであるにもかかわらず、すでに床ゆかには脱ぬぎ散ちらかした服と弁当箱が我わが物もの顔がおで寝ねそべっている。深呼吸を四度ほどしたところで、ようやく晴は落ち着きを取り戻す――全ては、夢だった。

　夢なんて、久々に見たな――そう独りごちたところで、視界の左上にポップアップが浮かび上がっているのを見つける。視線の動きアイコンタクトでそれを開き、表示された情報を確かく認にんした。

「ＣＣＳに異常、か」

　ＣＣＳ＝シティ・クラウド・システム。都市内の電気、ガス、水道などのライフラインを一元管理するための、高次元ネットワークシステムの略りやく称しよう。

　それに異常が出たということは、復旧までの間、ライフラインのどこかに不備が生じる危険性があるということだった。念のためにと思って歩に無線通信を送る。

《先輩》

《質問はＣＣＳについて？　現在、解析中。何か分かったら教えるよ》

　打つ前に響くような答えだった。晴が起きるずっと前から、問題への対処に当たっていたらしい。

《それより、そっちは放っておいていいの？》

　そっち？　――晴は首を傾かしげる。護衛対象＝ユニスのことだろうかと考え、現在位置を参照――しようとしたところで、ようやく気がついた。

　やけに外が明るく、騒がしい。晴はベッドから降りて窓に歩み寄り、外を見る。

「……なんだ、ありゃあ」




　　　　　＊




　染井学園の男子寮と女子寮の間には、水路と遊歩道が設置されている。

　その遊歩道に備え付けられている噴ふん水すいは、学園都市内のエネルギーを一元管理するＣＣＳに組み込まれており、学園都市中の水道管の水圧や、配電設備などを管理しているのもまたＣＣＳだった。

　ユニスが目覚めたのは、午前二時を少し回ったときだった。

「……なによ、これはッ！」

　なにやらあたりが騒がしい、と思って目覚めたユニスが部屋の明かりをつけたとき――部屋の床は、まさに沈ちん没ぼつ中の客船みたいに水たまりと化していた。全ては、夜半に起きた大規模なＣＣＳの異常が招いた事態だった。急いで二段ベッドの上に寝ている亜希子を叩き起こして濡ぬれたらまずいものを避難させると、統括委員のユニスは自分が濡れるのも構わず部屋を出て、各部屋を見回って被ひ害がい状じよう況きようの確認に努めた。女子寮の部屋全てをユニスが回るのは不可能で、寮長や副寮長、各階ごとに定められている班長からの確認・意思疎そ通つうを図はかっている――そのとき、事件は起こった。




　空気を割るような、ギターの音デイストーシヨンが聞こえた。

　ズドン、と一発、地を踏みならすバスドラムが吠ほえ、続いてパンクロックを連想させる十六ビートがドコドコシャンシャンと鳴り響く。ズクズクと急せかすように刻まれるベースが重なり、そして少女――鮮せん烈れつなるシャウトが聞こえた。

　ユニスは蹴り飛ばすように階段を駆け下りた。女子寮の出入り口の扉を押し開け、音の出所――遊歩道へと向かう。

「こんな時間に楽器を弾いてるのは、どこのバカだ――――――――ッ！」

　ユニスがたどり着いたときには、人だかりができていた。四人編成の少女たちロツクバンドが、間欠泉のように水をまき散らす噴水のど真ん中で演奏している。寮からドラムコードで電源を引っ張り、部屋からアンプやらドラムセットやらを持ち出してきたのだろう。そして、遊歩道を見下ろすようにかかった橋の欄らん干かんに、スポットライトと大ぶりなビデオカメラが設置されている。それを映画部が使用していたのを、ユニスは去年の文化祭で見た記き憶おくがあった。

　人だかりの一人を捉つかまえて、ユニスは尋たずねる。

「このバカ騒ぎは一体なに」

　肩かたをつかまれた少年は、ユニスの顔を見て、「げ、統括委員オーバーオール……」と呟いたのち、殺気に気け圧おされてもごもごと言う。

「ＰＶの撮さつ影えいなんだってさ……。ほら、俺らの同級生に、インディーズデビューしたバンドがあっただろ……」

　ユニスは理解する――ＣＣＳの異常によって水圧管理ができなくなり、噴水が高圧力で流れっぱなしに。そこにスポットライトを当てて演奏すればいい絵になると判断したバカが大急ぎで機材を揃そろえて演奏開始――学園の成績評価システムを無視する青春と若気の暴走列車的行為ストレンジヤー。

　ユニスの顔を見た男子生徒が、ひっと呼吸を恐おそれるような声でたたらを踏む。

　ユニスは遊歩道に駆け下り、盛り上がる人だかりを突き飛ばすように演奏に近づき、スポットライトの中へと乱入。ボーカルの少女のマイクを奪い取って叫さけんだ。

「今すぐこのやかましい演奏を止めなさいッ！」

　ッイ――ン、とつんざくようなハウリングに全員が顔をしかめた。ボーカルの少女だけが、憤ふん慨がいしてマイクを奪い返す。

「撮影中になに邪じや魔ましてくれてんねんこのアホンダラ！」

「何が撮影よ！　今すぐ退去しなさい！」

「皆みな喜んでんやからええやろ！　こんな絵二度と撮とられへんっちゅうねん！」

「んなもんスタジオで撮影してあとで合成したらいーでしょーが！」

「アホか！　生でやらな意味ないんじゃボケ！」

「ロックだかパンクだか知らないけどあんたらに人様の安あん眠みんを邪魔する権利はない！」

「どうせ今夜の騒動で皆、目え覚めてんねんやから、一曲くらい撮らせてくれたってええやんか！」

「っるせー！　使用許可も取らずにゲリラで爆音ぶちまける糞くそバンドに融ゆう通ずう利きかす余裕なんてないの！　ただでさえ忙いそがしいのにこれ以上手間かけさせないでよね!?」

「言うたな!?　糞バンド言うたな!?　てめえ次の統括委員会ＯＡ選挙覚えとれよ!?」

「えー上等よ！　立候補してやるわよ！　邪魔できるもんならしてみろってえのよ！　そっちこそ成績評価値だだ下がりしても文句言うんじゃないわよ!?」

「当たり前じゃボケッ！　社会評価が恐こわくてロックができっかアホンダラ！」

　途と中ちゆうから――周囲ではどちらが勝つかの賭け事オツズが始まっていた。渦中の二人は、水圧に負けて破は裂れつした水道管の水を頭から被りながらも言い争いを続けた。やがて、亜希子とバンドメンバーに力ちから尽ずくで引きずられていくと、ようやく騒さわぎは収束した。




　　　　　＊




　朝――多くの生徒がベッドの上で飛び起きた。

　依い然ぜんとしてＣＣＳは復旧しておらず、停電騒ぎにこそならないものの、データの参照先をＣＣＳサーバに依い存ぞんしている多くのプログラムが、誤作動を起こしていた。だから、その朝、染井学園の全寮に配備されていたベッドは、朝、生徒を起こすという大任に動くことができなかった。

　亜希子もまた、がばりと体を起こした。枕まくら元もとに置いてあったＰＤＡをひっつかんで、時刻表示を見た。

「やばっ」

　遅ち刻こくする――どうして環境思考ヘルスアシストベッドに起こされなかったのだろうかと混乱しながらも、慌てふためいて亜希子はベッドから飛びおりる。急いでコンタクト型のスマートアイをつけて、かけてあったセーラー型の標準制服テンプレートに着き替かえて、ダウンロード済みの制服デザインテクスチヤを表出させる。ユニスとお揃いの、桜をあしらった白い衣装。

　鞄を掴つかんで部屋を飛び出した。いつもはユニスと一いつ緒しよに登校するが、ユニスが統括委員会の仕事で、朝早く先に出ることも多かった。だから――二人部屋、二段ベッドの下に、もう一つ標準制服テンプレートがかかったままになっていたことに、気がつかなかった。




　　　　　＊




　全ぜん寮りよう制せいの染井学園では、学校と寮とが相そう互ごにアカウントの移動情報を監かん視ししている。そうすることで、登下校路の安全を確保している。それらの、生活環境にかかる人口密集地データは、学園都市内の電気・水道などの使用量にも大きく関かかわるため、ＣＣＳによって管理されているはずだった。

「大混乱だな……」

　晴は、路面バストラムの上で呟いた。視界には学内ＣＣＳの混乱を示すマップが表示されている。網あみ状に重なりあうそれは血管のようだ、と晴は思う。昨夜の噴水のように、水圧管理ウオーターギアの異常によって水が溢あふれた場所が、裂れつ傷しようによって血液を吹き出すように、マップ上で赤く染まっている。一方で、その先、水が本来送られるはずだった地域では、断水によって苦情が殺さつ到とうしている有様だ。

　一つのサーバによる一元管理では、そのサーバがダウンしたときに大規模な混乱が起こるため、都市内のＣＣＳサーバは、ある程度相互に情報を共有している。一つがダウンしても、その隣となりが代役を務める、というようなことが可能になっている。

　しかし、通つう信しん網もうを適切に攻撃することで、その代用の効果を限りなく極小にすることは可能だった。

（まるっきり、テロだな、これは）

　歩から送られてきた情報――ＣＣＳ管理施し設せつの異常は、明確な悪意を持った何者かの攻撃によって引き起こされたという調査結果。

　しかしながら、都市がこの情報を開示することはなかった。というよりも、できなかった。開示すれば、混乱の増長という二次被ひ害がいを招くという結論が弾き出されたために。




　校門が見えてくる。

　通学路の桜はすっかり緑のほうが多くなり、人々の服装が日に日に少しずつ薄くなっていくのが分かる。

　拡張現実映像ＡＲＳＳによる被ひ服ふく装そう飾しよくにより、昔よりも人々、特に若者の服装に季節感が薄くなったと言われてはいるが、条例で義務づけられた最低限の着衣義務と、被服装飾率の上限制度によって、衣装デザインの全てを完全に拡張現実映像ＡＲＳＳに頼たよるということはできない。

　拡張現実は、あくまでもアクセント――料理で言う、香こう辛しん料りようのようなもの。

　実際に何を身につけるのか、という問題に際して、体型や体格、季節や気候が大きく影えい響きようするというのは、昔と今でそこまで大きくは変わらない。

　しかし、そのアクセントの自由度が広がったことで、学校という空間を昔よりも多様化することには成功している。例えば、路面バスを降りた晴の目の前を黒人の少年たちが横切る。スペイン語を口ずさむように話す少女と、アラブ人の少女とが、スマートアイによる即そく時じ通訳を使って仲睦むつまじい距きよ離りで歩いている。

　晴は、ユニスの現在位置をネットワーク上の出席データベースから参照する。

　そして、おやっと首を傾げる。ユニスの現在地――まだ寮の自室にいることになっている。

　今度は自分の所属している機関のサーバから、監視用ネットワークを通して調べる。ユニスはまだ登校していなかった。それどころか、寮を出ていない。ＣＣＳの混乱で、位置情報に齟そ齬ごが発生しているわけではないようだった。

　晴は踵きびすを返して駆かけだした。

《先輩》

《なにかな、後輩くん》

《榊がまだ登校していない。何かあったのかもしれない》

《っと、本当だ》

《様子を見に行く。情報光学迷めい彩さいの使用許可と、女子寮への侵しん入にゆう経路の確保を頼たのむ》

《はーい、了りよう解かいっと》

　間もなく、許可が下りる。

　情報光学迷彩――透とう過か視層レイヤーを晴の体に上書きマスクすることで、スマートアイを着用している人間の目に、晴の姿を映らなくする技術。通学路を逆走していれば怪あやしまれるし、その行き先が女子寮であれば、なおさらだ。隠おん密みつ作戦、暗殺、護衛、その他世界中の治安維い持じ組織、軍事組織、諜ちよう報ほう部ぶで使用されている技術の一つだった。

　続いて進入経路が提示される。女子寮正面の入り口から入り、まっすぐにユニスの部屋へと進めという命令。

　男子生徒のアカウントは女子寮への侵入が許されず、監視カメラや各種センサーに男子のアカウントが引っかかれば、学校側に通報が行くと同時に即時退去を命令されるが、歩の情報操作クラツキングによって、今の晴は清掃業者ということになっている。

　強化された身体能力でハナミズキの並木道を疾走。淡あわく暖色に色づいた花の下を駆けてゆく。幼子を連れた女性とすれ違ちがうが、二人は晴の存在に気がつかない。そうして、晴は誰だれにも見み咎とがめられることなく女子寮に接近――正面扉を開けようとして、おっと足踏む。中からばたばたと駆けだしてきた少女をやり過ごし、それによって開いた扉が閉まる前に体を寮りよう内ないへと滑り込ませる。

　警報は鳴らない。三階――ユニスと亜希子の二人部屋を目指して疾走。人のいない廊ろう下かで、無意識に警けい戒かい心しんが疼うずく。鞄の中に入れてあった拳銃ハンドガンを掴んで扉に手をかける。

　情報化が進む世界では、様々なアクシデントが人々を襲おそう。行動制せい御ぎよによる犯罪は世界中で問題視されており、せっかく捕つかまえた逃とう亡ぼう犯はんを行動制御された警官が撃ち殺したり、拡張現実ＡＲＳＳ適応障害によって、幻げん覚かく症しよう状じように悩なやまされ犯罪者に身を堕おとす症しよう例れいも報告されている。――何があるか分からない。だから、細心の注意を払はらって行動しなければならない。特に、ただ殺せばいい暗殺や、自分が生き残ることだけを考える戦争とは違う。護衛は自分以外の命を守らなければならない――だから、最も難しい。

　晴は、歩の情報操作バツクアツプで部屋のロックを開ける。視界には、歩によって、室内を盗とう撮さつしているカメラの映像が表示されている。見たところ、室内に異常はない。昨日ユニスがベッドで横になって以来起きてきていないところを見るに、ユニスはまだベッドの中だ。

　しかし、何があるかは分からない。拡張現実技術ＡＲＳＳによって、本来、物理的に存在しないものが見えるようになった社会で最も難しいのは、何が正しいのか、何が起きているのかを見み極きわめることだった。情報化社会によって情報が見えすぎているからこそ、本来必要な情報が容易に埋もれていく。

　晴は室内に侵入。罠の類いトラツプはなし、と晴は指さし呼こ称しようしながら頷うなずく。無む駄だに緊きん張ちようしているのは――なぜだろうかと、晴は胸中で首を傾げる。そうして、二段ベッドの下の段、こんもりと膨ふくらんだ掛かけ布ぶ団とんを恐る恐る掴んで、ぐいっと、持ち上げた。

　そういう瞬しゆん間かんに――設置されていた爆発ブービートラツプに巻き込まれて死んだ同どう僚りようがいたということを、思い出していた。

　しかし、爆発は起きなかった。窓の外で、鳩はとの暢のん気きな鳴き声が聞こえた。

「……ん？」

　晴は握にぎっていた拳銃を取り落としそうになる。

　布団を被って眠ねむっていたユニスは、薄うす手でのパジャマがややはだけ、真っ赤な顔を苦しげに歪ゆがめていた。

　三秒ばかり硬こう直ちよくし、晴は拳銃を鞄に仕し舞まい、改めてベッドの脇に正座すると恐る恐る手を伸ばして、ユニスの額に触ふれた。

「……んん？」

　高熱だった。人はこんなに熱を持てるのだろうかと思うほどに、ユニスの顔が熱い。

　すると、呻くような呼吸だった少女が薄うす目めを開けて、こちらを見た。

「あ、れ……空木、なんで、」

「お、おう。目え覚めたのか」

　あれ、なんで見えてるんだ、ああそうか、肉眼だから――と晴は動どう揺ようを隠かくすことができず、狼狽うろたえる。

　あれ、これ俺見つかっていいのか――と思考が停止しかけたところに、ユニスがぎっと目を細めて睨んできた。よいしょと上半身を起こそうとして、腕に力が入らずベッドに沈しずみこむ。

「あ、あれ……？」

「おい、無理すんなっ」

「あのさ、空木、」

「は、はい。なんでしょうか」

「……宿題、ちゃんとやった？」

「……は？」

　晴はユニスの顔をまっすぐに見る。一方のユニスは、焦しよう点てんがどこか定まらない表情だった。

「あんた、真ま面じ目めに、勉強しないと、将来、が……」

　その先は、むにゃむにゃ言っててよく聞こえない。なんだかよく分からないが、とりあえず心配されているのだということは伝わった。そして、高熱のせいか意識が朦もう朧ろうとしているらしい。どうしてここに晴がいるのだとか、今は何時でどういう状じよう況きようなのかということにはいまいち意識が向いていない。

「ああそうか、昨日、頭から水被ってたな……」

　加えて、学園都市内でも最高位の自治権限を持っている統括委員会に所属しているユニスは、寮内外の混乱整備のために、濡れた衣服や髪を乾かわかす間も惜おしんで事務作業に追われていた。よくよく人のために動くのが好きな奴やつだ、と晴はため息をつく。自分も人のことを言えた義理ではないが。

　しかし、これなら問題はなかろう、と晴は思う。むしろ一カ所にとどまっていてくれる分、護衛する側としては楽なくらいだ。

　熱もあって苦しそうではあるが、ＣＣＳによる管理が復旧すれば学校側にも伝わるし、同室の亜希子に伝えておけば死ぬことはあるまい、と晴は高をくくる。もっと重い症しよう状じようで、目の前でばたばたと倒たおれていった仲間たちの姿を思い返すと、どうしてもこういう日常的な体調不良には疎うとくなる。晴は安あん堵どで脱だつ力りよくした。

「まあなんだ。無む茶ちやするからだ。ゆっくり休め」

　晴がぼそりと呟くと、ユニスは、まるで酔よっ払ぱらった中年が疲つかれ果はてて幼児退行したみたいに、真っ赤な顔でうんと大きく頷いた。

「……ん、夢か」ユニスがぼそりと呟く。

「ん？」

「起きたら、空木がいた夢を、見て、いました」

　晴は、何を言っているんだこいつは、と頭をかく。むにゃむにゃ喋しやべるユニスを見るのがなんだかおかしくて、口の端はしがふふっとつり上がる。ショウケースを見てにやつくオタクのような顔になる。どうやらユニスは、起きたら晴がいたという夢を見ていたと思っているらしい。それを、誰かに話している設定なのだ、今のユニスに見えている世界は。

　それを聞いているのがそもそも晴なのだが。

「あのね、あたし、軽音部にも、誘さそわれてたのね、他にも、バスケとか、陸上とか」

「へえ。……榊は、なんでもできるもんな」

「うん。なんでか分からないんだけどね。うまく、できちゃうのよ。だけど、どの部活も断ったのね」

「どうして？」なんだか、なんにも考えずにぼけっと話をするのも存外楽しいかもしれない、と晴は思い始める。ユニスの口調も、いつになくふにゃふにゃとした間ま抜ぬけな響ひびきを拭ぬぐえていない。

「あのね、あたしには、夢があるの」

「ほお。夢か」

「そう。小学生のときに、ね」

　小学生のとき――いじめられていた少女がいた、とユニスは語った。当時から正義感の強かったユニスはその少女を助けようとした。

　しかし――

「その子が一番劣れつ等とう感かんを感じる相手だったのが、あたしだったのね。あたしは、そのことに、気がつかなかった」

　なのに、助けようとしてしまった。何もできないと自分を卑ひ下げしていた人間の手を、なんでもできてしまう少女が掴もうとしてしまった。

「それで、どうなった」

「転校しちゃった。あたしはその子を、助けられなかった。その子は、日本に来たばかりの、黒人夫ふう婦ふの、一人ひとり娘むすめだった」

　ユニスは、訥とつ々とつと言葉を吐はき出だしてゆく。

「軽音部とか、テニス部とか、バスケ部とか、沢たく山さん、誘われたんだけど。どれも、やろうとは思えなかった。それよりも、やらなくちゃいけないことがあると、思ってた。やりたいこと、というよりは、自分がやらなくちゃ、いけないこと」

　それが――人と人との間を、結ぶこと。移民の両親を持ち、多た国こく籍せき化か・多様化する東京で育った自分がしなければならないこと。

　ユニスは夢の中で微睡まどろみながら、夢を物語る。その言葉を、晴は、少しの罪悪感と好こう奇き心しんの入り交じった、葡ぶ萄どう酒しゆのように渋しぶみのある甘あまい空気の中で聞く。

　ユニスが言葉を吐と露ろするごとに、その甘い空気が部屋に沈ちん殿でんして、積層して、足あし下もとから晴を埋めていく。下のほうから、じわり、じわりとぬくもりが生まれていく。

「時々、羨うらやましくなる。昨日みたいに、周りを見ないでいられる人のことが。時々、思う。本当に皆が必要としてるのは、あたしみたいな頭でっかちじゃなくて、ああいう、いるだけで魅み力りよく的てきな人たちなんじゃないかって」

　でもそれはできない――過去に強しいられて、縛しばられている。あるいは、少なからず周囲に存在している、自分ユニスの将来を視みている人たちの期待に、答えたいと思ってしまう。

「だから、あたしは、」

　その言葉の続きは、聞こえなかった。はっきりとした発音にはならず、ユニスは眠りについてしまった。




　晴は、女子寮を出たあと、ハナミズキの並木道を学校へ向かってゆっくりと歩いていた。

　ユニスの夢はなんなのだろうか、と考えながら。

　それはきっと、自分を縛り、誰かのために生きようとするような何かだ。軽音学部の少女たちの対極。自由の対極であり、周囲の視線や社会評価のみを気にする生き方。

　――社会評価が恐くてロックができるか。

　そう叫んだバンド少女たちの声を思い出す。その言葉を言われた瞬間の――一いつ瞬しゆんだけ見せた、ユニスの、ガラスの破片で突つき刺さされたような表情を思い出す。騒ぎに興じて興奮している人ひと混ごみの中で、晴も少女たちのやりとりを見ていた。けれど、ユニスのその一瞬だけ見せた表情かおに目を奪われたのは、晴だけだっただろう、と思う。すぐに激げつ昂こうし、その憂うれいは怒ど声せいにかき消されてしまったけれど、きっとユニスの胸中では、あの言葉が限りない羨せん望ぼうに彩いろどられて、今も心に突き刺さっているに違いなかった。




（３）




　目の前に、賽さいの目めに仕切られた空間が広がっている。

　ユニスは立方体の中に浮かび上がっている。ちらりと、その立方体の外を見た――持ち時間が表示されていた。

　縦横に仕切られた立方体の中で、ユニスの方に向かっている駒こまと、ユニスとともに立ち向かおうとするかのように存在している駒とが、鏤ちりばめられている。そしてユニスに向かい合うように、一人の少女が、やはり宙に浮き、周囲の駒を見て、熟考している。

　少女の手が動いた。

　その手の動きハンドクラツチに呼応して、砲船ルークが動いた。

　少女　＝座標、３５Ｂに――砲船ルークを移動。

　ユニスは確信する――読み勝った。

　ユニス＝座標、８４Ｄに――情報船ビシヨツプを移動。

　少女　＝座標、７７Ｇに――単船ポーンを移動。

　すかさず、

　ユニス＝座標、２２Ｅに――母船クイーンを移動。

《王手チエツク》

　電脳空間――闘とう技ぎ場じように、ユニスの苛か烈れつな言葉が波は紋もんのように響いた。

　対戦相手の少女の顔が歪む。この王手チエツクは、一見して王キングにとって致ち命めい傷しようではないように見えた。しかし、少女の統すべる軍勢が、ユニスの軍勢に対して巻き返す力を失ったことに、少女は気がついた。ユニスはとうに気づいていた――数手前、砲船ルークの移動が悪手であり、ユニスにとってはこの上ない好機だった。

《…………ありません》

　対戦相手の少女の諦てい観かんに満ちた囁ささやきに、ユニスは小さくガッツポーズ。

　試合が終わる。闘技場からログアウト――電脳空間に全身を投入している感覚が、引き潮のように遠のいていく。扉とびらをくぐるように意識を移動――かちり、という音。

　次の瞬間、ユニスは目を醒さました。頭を覆おおっている何かの感覚――やや蒸むし暑あつい、運動直後のような軽い達成感がある。頭を覆っているもの――全身の感覚を投入するためのＨＭヘツドマウントＤデイスプレイ装置を取り外し、頭をぶんぶんと振ふる。金きん髪ぱつが支流のように流れる。顔をあげると、区民ホールの中央、立体映像の投射装置に立方体が表示されており、来場者に向けて、先ほどユニスが行った攻こう防ぼうの解説が行われている。ジャンパーを着たスタッフが駆け寄ってくる。ペットボトルの水を渡わたされる。それのキャップを外して傾かたむけつつ、客席の方を見る。

　亜希子と晴が、並んで手を振っている。ユニスはそれに、笑え顔がおで応こたえた。
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「こういう場は苦手ですか」

　突とつ然ぜんかけられた声に、ユニスはびくりと背筋を伸ばした。

　声をかけてきた少女――中学生のような小こ柄がらさ、童顔、夕焼けのように赤く光る長髪を後ろで編んで垂らしている。少女はユニスを見てくすくすと笑う。その手が持っているのは、背の高いシャンパングラスに注がれたスパークリングワイン。その格好は、ドイツの軍服を連想させるデザインであり、一見して女性士官のコスプレをしている女子中学生にしか見えない。

　その、スマートアイをつけていない表情を、思わずまじまじと見つめてしまった。どこかで会ったことがあるような気がした。しかしそれがどこなのかを思い出せない。

　とっさに、少女の顔をウェブで検けん索さくしようかとスマートアイの縁に手を伸ばしかける。しかし、質問されていたことを思い出し、ユニスは曖あい昧まいに頷いた。

「ええ、まあ」

　こういう場、と告げられた会場――中央セカンド・ス区ペシヤリテイのホテル、パーティー会場を貸し切って行われている式典。三次元チェスブラウシヤツハと呼ばれる競技の高校生大会――全国一の実力者を決めるために催もよおされたそれの、決勝トーナメント参加者を労ねぎらう式典だった。

　体育館ほどもある広さの会場に、テーブルが並べられ、ウェイターが練り歩く立食式の会場内では、高校生と大人が入り交じって会話をしている。響いてくる声はどれも固い。姦かしましさというものが欠片かけらもないのは、女性がいないからではない。

　聞こえてくる単語たち――御社の、弊社の、経営理念、為替、円高、ドル、石油、――聞いているだけで煙たくなってくるような重たい言葉たちだった。

「三次元チェスブラウシヤツハは、今や就職試験の能力見極めにも使われるほどの競技ですからね。国際的にも注目が集まっていますし」――赤い髪の少女の、鈴すずのような声。

　見れば、そこかしこで名刺ＳＮＳアカウントの交こう換かんが行われている。ユニスも何人かから受け取ったが、背中がかゆくなるような居い心ごこ地ちの悪さを感じて、早々に会場の隅すみへと引っ込んでしまった。

　しかしながら、この競技とこの会場が、社会的に有用な空間であるのもまた事実だった。情報格差の広がる日本社会では、優ゆう秀しゆうな若者をどう集めるかという問題は企き業ぎようや研究機関にとっての死活問題だ。会場内の高校生で、物もの怖おじしているユニスはむしろ少数派であり、ほかの参加者たちは、積極的に企業の人間と対話している。中には自分の作ったアプリケーションの売り込みプレゼンを始める者までいる始末だ。

　隣に立つ少女が、周囲を眺ながめて艶あでやかな唇くちびるに微び笑しようを浮かべている。その横顔に、一瞬引き込まれそうになる。ぱっと見は童顔だと思ったが、じっと見ていると年ねん齢れいが分からなくなるような、妖あやしい色いろ香かのある顔立ちだった。

「どうしてこの立体頭脳ゲームが〝青い戦争ブラウシヤツハ〟と呼ばれているかは知っていますよね」

「……宇宙戦争を見立てているから。奪い合っているのは、地球、ですよね」

「そう。そして、このゲームで見いだされた才能が、世界中に散らばり、あらゆる青を奪い合う。空を、水を――夢を、生命を。力のないものは奪われるしかない。これは、そういうゲームです」

　少女の言う「これ」が、チェスのことなのか、それとも現実世界の争いのことなのか、ユニスには分からなかった。

「あの……あなたは、」何者なのか、という問いを、どう言葉にしたらいいか迷った。口に出してから、やはり検索するべきだったろうかと考える。年を召めした人間の中には――自分の情報が知らない間に電子網ネツト上をたゆたい流れてゆくことを好まない人間が、未いまだに存在する。

　しかし、にっこりと、年とし端はも行かない幼子のような笑みを浮かべた少女が、右手を差し出してくれた。世代の狭はざ間まで迷うような表情と仕草だったユニスを理解し、救いの手をさしのべるように。

「申もうし遅おくれました。私は、民間治安維持部隊派は遣けん企き業ぎよう、サテライト社東京支部情報機動中隊を取りまとめております、白鳥歩と申します。染井学園、統括委員会で、今大会三位の実力者、榊ユニスさんですね。本戦で見せた星近回転スイングバイからの逆落としは実に見事でした。以後、よろしくお願い致します」

　それを聞き、ユニスは絶句する。

「あの、失礼ですけど、あなたがあの、」

　どれを挙げればいいのだろうか、とユニスの思考は立ち往生していた。もう躊ちゆう躇ちよすることはなかった――咄とつ嗟さに少女の名前を検索していた。数あま多たの記事が視界に表示された。特にユニスが注目するであろうとあらかじめ予測された項こう目もくが、太字で、あるいは色つきで、視界を埋め尽くした。その様子を読み取ったのか、歩はふふっと花びらのように微笑む。

「ええ。……先日、情報解かい析せきの依い頼らいをして下さったのは、貴女あなたで間ま違ちがいありませんね？」

「は、はい、そうです……！」

　亜希子とのいざこざ――情報犯罪、行動制御プログラム、それらの被ひ害がい者しやとなったユニスたちを、遠えん隔かく的に救ってくれた、情報技術者エンジニア。
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　白鳥歩その人が、目の前にいた。

　しかし、ユニスの驚おどろきは、ただ恩人と面会できたというにはあまりある反応だった。以前、晴に紹しよう介かいされたときには、その名前だけでは気がつけなかった。けれど今にして思えば、どうして気づかなかったのだろうという名前だった。

　その反応には慣れているのか、あるいはユニスを気き遣づかっているのか、歩は飄ひよう々ひようとして言った。

「それから、全身機械化率七十三パーセントの改造者サイボーグであると同時に、改造者サイボーグの三次元チェス世界ランキングで四位の、白鳥歩です。…………で、合ってました？」

　ユニスは、重力に負けるようにこっくりと頷いた。他に、為なす術すべがなかった。

　歩は、そのユニスの反応に満足げに頷く。

「もしもサテライト社に就職を希望することがありましたら、ご連れん絡らくください。それから、来期より、この東京にて、増加する情報犯罪に対たい抗こうする部隊として、情報機動隊の新設案が、公安より、都内に現存している治安維持組織に持ちかけられています。私はその中ちゆう核かくメンバーに招集される予定です」

「……はあ」

「もし興味がありましたら、ご連絡くださいね」

　歩――まるでカウンターで隣り合った男性を拐かどわかす遊女のような妖よう艶えんな笑えみ――指先の動きフインガーチツプで、連れん絡らく先さきのアカウントをユニスへ送信した。




　歩と別れて、ユニスは外の空気を吸おうと会場を出た。

　廊下の壁かべは、片面を全域ガラス張りにしており、東京の街並みを見下ろすことができる。反対側から歩いてきた少年が、ユニスを見て、おやっと片眉を持ち上げた。

「榊ユニスさん、だよね」

「はい」

　通り過ぎようとしていたユニスは、立ち止まって顔を上げる。

　張はり詰つめたように整った学ランを身にまとった少年だった。銀ぎん縁ぶちのスマートアイを光らせて、その細い目でユニスを見る。背はユニスよりも少し高いくらいだが、ひょろりと細く、柳やなぎを思わせる出いで立たちだった。

「四位の、河か西さい裕ゆう樹き、と言います」

　ああ、――とユニスは頷く。ユニスとは別のブロックで、同じく三位を決する位置にまでつけていたものの、結局対局する機会はなかった。急な用事で棄き権けんした、と聞いていた。顔を合わせるのは初めてだった。

　裕樹が、ユニスの様子を覗のぞき込こむように尋ねてきた。

「どうしたんですか」

「ちょっと、外の空気を吸いに。……あはは、こういう場所ってどうも苦手で」

「僕ぼくもだよ」

　裕樹は柔にゆう和わに微ほほ笑えんでみせる。

「父親の会社を受うけ継つぐことになっているので、幼い頃ころからこういう場に呼ばれる機会は多かったんだけどね。先日も、仕事の都合で試合を棄権しなければならなくって、」

　話を聞きながら、裕樹の名前、アカウントをネットワークで検索――ｗｉｋｉを参照する。ユニスたちの世代であれば、検索を煙たがる人間は皆かい無むと言っていい。

　裕樹は都内に居を構えるアプリケーションサービスの運営会社に勤めている。都内の高校に通いながら。その経歴を見て、ユニスはうっと尻込みする。自分だけが、この会場の中で場ば違ちがいな存在である気がしてくる。

「あの、榊さん」

「あ、え、はいっ」

　視界に表示していた裕樹の経歴から顔を上げる。

「なんでしょう」

「もしよければ、今から一局、戦やらないか。僕も、スイングバイを使う戦法には興味がある」

　くいっと、裕樹が指を差す。ホテル内にある貸し会議室には、空きがあった。

「えっと、でも……」

　乗り気にはならなかった。とにかく、早く寮りように帰って亜希子とお菓か子しでも食べてだらだらとしたい――そういう思いだった。人と会話するのは好きだ――三次元チェスも、相手と会話しているような気分になれる。

　しかしユニスはうんざりしていた――この空間には、建前しか存在していなかった。むしろ、建前を圧縮し、充じゆう満まんさせるために用意された場所であるような気がしていた。人と関わる上で、それが必要なものであるのは分かっている。しかし、それが過度に熟成されたような空気は、むせかえるほど苦手だった。それを見み透すかしたように微笑んだ裕樹が、口を開く。

「実は、以前からあなたには注目していたんだ。染そめ井い学園地区の統括委員会に所属し、優秀な成績を収めている、あなたには」

「はあ……」

「気が乗らない、かな。……もしもあなたが勝ったなら、彼に関する情報を提供する、と言っても？」

　裕樹は指を鳴らしたフインガースナツプ。その指先に、一人の少年の顔写真が拡張現実映像ＡＲＳＳで表示された。

「え……？」

　そこに表示されていたのは、クラスメイト――空木晴の顔だった。
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　晴の首筋を、つっと、冷ひや汗あせが伝った。

　ホテル内、バーラウンジに、晴の姿はあった。ワイシャツにジャケット、スラックスと、大人びた格好をしている。背が高く、鋭するどい顔つきをしているため、その実が高校生といえども滑こつ稽けいには見えない。

　地下駐ちゆう車しや場じようで待機中の燈華と無線通信で暇ひまを潰つぶしつつ、視界に表示した監視カメラ映像で、歩とユニスの姿を目で追っていたところだった。机の上ではオレンジジュースが汗をかいており、ちょうど、廊下でユニスに話しかけた少年の経歴を検索し始めたところだった。

　気づいたときには――指一本動かせなくなっていた。

（……高度情報攪乱クラツキング、か）

　ただごとではない――口はおろか、歩や燈華に無線通信を送ることすら許されない。同時に複数のコンピュータを並列操作する歩ならば、晴の異常事態に気がついているかもしれないが、晴の動きが自由にならないということは、対処までは追いついていないということだった。燈華は気がついていないのか、暢気にサテライト社の保有する装そう甲こう車しやの中で飴あめを舐なめている。

　テーブル席、傍かたわらには強化ガラス張りの窓があり、すぐ向こうは灰色の建物が海のように広がっている。そのテーブルを挟はさんで向かい側のソファに、男が座すわった。その姿を見たとき、晴は、心臓が止まるかと思うほどの衝しよう撃げきを受けた。

「……コンラッド、」

　口が、動いていた。瞬まばたきもできる。しかし、相変わらず首から下は指一本動かすことはできない。通信も断絶されている。

　男は鋭い眼まな差ざしをこちらへ向けていた。二十代後半といった様相だった。顔の彫ほりは深く、短く刈かり上あげた髪は灰色だった。褐かつ色しよくと言うよりは、灼やけたような肌はだの色をしている。肌に照りはなく、見ているこちらの心が削けずられるような渇かわいた表情だった。髪と同じ灰色の瞳ひとみで晴を見て、その頬ほおが、笑い方を忘れたように硬こう質しつに動いた。

「晴。この街から手を引け」――男＝コンラッドの声は、全く変わっていなかった。ひび割れた声。聞く者をひび割るような声。

「……あんたなんだな」晴は、歩から告げられていた情報を思い出す。「先日のＣＣＳの異常。都内各所に設置されているＣＣＳ管理施設には、各治安維持組織の要員が配備されている。特に、豊島区エデユケイシヨンの学園都市を管理する大規模ＣＣＳには巨きよ額がくの投資がされている。その管理施設に、無理矢理突入して物理的な破壊を施せるなんて、ただ者じゃない。……が、あんたなら、納なつ得とくできる」

「懐なつかしいな、あの頃が」

「コンゴか。イスラエルか」

「両方だ。……ああ、ウイグルというのもあったな」

　そうやって、世間話でもするような態度で、コンラッドは、おもむろにジャケットの内側から拳銃を抜ぬいた。その銃口を晴には向けず――店内に、周辺の客をまとめて吹ふき飛とばすという意志を表示するように、悠ゆう然ぜんと掲かかげた。周囲のウェイター、客、彼らは一人としてその銃じゆうの存在に気がつかない。

　動けない晴と、その向かいで銃を掲げるコンラッドの二人。

　ウェイターが、テーブルの上にあるコップに、水を注いで立ち去った。ウェイターが装着しているスマートアイには、店内の客の飲み物の残量が絶えず表示されている。コップ自身が中身を認にん識しきし、空になればウェイターに通信して教える。それが、現在の情報化社会だ。しかしながら、情報偽ぎ装そうしたテロリストに客が襲われているということに、コップもウェイターも気がつくことはない。

　檻おりの中で生まれた草食動物が、初めて目にした肉にく食しよく獣じゆうに近づいていくような滑稽さがそこにはあった。

　晴が身動きをとれないように、ウェイターや周囲の人間もまた、行動制御によって、異常事態に気がつかないことを強いられている。

「俺はお前を殺さない。それが白鳥との約束だ。だが、お前以外は殺せる。殺さなければならない。それが、今の俺の仕事だ」

　教え子を諭さとすような声――有う無むを言わさぬ響きに、晴は奥おく歯ばを噛かみしめる。

「だから、手を引けってか。俺が邪じや魔まだから」

「ああ。もしも引かないと言うのであれば、お前の周りの人間を順番に殺していく。俺がお前を殺せないように、お前も俺を殺せない。この戦いは、不毛だ」

　晴は、以前見た夢を思い出す。夢にコンラッドは出てこなかった。自分を救ってくれた存在は大勢いたけれど、気がつけば、残っているつながりは歩だけだ。燈華と出会ったのは、コンラッドと一いつ緒しよに戦わなくなってから、もっとずっと後のことだ。

「どうして」――晴は、抱かかえていた問いかけを口にする。「どうしていなくなったんだ」

　コンラッドは、拳銃を懐ふところにしまった。本当に晴を殺す気は毛頭ないようだった。

「簡単だ」ソファから立ち上がる。「お前は、今でも白鳥の言いなりというわけだが」まるで今までの一部始終を側で見ていたかのような物言い。唐とう突とつに現れ、拳銃を突きつけ、そして立ち去るべく晴から目を逸そらす――遠くを見る。「命令に従うだけでは救えないもののほうが多いということに、気がついただけだ」

　晴は、その言葉を聞いて――炙あぶられたようにカッとなった。

「先せん輩ぱいはッ」

「恨うらんではいない」

　コンラッドが強く吐き出した言葉に、晴はぐっと言葉を飲み込む。

「ただ、二度と同じ道は歩けない。それだけだ」

　言い捨てて、コンラッドは立ち去る。エレベーターホールの方へと歩いて行ってしまう。

　体の動きが自由になったのは、コンラッドの姿が見えなくなってからだった。晴の叫さけび声ごえがバーラウンジに響き渡ったせいで、周囲の人々が、訝いぶかしげに晴を見ている。

　晴は、両手をぎゅっと握り締めた。
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「君の勝ちだ」

　空き会議室に、ユニスと学ランの少年――河西裕樹の姿があった。

　裕樹は、疲れ果てたようにどかりと椅い子すの背もたれに体重を預ける。ユニスも同じだった。中ちゆう距きよ離りを全力疾しつ走そうしたような疲ひ労ろう感があった。

　どうして自分はこんなに必死になって――そう思った矢先、待ち構えていたように、裕樹がほころぶような表情と共に、告げた。

「勝利には、報ほう酬しゆうを」

　裕樹が魔ま法ほうを操あやつるように指をふるうとフインガーチツプ、空中に一枚の写真が表示された。写りは粗あらく、ユニスは目を細めて、それを見た。

「悪いね。これでも補正はしたんだけど」

　そこに映っている人物には、確かに見覚えがあった。

「出所は、東とう欧おうの紛ふん争そう地帯だ」

　崩くずれた瓦が礫れきの間を縫ぬうように、走りだそうとしたところを捉とらえたものだった。ゴーグルを持ち上げながら、自動小しよう銃じゆうを小こ脇わきに抱えている。ごつごつとしたブーツと、小銃に一体化したような大ぶりのグローブを嵌はめている。その表情は、紛まぎれもなくクラスメイトの空木晴だった。

「結論から言おう。彼は傭兵だ」

「傭よう、兵へい……」

「厳密には、ＰＭプライベートミリＣタリーカンパニーの人員というのは戦せん闘とう技術を有する社員であって、兵士や傭兵という言葉はふさわしくないけれどね。しかしながら、金を貰もらって戦う戦争屋という意味では似たようなものだ。金さえ貰えばどこにでも行く。理由は必要ない。引き金を引くために、生まれてきたような奴らだ」

「そんな……」

　――日本に来る前には中東にいた。

　思い出す――全すべての行動が、ユニスの想像の中で一つの結論を目指して収束してゆく。

「どうして、そんなことを知っているんですか」

「なに、仕事の関係で、民間の兵器産業の人間なんかと話す機会があってね、その伝つ手てで、調べる機会があったんだ。そうしたら、君の名前を見つけたから、知り合いかもと思ってかまをかけてみたってわけ。まさかあんなに躍やつ起きになって勝ちに来てくれるとは思わなかったけど」

　裕樹は、先ほどの対局の棋譜スコアを眺めて満足げに笑った。

　しかし、即そく座ざにその笑みを引き締めた。

「こいつが何を企たくらんでいるのか。誰だれの命令で動いているのか。それを、僕も追いかけているんだ。榊さん、君にお願いがある。僕も、何か分かったら君に教える。だから君も、この空木晴に用心しておいて欲ほしい。そして、何か分かったら教えて欲しい」

「…………はい」

　放心、と言ってよかった。

　ユニスは頷き、裕樹と共に空き会議室を出た。

　本当にあの晴が――傭兵なのだろうか。確かめなければと思うものの、どうやって確かめるのか、本当に確かめるべきなのか――何も、答えになるような思考は浮かんではこない。

「今日はありがとう。会えてよかった」

　差し出された手を握り返すものの、笑い返す余よ裕ゆうは、残っていなかった。

　手を離はなし、二人で式典会場へと戻もどる。

　別わかれ際ぎわ――少年の横顔が見えた――びくりと、ユニスの肩かたが跳はねた。

　少年の表情に、一瞬だけ見えた色があった――濃こく煮に詰つめたような、あるいは鋭く尖とがらせるように燃やすような、鉄の赤。しかしそれは一瞬のことで、少年はすぐに平静な表情に戻ると、式典会場へ穏おだやかな足取りで戻ってゆく。
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　中央区＝第二総セカンド・ス合特区ペシヤリテイ――外そと堀ぼり通りを、車が走ってゆく。

　車内――助手席で、裕樹はぽつりと呟つぶやいた。その表情は、憎にく々にくしげに歪ゆがんでいた。なぜ僕じゃないんだ――と表情が告げている。

「大した才能だ。始めて五ヶ月で全国区とはね」

　手元のタブレットに表示されているのは、ユニスの経歴だった。

　裕樹は顔を上げて、運転席の男を見た。分厚いジャケットに、削られた岩のような表情でハンドルを握っている。上から見たら、無人運転機構によるものと見み間ま違ちがえるほど、精確で無む駄だのない運転だった。

「コンラッド。昔なじみには会えたのか」

「ああ」
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「ちゃんと追おい払はらってきたんだろうな」

「いいや。俺は奴には手を出せない。だが、立ち去らなかったときにどうなるのかということは、教えてきたつもりだ」

　裕樹は、口内の固い異物を吐き出そうとするような顔になる。

「手を出せない、じゃ困るんだ。何のためにお前を雇やとったと思ってる」

「計画の邪魔になるものを全て排はい除じよするため、だろう」

「そうだ。そうだよ。お前の昔なじみの奴らが来てくれたお陰かげで、僕は取引の数を増やさなくちゃいけなくなったんだ。……でなきゃ、間に合わない」

「分かっている。いざとなれば――誓いの記憶ごと屠るまでだ」

　コンラッドの言葉に、裕樹は満足そうに頷うなずいた。

「……榊ユニスのことだけど」

「ああ」

　裕樹はタブレットを閉じると、目を閉じた。

「これ以上台たい頭とうしてくるようなら――殺そう」







第三章　到る所、すべての人の為に







（１）




　廻まわる世界――踊おどり狂くるう少年少女――無限に広がる色彩カレイドの中、恍こう惚こつと絶望の狭間に穿うがたれた井い戸どの中へと恐おそろしい遅おそさで急降下してゆくという矛む盾じゆんしきった幻想世界パラノイア。

　――というような夢を見ているんだろうな、と晴はるは思った。

　煙けむりを通過させたあとのように薄うす暗ぐらくくすんだ廊ろう下かを、二人の男に挟まれるようにして、ふらふらと青年が歩いて行く。その青年の表情には、夢の後の枯かれ草くさのような皺しわが刻まれ、太い筆で縦に引き裂いたような真っ黒い影かげが差していた。疲つかれて歪んでいるのか、自じ嘲ちようの笑みなのか、その表情が意味するところを理解することはできない。しかし、何があったのかは分かる。

　千代田区＝総合特区スペシヤリテイ――麹こうじ町まち警察署内。

　晴は廊下に座って、拡張現実ＡＲＳＳのテキストデータで本を読んでいる。最近日本で発売された若者向けのミステリ小説。薬物などの密売組織の構図がやけにリアルで、晴はその著者の作品を結構気に入っている。その冒ぼう頭とうの文章に目を走らせる。

　廻る世界――踊り狂う少年少女。

　そういう妄もう想そうを魅みせるものを、晴は知っている。

「お待たせ」

　晴が顔を上げると、廊下の向こうから、長く赤い髪を揺ゆらしながら小柄な少女が滑すべってくる。靴くつの踵かかとにあつらえた自動ローラーによって、少女は膝ひざを伸のばしたまま近づいてくる。脳のデバイスからの信号――ジャイロセンサーによる適切な減速で、少女＝白しら鳥とり歩あゆむは晴の目の前で停止。すとんと床ゆかに向かってまっすぐに下ろした髪が、ふわりと揺れた。

「それじゃあ行こうか」

　頷いて、晴は立ち上がる。

「何の用事だったんだよ」

「んー、ちょっと昔なじみの刑けい事じさんに挨あい拶さつ。ついでに相談されてた」

「相談？」

　歩はうなずき、ため息混じりに苦く笑しようする。

「情報麻薬ＳＩＧの扱あつかいについて」
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「シグってんじゃねーぞ！」

　ぎゃはははと笑いながら、男子生徒が小こ突づき合っている。

　それを見て、ユニスが不ふ愉ゆ快かいな顔をしつつ無視を決め込み歩いて行く。

　晴は首を傾かしげ、燈とう華かに向かって無線通信を送る。

《シグる、ってなんだ》

　放課後――晴は、ユニスに勉強を教えてもらうために訪おとずれた図書館から出てきたところだった。少し先を歩いて行く亜あ希き子こが、電子貨幣デジタルマネーで支し払はらいを済ませて、自じ販はん機きからお茶を取り出している。背後でぎゃははと笑い声。

《Signal Information Gear――通つう称しよう、日本では情報麻薬と呼ばれる、電気信号を利用した薬物の俗ぞく称しようで、》

《ああ、ああ。分かった。そのＳＩＧか》

　それならば晴も知っていた。

　ＳＩＧという単語自体は世界中で使われているため知っていたが、未だにデバイスの即時翻訳がなければ英語が通じないという、世界でも希け有うな都市である東京において、迂う闊かつに言葉の意味を想像すると、全く違ちがう意味で使ってしまうことがある。

　お茶のペットボトルを開けて、亜希子が空を仰あおぐように飲む。その姿に、ユニスと二人で追いついた。

「統括委員会でも問題になってるのよね。ＳＩＧ」

　亜希子と二人でユニスの顔を見る。

　先日も、全校集会で教員から注意喚かん起きが行われたばかりだった。

　広大な染井学園地区内には、小中高大合わせて二十を超こえる教育機関が密集しており、高校・大学を中心に、時折、違い法ほうな薬物所持による検挙事件が起きていた。

　情報麻薬――それは多くの場合、スマートアイの形をしてばらまかれる。ネット上では違法なデータの売り買いが厳しく取り締まられているが、物理的な積み荷による取引を取り締まるには、最終的には人の目が必要になってくるため、すり抜けることも可能となってしまうためだ。

　情報麻薬シグアプリケーションがインストールされたデバイスを着用すると、視覚・聴ちよう覚かくに特定の信号を入力される。そうすると、装着者の脳は、酩めい酊てい感・多幸感を引き起こす――というのが、一いつ般ぱん的てきに使われている、ＳＩＧというものに対する一いつ般ぱん認にん識しきだった。

「昨日の統括委員会でも議題に上がってね。場合によっては、持ち物検査とか、学内パトロールみたいなことも必要かもしれないって、話になった」

　うえっ、と亜希子が眉をひそめて声をあげる。

「やだなあ。自由な校風って謳うたい文もん句くはどこにいったの」

「その自由を守るために自治が必要なのよ。まあ、あたしたちも流石さすがにそんな自警団みたいな真ま似ねまではしたくないんだけどね。むしろ、学外の、繁はん華か街がいとかに中高生がふらふら出歩いてないか、っていうほうのチェックが厳しくなるかもね。統括委員会も、今度警察と合同で学外の見回りをしようかって話になってるし」

　ユニスが呟く。

　先日のチェス大会の式典のように、学生が企業に、企業が学生に興味を持ち、関係を作っていこうという大きな流れが、現在の東京にはある。あるいは企業以外も――区役所や警察や自衛隊など――それらの組織が、積極的に学生と共に活動を行っていくことで、社会を作ろうとしている。当然、学園都市を代表する存在である統括委員会は、企業や公的機関に出入りする機会が増え、就職や進学にも有利になる。

　ユニスと亜希子が喋しやべりながら、図書館から寮までの道を歩いて行く。

　晴は、ユニスに声をかけた。

「そこまでしなくていいんじゃないか」

　歩みを止めないまま、ユニスが振ふり向むいた。

「どういう意味？」

「つまりそれって情報麻薬の取り締まり、だろ。学生が口を出す領分なのか。警察に任せておけば、」

「でも、この学園都市から被害者も、加害者も、出てきてるのよ。放っておけないでしょ」

　晴は返事に窮きゆうする。ユニスの言っていることは、間違っていない。むしろ、自分の中に――晴の考えと、晴が言わなければいけない言葉との間に矛盾があるということは分かっている。だから、うまい言葉が出てこないのだということも理解している。しかし、このままにしておくわけにはいかない、と晴は思う。

　つまり――晴自身は、学生が麻薬の取り締まりに口を出そうが、何をしようが、どうでもいいと思っていた。

　けれど――ユニスが積極的に取り締まりに関かかわるのは、問題だった。

　晴にとっては、ユニスの安全が第一であり、それ以外のことはどうでもいいことだった。

　ただでさえ護衛対象として気を張って見守らなければならない相手が、進んで危険地域に足を踏ふみ入いれようと言っているのだ。黙だまっているわけにはいかなかった。ましてや――恐らく、東京都内の麻薬流通経路を辿たどっていくと、必ずコンラッドにぶつかるという確信があった。

　都内の物資流通の情報は、ＣＣＳの管理下にあるからだ。物資流通には電気やガソリン、道路交通情報の管理が欠かせない。違法物資を都市内に流通させるためには、ＣＣＳを騙だます必要がある。そうして運ばれる違法物資を追いかけて、コンラッドにぶつからないわけがない。

　コンラッドはこの街で、何かをしようとしている――ＣＣＳの不具合を引き起こしたということは、大規模な混乱を起こすようなことを狙ねらっている証しよう拠こだ。

　コンラッドは――手を引けと言った。引くわけにはいかないのは自明だった。だからといって進んで立ち向かうというのは、まずい。ましてや、立ち向かおうとしているのは自分や燈華ではなく、護衛対象であるユニスだ。

　いずれは戦わなければならない――しかし、その場にユニスがいて欲しくはなかった。

「で、でもさ、」

　晴はユニスの歩みに追いつこうとするように、声を投げかける。

「あ、危なくはないか」

「警察と一緒に区内を巡じゆん回かいするだけよ。実際に検挙に立ち会ったりするわけじゃない。見張ってるぞっていう抑よく止し力りよくを見せるだけでも、中高生は思いとどまってくれるかもしれないでしょ」

「で、でも、街をうろつくんだろ？」

「そりゃまあ」

　人ひと混ごみをうろつかれたときの尾び行こうの大変さを知らないのか、と小言の一つも言いたくなる気持ちをぐっとこらえる。

「止やめておいたほうが、いいと思うんだが……」

「どうして？」

　何を言っているのか分からん、という顔で、ユニスが見てくる。亜希子も晴を怪け訝げんな顔で見つめてくる。

　どうしよう――晴は、茫ぼう漠ばくと広がる海うな原ばらに放り出されたような気分になる。

　どう言えば、ユニスは引いてくれるだろうか――その答えに、皆かい目もく見当がつかない。しかし、ただ漠ばく然ぜんと、ユニスをこの件から引かせなければならないという問題だけが、ふんぞり返って立ちふさがっている。

「そうだ、民間の治安維い持じ部隊とかいるじゃないか。そういうのに任せるとか、どうかな？」

「そういう活動をしてもいいとは思うけど、統括委員会に、豊島区の警察署から要望があったのよ。学生と警察の意見交こう換かんの場を設けるためにもー、とかなんとか」

　晴はぐっと霞かすみを飲み込まされたような顔で、言葉を失う。統括委員会の自主的な意見であればまだつけいる隙すきはあったかもしれないが、要望に応こたえようとしていると言われれば、ますます為す術がなくなる。

「空うつ木ぎくん、ユニスのことが心配なんだ」

　亜希子が意地悪くにやっと笑って呟く。ユニスが、はあ？　――と眉をひそめる。

　晴はぐっと奥歯を噛みしめる。――違う。そうじゃない。いや、違うわけではないのだが、というよりも全くもってその通りなのだが、しかし、亜希子の言い回しには言いようのない悪意を感じる。

「いや、そうじゃないんだが」

　一気圧というなんの変へん哲てつも無い空気に押し潰されそうな居い心ごこ地ちの悪さを感じて、虫にでもなったような気分だったけれど、とにかく何かを言わなければと思った晴が口から思ってもいないことをぺらぺらと喋る。とにかく晴の脳内では、亜希子の言葉をなんとかして否定しなければという思考が充満していく。

「別に、君が心配だとか、そういう気は全くない。したいことがあるならすればいいと思うし、好きにしろとは思う。思うが、しかし、その、……」

　晴がぶつぶつと呟くのを聞くにつれ、ユニスの表情がどんどん吹雪ふぶきのように冷れい酷こくなものになってゆく。

「ほら、君は結構、突つっ走ぱしるじゃないか。我が強いというか、積極的なのはいいことだけど、例えば街中でＳＩＧって酔よっ払ぱらってる同級生を見かけたら、その場で張り倒してしまうような――なんというか、君は、人間としては魅み力りよく的てきで票が集まるのもよく分かるが、しかし君は、……そう、パレスチナみたいな、危ない感じだ」

　亜希子の苦笑が凍こおり付つく。ユニスの顔は、冷たく冴さえ冴ざえとしていたものから、活火山のように真っ赤に変わる。

「君は一いつ触しよく即そく発はつな火薬庫みたいだ」

　晴は必死になって言葉を探す。そうやって必死にひねり出した言葉が次々にユニスの思考を爆ばく撃げきしていることにも気がつかない。

「二〇二〇年代のバルカン半島と言ってもいいし、現代に生まれ変わった覇は王おう・項こう羽う、あるいはシーザーと言ってもいい。だからその――君は、巡回とか視察とか、向いてないと思う。抑止力って意味では、核かくミサイルみたいで言い得て妙みようだが」

《先輩！》

　燈華から無線通信が入る。

《なんだよ、今、大事なところで、》

《あの、そろそろ黙りやがったほうがいいと思います》

《え？》

　晴は、無線通信で送られてくる燈華の声にも怒ど気きが混ざっていることに気がつく。

　ユニスは一度、深呼吸する。口だけを笑わせて、静かに言う。口以外は、髪かみの毛けの一本まで怒りの炎ほのおに染められていた。

「試験じゃ全然点数とれないくせに、よく知ってるじゃない。こと、戦争のことに関しては」

「い、いやあ、そんな、」

「褒ほめてない」

「あ、はい」

　ユニスはズンと一歩を踏み出し、晴の身体からだに拳こぶしで穴を開けるような勢いで胸むなぐらをがつんと掴つかみ、笑え顔がおで言った。

「それで、言いたいことはそれだけ？」

「いや、えっと、」

「あんたがあたしに難なん癖くせつけたいってことは、とてもよく分かりました」

　あの、なんで敬語なんですか――と晴は疑ぎ問もん符ふに埋うもれた頭で考える。

「確かに、今日、あんたに勉強教えようって言ったのもあたしです。ええそうです。あたしだって好きで言ってるんじゃないの、先生が、あんたの面めん倒どうを見てくれってあたしに言ったの。転入してきたばっかりでかわいそうだから、面倒みてやってくれってずっとずうっと言われ続けたの。それで、まああたしもちょっとかわいそうだなって思って声をかけてあげてたの。ああそう、そうね、迷めい惑わくだったわね。したくもない勉強を押しつけてどうもすみませんでした」

「い、いや、別にそんなつもりでは、」

「そうですね。確かにあたしは誰かの面倒みたりするのは向いてないかもしれないね。分かりました。もうあんたのことなんて知りません。あたしは好き勝手やるので、あんたも好き勝手に生きればいいんじゃない」

　どん、とユニスが晴を突き飛ばす。倒れこそしなかったものの、晴の心は完全に尻しり餅もちをついてユニスを見上げている。

　――どうして怒っているんだろう。

「それじゃあさようなら、お元気で」
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　ユニスが、火の玉みたいな怒りの塊かたまりになって歩いて行ってしまう。その後を、亜希子が慌あわてて追いかける。

《なあ、燈華》

《はい、なんですか》

《どうして榊さかきは、あんなに怒ったんだ》

　燈華からの返答は、迫はく撃げき砲ほうの衝しよう撃げき波はのように大げさな溜ため息いきだった。




　　　　　＊




《あれじゃダメだよ空木くん！》

　その日の夜、寮で悶もん々もんとしていた晴の元に、亜希子からの着信が届いた。

　晴はベッドの上に正座して、亜希子からの言葉に耳を傾かたむける。視界に四角く拡張現実ＡＲＳＳディスプレイが表示され、亜希子の呆あきれ返かえった顔が表示されている。映像通話を介かいした向こうでは、戸と惑まどっている晴の顔が表示されているはずだった。

《あれじゃあ全然、心配なんだよ、って気持ちが伝わらないよ》

「いや、別にそういうつもりで言ったわけじゃあないんだが……」

　ユニスを心配しているのはあくまで護衛任務があるからである。どうやら亜希子は、その晴の行動を、晴個人の意志であると勘かん違ちがいしているような気がする、と晴は思う。晴が個人的にユニスを守ろうとしている、と勘違いされても別にまずいことはないのだが――いややっぱだめだ、そんな道化師ピエロみたいな真似はできん、と晴は拳を握りしめる。

《でもユニスのことは心配なんでしょ？》

「まあ」

《危険なことをして欲しくないんでしょ？》

「そりゃそうだ」

《だから、止めようとしたんでしょ？》

「ああ」

　何一つ間ま違ちがっていない。

《ユニスのことが好きなんでしょ？》

「そうじゃない」

　どうしてそうなった。

　ここだ――晴はやっぱりな、という顔をする。

《じゃあどうしてあんなこと言ったの》

「それは……」

《じゃあやっぱり好きなんだよ》

　だからそうではない――しかし晴は言い返せない。亜希子の頭の中は、きっと自分とは全く違う遺伝系列を辿って生まれたのだと確信する。そうでなければ、ここまで乖かい離りした結論には辿り着かない。

「いいか。確かに心配だし、危険なことはしない方が良いと思う。しかし、それはあれだ。友達だから。だから俺は心配してるんだ。何か間違ってるか」

《間違ってる》

　断言されるとは思わなかった。

《友達のことが心配だからって、わざわざ休日返上して様子を見に来たりはしない》

　杉並区サード・レジデンスでの事件のことを言っていた。確かに、それはそうかもしれない、と晴も思う。しかし、晴の中に全くそんな気がないのに、恋れん愛あい方向に話を持って行かれると、余計に話がこじれる気がしてならない。

「それはな、いろんな事情がこう、複雑に絡からみ合あって、」

《言い訳するな！　言い訳はどうでもいいの！　ううん、理由はなんでもいい！　心配なんでしょ!?　危険なことをして欲しくないんでしょ!?　じゃあそう言えばいいんだよ！　理由なんてないんだって言えばいいの！》

　なんだそりゃ――晴は珍ちん獣じゆうを見るような視線を亜希子に送る。

《そうすればユニスなんて簡単に堕おちるよ》

　いややっぱりそうじゃない、と晴は思う。最近仲良くなって距きよ離りも縮まってきたかと思っていたけれど、やっぱり自分と亜希子の間には恐ろしい距離がある、と晴は思う。ユニスに対しても、そう思う。あるいはユニスと亜希子の間にだって、自覚していないだけで本当は見えない距離があるのではないか、とすら思う。

　人間って、難しいな、と思わず燻いぶしたような溜め息をしてしまいたくなる。こういう思考をすると、燈華に「先輩ってめんどくさい男ですよね」と言われるが、晴自身もそう思う。めんどくさい男でなければ、恐らく人付き合いの仕方なんてところでは躓つまずかない。

「別に俺は、ユニスと仲良くなりたいわけじゃあないんだが、」

《そんなわけないでしょーが!!》

　いかん、言葉選びを間違えたらしい、と思う。言ってしまってから振り返り、確かに自分のやってることと言ってることがめちゃくちゃな気がしてくる。しかし、じゃあどうしろというのかという問いに答えてくれる人がいない。いや、亜希子は答えようとしてくれているようなのだが、それに従って突き進んだら泥どろ舟ぶねで太平洋を渡わたろうとするような大だい惨さん事じになるのが目に見えている。

《年とし頃ごろの男女が仲良くなりたくないなんてわけがないってストロベリーにも書いてあるのよ！》

「ストロベリーとは、なんだ」

《少女漫まん画が雑誌だよ！　空木くんはもっと少女漫画を読みなさい！》

「なぜだ！」――言われたことねえよ。初めて言われたよ。ああでも燈華に、本の読み過ぎで逆に頭が悪くなってると言われたことはあったな、と思い出す。好きな作家はと聞かれてヘミングウェイだと言ったら、燈華は醤しよう油ゆを飲まされたような顔をしていた。

《あのね。わかった。空木くん。よく聞きなさい》

「……なんでしょうか」

《今までのあなたの考えは、全部間違いです。正しい人間になるために、あなたはユニスを好きにならなくちゃいけないんです》

　――うわあ、洗脳を始めやがった。

《そうだ。確か人を好きになるアプリケーションっていうのがどっかそのへんのネットの片かた隅すみに落っこちて、》

「やめろ」

　――全く懲こりてねえじゃねえか。っていうか自分がその被ひ害がいにあったんだからちょっとは恐れるとかしろよ。

《じゃあもうどうしたいのよーっ》

「だから別にどうにかしたいわけじゃないって言ってるだろう……」

　亜希子がぬいぐるみを放りながら疲れたような声を上げる。疲れたのは晴も同じだった。こういうのを徒労というのだろうな、と身をもって体感する。

　ただ、危険だということを分かって欲しいだけだ、と晴は思う。それが分かれば無む茶ちやなことをしようとは思わないはずだ、と。

《……まあいいや》

　ぼそり、と亜希子が呟いた。今までとは打って変わって、色彩の感じられない声だった。

《そういうめんどくさいとこ、なんだかんだ言って嫌きらいじゃないよ。私は》

　へへっ、と照れくさいという顔をして、亜希子は言う。

「そ、それはどうも」

《あ、褒めてないよ？》

「あ、はい」

　なんなんだよ――と晴が言おうとしたのに被かぶせて、亜希子が唐とう突とつに話を締める。

《じゃあ、私はもう寝ねるから、またユニスと喧けん嘩かしそうになったら教えてね》

「あ、ああ」

《見物しに行くから》

「え!?」

　通話が勝手に終しゆう了りようされる――結局なんのために電話してきたのかいまいち分からん、という思いをしながら、晴はベッドにごろりと横になる。

　だから護衛任務って奴やつは面倒くさいんだ――と溜め息をつく。守られているという自覚があるならまだいい。けれど、自覚のない人間を守ることほど、面倒くさいことはない。

「ったく、先せん輩ぱいもなんだってこんな仕事を……」

　ぼやいてみて、戦場を離れてからどのくらいが経たっただろうか、と思った。

　良くも悪くも、東京という街は平和に過ぎた。だからこそ、来たばかりのときは、なんでこんな街の高校生の少女を守るのに、自分の力が必要なのかとすら思った。人選ミスだろうとすら思った。けれど、そんなことは言っていられない。

　もしも本当に、ユニスが危険な――彼かの女じよの想像を絶する危険な場所に足を踏み入れてしまったならば、自分が守らなければいけなかった。そんな場所がこの東京にあるものだろうかと思っていた――しかし、それはある。存在しているだけで、周辺をそういう場所にしてしまえる人間というのが、世の中には居る。そういう意味では晴もそのうちの一人だと言えた。

　そして――晴の知る限り、コンラッドもまた、そういう人間の一人だった。

　久しく銃じゆう声せいを聞いていない。

　今の自分が奴に勝てるだろうか――想像する。勝てるかどうかではなく、勝つしかないのだと考え直す。

　願わくば遭そう遇ぐうしないでくれと思う――そんなことがあり得ないと分かっていながら。

　なぜなら、間違いなく、と言い切っていい現実があるのだから。

　コンラッドの狙いは、まず間違いなく――榊ユニスなのだから。




　固着した世界――俯うつむく少年少女――有限に閉じ込められた街並みモノクロの中、理性と想像の狭はざ間まに締め付けられながら恐ろしい速さで消費されていくという疲ひ弊へいしきった現実世界リアリテイ。

　そんな現実ものに唾つばしたくなる気持ちも分からないではないな、とつい思ってしまう。どうにもならないことというのが、世界には数え切れないほど存在しているから。世界は動かしようがなく、社会は変わりようがなく、自分という存在デイテールは残ざん酷こくなまでに存在し続ける。

「うまくいかないもんだな」

　ぽつりと泡あわのように呟いてみる。その呟きが、天てん井じようにぶつかってぱちりと弾はじけた。

　とばっちりを受けた天井が、上から問いかけてきているような気がした。

　――本当にそうだろうか、と。
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　――どうして自分はこんなにイライラしているのだろう。

　そう部屋で呟いてみたとき、ユニスのベッドに座っていた亜希子が「生理じゃないの」とぼやいたので叩たたいた。

「それかお腹なかが空いてるとか」

　亜希子が頭をさすりながら言った。

　そうかもしれない――そうじゃないかもしれない。

　自分は何に悩なやんでいるのだろうか――決まっている、晴のことだ。

　ユニスはハンガーに掛かけてあった薄うす手でのスプリングコートを羽織った。

「出かけるの？」

「うん」

　このまま亜希子と一いつ緒しよに部屋にいたら、あることないことを全部べらべらと喋ってしまいそうな気がした。亜希子は人に喋らせるのが好きだし、自分は喋るのが好きだ、という認にん識しきがユニスの中にはある。間違っても亜希子に、「空木晴が傭兵の人殺しかもしれない」などということを話すわけにはいかなかった。

　じゃあどうすればいい――このまま黙って卒業まで晴を放っておけというのか。

　そういうことを考え始めると、永遠に回り続ける万まん華げ鏡きようの中に放り込まれたみたいな気分になって、何もかもがよく分からなくなってしまう。

　だから、イライラしているのだ。

　寮りようの自室を出て、青縁のスマートアイで学生アカウントの認にん証しようを申しん請せいし、女じよ子し寮りようの出入り口となっているドアのロックを解除する。ユニスの外出を認識したスマートアイが、今日の天候を視界に表示する――閉じた傘かさマークが表示される。そしてそれは、時間が経つにつれて開いてゆく――昼過ぎからは土ど砂しや降ぶりになる予報だった。

　外に出ると、綿毛を排はい気きガスに晒さらしたみたいな色をした暗雲が、空一面にみっちりと敷しき詰つめられているのが見えた。閉めかけたドアを掴んで引き留め、出入り口に立てかけてある共用の傘をひっつかんだ。視界に拡張現実映像ＡＲＳＳの地図を展開すると、すでに雨が降り始めている地域が分かる。豊島区エデユケイシヨン――染そめ井い学園周辺はまだ雲だけだ。雨は降ってきていない。

　コンバースのスニーカーで、最も寄より駅まで歩いた。新東京地下鉄の、有楽町線セネアリ、染井学園駅が、女子寮からは最も近い。染井学園都市地区内には、十年ほど前に都営地下鉄と東京メトロが合がつ併ぺいして作られた新東京地下鉄のうち、丸ノ内線セカンダリ、副都心線ノナリ、そして有楽町線セネアリの三つが通っている。

　目的なく寮を出たせいか、視界の端はしにテロップが流れる。今日、都内で行われている催し事を紹しよう介かいする広告だった。しかし、それを開いて詳しよう細さいを確かめる気にはなれず、指先の動作フインガーチツプでテロップを閉じて歩いた。

　地下に降りる。スマートアイを介して電子マネーを支払い、改札を通過し、やってきた新木場方面行きの電車へ飛び込んだ。土曜日の有楽町線は、根気よく席を探せば座すわれなくはない、という程度の混雑具合だった。ユニスは流れに身を任せるように手近にあったつり革かわに掴まって、ぼんやりと味気ない地下鉄の内ない壁へきを見つめた。

　もしも晴が、誰かを殺すために日本にやって来たのだとしたら。

　ぎゅっとつり革を握にぎる。持っていた傘を身体にぴったりと寄せる。自分に何ができるのかと言い聞かせる。けれどそのすぐあとに、何かできる人間は自分しかいないのではないかという考えが巡めぐってくる。自分が何もしなければ、取り返しのつかないことになるのではないか。

　誰かに相談したかった。けれど、誰に相談しろというのか。

　三次元チェスの式典会場で出で逢あった、白鳥歩と名乗る少女の姿を思い出す。すぐにその考えを振り払う。彼女が敵ではないという保証はない。

　仮に会って話をしたとして、一体なんと言う？

　――空木くんは、サテライト社の社員なんですか。

　――空木くんは人殺しなんですか。

　――日本に来たのも、誰かを殺すためなんですか。

　それを、聞けというのか。聞いて何になるというのか。そして恐らく、聞いたところで答えを与あたえてくれるような質問ではなかった。

　そもそも、晴がサテライト社の社員であると決まったわけではない。あの日、晴が傭よう兵へいだという情報をくれた、河か西さい裕ゆう樹きという少年――彼かれが言っていたことが真実であるという保証すらないのだ。

　けれど、じゃあほかに、どうやって晴のおかしさの理由を説明する方法がある？

　彼が傭兵だというのであれば、つじつまがあうではないか。――いや、とユニスは首を横に振る。こじつけだ、と思った。行動制せい御ぎよと同じだ。それらしい情報を見せられて、タイミングよく写真を見せられた。ただそれだけのことだ。根こん拠きよは何もない。

　――だけど。

　少なくとも、このまま何もせずに今まで通りクラスメイトでいるなんて、無理だ。

　だって自分は、喧嘩してしまった。

　疑わずにはいられなくて、強い言葉を出してしまった。突き放してしまった。

　晴が悪いとは思うけれど、自分に全く非がないとは思えなかった。裕樹に与えられた情報――晴が傭兵なのではないかということが頭の片隅にちらついて、平静ではいられなかった。

　大勢の人が電車から降りてゆく。用があって外に出たわけではない。目的地と呼べるほどのものはない。ユニスは人の流れに身を任せ、駅へ降りて、階段を上る。

　有楽町駅だった。地上に出ると、ぽつ、と群れからはぐれたような唐突さで、雨あま粒つぶが額に当たった。見上げて手をかざしてみても、次がやってこない。気のせいかと思って周りを見ると、似たような姿勢で口をぼんやりと開けているサラリーマンの姿が見えた。視界に拡張現実映像ＡＲＳＳによる雨地図を表示すると、もういくらもしないで降ってくるという予測が表示されている。

　傘を開くかどうか迷いながら、歩き出そうとしたときだった。

「あっ」

　路地から飛び出してきた少年とぶつかった。手を滑らせて傘を落としてしまう。

　ユニスはうまくバランスをとったが、少年が派手に転んだ。ちょうど肩かたからかけていた鞄かばんに入れようとしていたのか、持っていた袋ふくろが地面に落ちる。アスファルトを叩く金属質な音が聞こえた。濃こいグリーンのビニール袋で、中身は見えなかった。それから、少年の持っていた小こ銭ぜに入れが落ちた。甲かん高だかい音がいくつも響ひびいた。

「ごめんなさい」

　ユニスが咄とつ嗟さに袋といくつかの小銭を拾い上げて、少年に差し出す。このご時世に小銭を使っているのかとやや呆れながら、袋の中身が気になった。中身はなんだろう、という思考に割り込むように少年の顔に意識が向く。

「あっ」

　杉並区の阿あ佐さヶが谷やで、ユニスたちに情報攪乱クラツキングでちょっかいを出していて捕まった少年だった。少年は街中で熊くまにでも出会ったかのようなぎょっとした顔でユニスを見ると、差し出していた袋をひったくって駆かけてゆく。

「あ、ちょっと、もう……謝あやまれよ」

　ぶつぶつ文句を言いながら、ユニスは少年の落とした小銭を拾う。ぽたぽたと涙なみだするように、アスファルトに黒い滲にじみが刻まれ始めた。うんざりした気持ちになりながら、落ちていた小銭に手を伸のばしたユニスは、固まった。

　小銭に交じって、別のものが落ちている。鈍にぶく光を反射する薬莢が。

「……男の子って、こういうの、好きよね」

　乾かわいた笑いを口元に浮うかべながら拾い上げて、立ち上がって視線を遠くへと放り投げる。少年の背中はまだ見えている。そんなまさか――と思い、ばかばかしいと鼻で笑おうとし、――次の瞬しゆん間かん、ユニスは少年の背中を追いかけて駆けだしていた。頭によぎった言葉が全すべてだった。

　執しつ拗ように、根拠もなく――危ないことはするなと晴は言った。

　走り出してから、傘を置いてきてしまったことに気がついた。けれど、取りに戻もどろうとは思わなかった。

　少年の駆けていくその先に、何か答えがあるような気がしてならなかった。
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　少年が駆けていく方向には新橋駅がある。平日であればサラリーマンでごった返す街だったが、休日の今日は、むしろ近づけば近づくほど人は減っていく。新橋に人気がないわけではなく、有楽町に人気がありすぎるのだ。それでも、ユニスは指先の操作フインガーチツプで少年の背中にマーカーをつけ、見失わないようにブックマークする。一度マークしてしまえばそうそう見み逃のがすことはない。元は、行楽地などで友人とはぐれないようにするためのアプリケーションだ。ユニスはスプリングコートのフードを被かぶって金きん髪ぱつを隠かくす。移民が増えたとは言っても、まだ街中で多いのは圧あつ倒とう的てきに黒くろ髪かみだ。

　角を曲がるたびに少年が振り返っているのが分かった。ユニスは走るのを止めて距離をとり、追つい跡せきから尾行に切きり替かえる。少年も、ユニスが追いかけてきていないと思ったのか、歩調を緩ゆるめて肩で息をしながら路地を奥おくへと進んでいく。ユニスの方はと言えば、一度の深呼吸だけで呼吸も動どう悸きも整えている。少年の全力疾しつ走そうも、文武両道と名高いユニスの身体能力ならば、ウォーミングアップのようなものだった。

　そのまま、少年は随ずい分ぶんと長い距離を歩いて行く。やがて、少年が元築地方面を目指していることに気がつく。

　雨あま脚あしは次し第だいに強くなってきていた。フードの上からでも、雨粒が頭を叩いてきているのが分かる。じわりと服が濡ぬれ、スマートアイのレンズに水すい滴てきが跳はねる。しかし、ユニスの表情が曇くもっているのは、それが理由ではない。

　二〇二〇年に豊とよ洲すへ移転した築地市場の跡あと地ちは、中心部に近づくほどに倉庫とビルが密集した怪あやしげな街並みへと変わっていく。その中心部には文化記念館と呼ばれる施し設せつがあるが、それもほとんど都民の生活に貢こう献けんするような役割を果たしてはいない。元は市場で生計を営む人々の住宅地だった歴史ある区画だ。

　しかし、跡地の開発計画がまともに設計されず、予算が得られなかったために、申し訳程度にこぢんまりとした区の施設をいくつか造るほかに選せん択たく肢しがなかった。余った土地を大小様々な企き業ぎようが好き勝手に買い取った結果、無法者の巣そう窟くつになってしまっていた。

　晴が言っていた危険な場所を例に出すのであれば、ここはその筆頭だ。

　少年が振り返る回数が多くなる。周囲に人ひと影かげがあまりないため、ユニスはより距離をとって追いかけてゆく。視力がいいのが幸いした。マーカーも健在だった。その少年の姿が、ふいに見えなくなった。

「ん？」

　どこか路地に入ったのか、と追いかけるが、マーカーの表示も消えている。

「あれ？」

　通信障害の文字が視界に表示される。ユニスは雨の中で立たち尽つくす。

「ちょっと、どういうことよこれ」

　ふてくされたような気分になったのも一いつ瞬しゆんのことだった。次の瞬間には、自分はもしかして、とんでもなくやばいことに首を突っ込もうとしているのではないかと思い始めた。ポケットに手を突っ込むと、薬やつ莢きようの冷たく硬い感かん触しよくが指先に返ってきた。

　あの袋の中身は拳けん銃じゆうだったのではないだろうか。その疑問は少年を追い始めてからどんどん膨ふくらんでいき、今ではユニスの胸を内側から圧あつ迫ぱくするほどになっている。

　一体どうすればいい――いっそ泣きたいと思った。

　それで何かが変わるわけではないけれど、自分が泣きわめいて疲つかれて眠ねむってしまえるような幼児だったら、と脈みやく絡らくもなく思った。その気持ちを代弁するように、雨脚はどんどん強くなる。
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　江こう東とう区く＝工業特区インダストリ――民間治安維持企業サテライト社、東京支部。

　ドイツの城じよう郭かくを思わせる外がい壁へきには拡張現実映像ＡＲＳＳによる広告が流れている。日本向けにデザインされたその広告――十代の美少女を集めて作られたアイドルグループのメンバーが、煌きらびやかな衣装を身に纏まとい、笑顔で手を振ふっている。遠景をひた走る列車を思わせる速度で流れてくる文句があった。

『都市治安の維持はサテライト社にお任せを！』

『防犯用無料フリーアプリケーション配信中！』

『怪しい人を見たらお知らせ下さい！　専門家スタツフが迅じん速そくに駆けつけます！』

　門もん扉ぴが開き、敷しき地ち内ないから、水みず溜たまりを蹴散らしながら装輪装そう甲こう車しやが走り出てくる。赤いランプを灯ともらせて、サイレンを鳴らしながら走ってゆく。待たい避ひ信号を受信した周囲の無人車が、自動的に緊きん急きゆう車両たる装甲車が走るための道を空ける。ばちばちと車体を叩く雨脚は、段々と強くなってゆく。

　その敷地内――一見して、ガラス細工を連想させる見み栄ばえの巨きよ大だいな建物。それがサテライト社、東京支部の建屋だった。神しん殿でんを思わせる柱には、外壁と同じくアイドルの姿と宣伝が、透とう明めい感溢あふれるデザインで流れてゆく。正面、ガラス張りの壁へき面めんには、世界中のニュースや、防犯アプリケーション、警備・警護サービスの宣伝広告が所ところ狭せましと敷き詰められている。

　移民政策によって人種のるつぼと化し、世界都市メガシテイへと発展した東京の治安を守る組織であることを象しよう徴ちようしている――モザイク柄がらに染まりながらも、歴史によって連綿と積み重ねられてきた様式美とでも呼ぶべき骨組みを、決して外れない建物だった。

　その内部――ロビーエントランスを滑すべっていく赤い長ちよう髪はつの少女＝白鳥歩と、それを追う少年＝晴の姿があった。

「どうして俺おれなんだよ」

　眉み間けんに皺しわを寄せた表情で晴が言う。歩は雨粒を目で追うような、すました顔で滑ってゆく。長い髪をゴムでとめてサイドに下ろしている。靴くつ底ぞこのローラーが脳からの信号を受信し、ジャイロでバランスをコントロールし少女の身体を運んでゆく。少女は忙いそがしげに書類に目を走らせる。周囲には拡張現実ＡＲＳＳによる仮想ディスプレイが表示され――少女の高速度指アーリーフイ動操作ンガーチツプで目まぐるしく消し飛ばされてゆく。街中で、株式や為替の取引トレーデイングを行っている人間の動きを彷ほう彿ふつとさせる手て馴なれた仕事ぶりだった。

「先輩、俺の話を、」

「しつこいなあ」

　ローラースケートを踵かかとでキック――くるりと反転し背面バツクで走行――まるで背中に目がついているみたいに、ロビーを歩いていく人をひらりひらりと避よけていく。実際に、歩には背後が――背後どころかロビー内の全て、社屋内の全てが同時並行で見えている。ネットワークに接続した視覚デバイスカメラさえあれば、軍事用の超ちよう高こう度ど脳内デバイスを積んだ歩に、見えない場所は存在しない。

「そんなに学校が嫌いやなの？」

　歩は二つの目で真まっ直すぐに晴を見た。その視線を少しも動かすことなく、指の動ブラインドフイきだけンガーチツプで事務処理を次から次へとこなしていく。駆けてきた事務員が書類を差し出すと、その書面を肉眼で見もせずにさらりとサイン――押し返す。事務員も歩のその態度に慣れた様子で、サインを見ると満足げに帰ってゆく。その間、晴から目は逸そらさない。

「嫌ってわけじゃあ……」

　周囲の会話――樹脂拳銃ポリガンの流通経路や、情報麻薬の取り締まりについて、日本の警察機構がどうのと重たい空気を空から元げん気きで笑い飛ばすような空気の中、歩と晴の会話だけが浮いている。学校に行きたくないとだだをこねる弟を窘たしなめる姉、といった風ふ情ぜい。周囲の人間も二人のやりとりを見慣れているのか、昼休みにバラエティ番組を眺ながめるような笑えみを浮かべて側を通り過ぎる。

　歩は晴の表情を見て、肩をすくめた。

「任務をこなす自信がないわけだ」

「潜せん入にゆう任務なら俺よりも適任がいる。それこそ、燈華の方が慣れてたはずだ」

「自分は粉ふん塵じんを撒まき散ちらして凶きよう悪あくな過激派武装勢力相手にドンパチやってたほうが気が楽だ、と言いたいわけだね」

「俺だって、護衛はできる。ただ、適材適所って、言うだろ」

　晴がふてくされたように言う。

「先輩だって知ってるだろ。中央アジア自治区に赤十字が派は遣けんされて、俺が行程を指揮したときとか、ナイジェリアの市民選挙のときとか、それから、」

「もちろん全部覚えてます。命令したのは私だもの」

「だけど、」

「女子高生と一緒に学校に通うのは嫌なの？　どうして？　何が違ちがうの？」

「俺以外に適任がいる」

「自治区や選挙では、自分が適任だったという自負があるわけだ」

　晴は頷うなずいた。実際、その通りだと思っていた。過去の作戦で、自分よりもうまく動ける人間はそうはいまい、と思えたことは幾いく度どとなくあった。そのことは歩も知っているはずで、だから――この訴うつたえは正当なものだ、と晴は思っていた。

「たかだか四年程度――部下を持ってからは一年と半分かな？　その程度の経験で、適性や適任を判断できるほどの判断力が自分にあると思っているわけだ」

　逃にげ場ばのない、真っ直ぐな瞳ひとみが歩から向けられていた。思わずたじろぎそうになる。

「そういうことを言いたいわけじゃあ、」

「じゃあ私の采さい配はいにどんな不満が？」

　ぎりっと奥おく歯ばを噛かみ締しめる。不満は、あった。だから大人しく引き下がる気にはならなかった。

「おかしいだろう。今までテロリスト相手に戦ってきた人間に、いきなり平和な国の高校に通って同級生を守れって命令が下って、その采配に疑問を感じないとでも思ったのかよっ」

「……最初からそう言えばいいのに。適材適所だとか適任だとか言われたら、まるで学校に行きたくないみたいに聞こえるじゃない」

「だから、嫌ってわけじゃないって、言ったじゃないか」

　歩は溜ため息いきをつくと、指の動きで新しい仮想ウインドウを表示した。それを晴に投げて寄よ越こす。

「今朝、私のところに届いた調査結果。先進国で開発された高度な情報アプリケーション、サービス、ネットワークインフラが、発展途上国に輸出されていることを示唆する流通経路図」

　晴は、胡う散さん臭くさそうな顔をしてそれを見る。

「何か、難しい話をしてごまかそうとしてないか」

「いーえー、そんなことないよー。そんでこっちが、日本が世界各国から物資を輸入している流通経路図」

　もう一枚の仮想ディスプレイが手て渡わたされる。

「重なるでしょう？」

「当たり前だろ」

「じゃあもう一枚」

　再び、世界地図の縮小版を歩が表示し、渡してくる。それも何かの流通経路図のようだった。血管のように世界地図上に表示された脈流が、日本の輸出入を示す経路と重なる。

「この三枚目は、なんの地図なんだ」

「サテライト社の調査班が、各国からの報告結果を元に作り上げた、兵器密売業者の取引の、流通経路図の予測」

　晴が、地図から顔を上げる。

「それって、」

「さて、この三つ目の経路図で日本から伸びている網あみ目めは、果たして輸出でしょうか輸入でしょうか」

「……どっちなんだよ」

　歩は首を横に振る。

「それを調べるために、わざわざ私たちの部隊が呼ばれたんだよ。さて、ここまで話せば、晴くんにわざわざ高校に通ってもらって、榊ユニスちゃんを護衛してもらっている理由も察してもらえるかと思っているんだけど」

　晴は、数秒あっけにとられたような顔で歩を見ていた。そして、むくれたような表情になり、手で仮想表示された地図をくしゃりとまるめるとハンドクラツチ、ぽんと投げて返信かえした。

「何者かが、この街で何かを企たくらんでいる。そして、榊の能力がそれに利用される可能性が高い」

「そういうこと。少なくともこれだけ大規模な密売市場が確立されようとしている背景に、あの会社が絡んでいないわけがない。当然、ユニスちゃんのような存在を利用することを望んでいるだろうし、この街に住む上での安全性が保証されない限り、護衛任務が優先的な事じ項こうであるのもまた道理、ってわけだよ。……でもまあ、そういう理り屈くつを抜ぬきにしても、今回の作戦で晴くんに知ってもらいたいことがもう一つ、あるんだけどね」

「なんだよ」

「それは、」――歩が口を開いたそのとき、二人の脳内に無線通信の呼び出し――燈華から。

《申し訳ありません――緊急事態です。護衛対象である榊先輩のネットワーク上における位置情報が消失しました》
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　立ちすくんだ。晴は硬こう直ちよくする――自分は何をすればいい。

　なぜ硬直したのか……分からなかった。銃じゆうを向けられたわけでもないのに狼ろう狽ばいしている自分の姿に気が付いた。

　なぜ――答えは、分からなかった。

《燈華》歩が動いた。無線を燈華に飛ばす。《ユニスちゃんの位置自体は、見失っていないんだね？》

《見失ってはいません。しかし、紫電式兵装がなければ見失っていたかもしれません。現状、榊先輩の姿を視覚デバイスを通して見ることができなくなっています。周囲の視覚デバイスに、強力な被覆補正マスキングがかかっているみたいです。また、民間の衛星通信も阻そ害がいされていますね》

《なるほど。肉眼では追いかけられる？》

《可能ですが……》

《能力を使ったままのほうが的確なのだと判断したなら、そのままでいいよ。現場の判断に任せる。ただガス欠だけは気をつけてね。燈華の能力ソナーは消しよう耗もうが激しいんだから。すぐに晴くんをそっちに向かわせるから、何かあったらすぐに動けるように、周辺警けい戒かいを怠おこたらないで》

《はい》

　通信を終えて、歩が晴の方を見た。

「すぐに現場に向かう」

　晴は歩に向かって押おし付つけるように言う。さっきまでの発言に比して、燈華に対して指示の一つもできなかったために、きまりが悪く感じていた。

「ちょっと待って」

「……なんだよ」

　歩が近付き、逃げ出すように立ち去ろうとしていた晴の腕うでを掴つかんだ。

「ユニスちゃんがいなくなったときのことを、想像できた？」

　どきりとした。無意識に腕が跳ねるほどの動どう揺よう。

　どうして先輩は――まるで俺のことを、手のひらの上で転がすみたいに。

「それを、知って欲しかった」

「どういうことだよ」

「今まで、もしも作戦に失敗したら。もしもこの人を守れなかったら。そういう風に考えたことはある？　……あると思うんだ。それはね、その未来を初めから想像できてたからなんじゃないかな。この作戦が終わっても、次の戦場に行くだけだ。そう、考えていたんじゃないかな」

　それは、そうだ――と晴は思う。

　一番長い時間を共にし、多くを吸収したコンラッドでさえ、目の前からいなくなったとき、晴が考えたのは次の戦場のことだった。燈華がいなくなったとしても、その考えは変わらない。燈華がいない戦場で戦うことを恐おそれたりはしない。

「私がいなくなったら、きっと、晴くんはすごく困ると思うんだ」

　言われて――初めて気が付いた。

　しかし、その想像をすぐに否定した。

「ちょっと待てよ。先輩は、どこかに行く予定でもあるのか？」

「ずっと一緒にいられる保証は、ないんだよ」

「言っておくけどな、」

　歩を守るのは自分だ。だから、死ぬときは自分が先だ。だから、歩は一人になるかもしれないが、自分が一人になることはない――その、晴が信じて疑わない行動指針を、口にしようとした。

　それに、被せられた。

「私はきっと晴くんより先に死ぬよ」

「……ちょっと待ってくれよ」

「それが、晴くんにユニスちゃんを守って欲しい理由でも、あるんだよ。いなくならないで欲しい人は多いほうがいい。なぜなら、大切な一人がいなくなってしまったとしても、他の人のために生き続けようと思えるから。晴くんは、自分にとって大切な人が増えないほうがいいと考えるところがあるよね。でも、それは間違いなんだよ」

　歩が手を離はなす。そしてその手を、晴の胸に翳かざし、とん、と押した。反動で、するりと歩の身体が滑った。距きよ離りが開く。手を伸ばせば届きそうで、けれどいつまで経っても近づけない、そういう距離だった。

「さ、いきな。燈華が、……ユニスちゃんが待ってるよ。君はもう少し自分を大切にしたほうがいい。自分を大切にしないで誰かを大切にしようっていうのは、ただのエゴだからね。強くなりたかったら、自分を犠ぎ牲せいにしなくたって、しっかり守れるようになりなさい。残される人のことを、もっと考えなさい」

　踵を蹴った――歩はくるりと回って、事じ務む棟とうへ登るエレベーターの方へ滑っていってしまう。

　晴は舌打ちする。

　――その理屈で言ったら、一番のエゴイストは先輩じゃないか。

　胸中で吐はき捨すててから、晴はふっと表情から力を抜いて、天井を仰あおいだ。

「まあ、分かってたことか」

　口に出したら、少し楽になったような気がした。

《燈華。八分で行く。榊を見失うなよ》

《もちろんです》

　晴は脳内デバイスからサテライト社のサーバにアクセス。緊急出動用の二輪車及および無人機動の軽装甲ロボットの使用申請を出願――コンマ四秒で受理され、許可が下りた。同時に日本の道交法に準じゆん拠きよした運転スキルをダウンロード、インストール開始。

《お待たせ致しました。エンジンは温まっています》

　機械音声ボイスロイドによるアナウンスと共に、六つ脚あしの軽装甲ロボットが強きよう靭じんな前足で１０００ccの大型自動二輪――ホンダ・Varaderoバラデロの復刻モデルとヘルメットを運んでくる。ひらりと跨またがる――同時に運転スキルの脳内デバイスへのインストールが完かん了りようする。

　視界補正が始まり、道路標識がくっきりと視野角内にて強調されて、浮かび上がる。

「行くぞ」

　車体が生体認証を行い、空木晴本人であることを確かく認にん――自動でロックが解除され、電動水素バッテリーエンジンが始動。

　スロットルを開ける――同時に、交通制御機構トラフイツクギアを通じて周辺道路に緊急車両が通行するという情報が送信される。ＣＣＳの管理下にある無人走行車が晴の走行路をあけるための準備に入る。

　静かに、なめらかに滑り出す――電動エンジンの得意とする瞬間加速――オフロードも走行可能デユアルパーパスな設計であるものの、オンロード指向の強い調整の成された車体が唸うなるような加速――晴の全身を包つつむ生体回路が体幹制御。圧倒的な加速で路面を削けずるような転回――路上に飛び出し、その背中を六つ脚の軽装甲ロボットが追つい随ずいした。

　電動エンジンによる加速の最中、水冷４ストロークＤＯＨＣＶ型２気き筒とう型のエンジンが始動を始め、切り替わるハイブリツド――馬の嘶きそのもの――高出力のエンジンによる加速で前輪が持ち上がる。

　走行中の晴の脳内に無線通信で声が届く――燈華から。

《先せん輩ぱい》

《なんだ》

《少々、お尋たずねしたいことがあるんですが》

《なんだよ、改まって》

　逡しゆん巡じゆんするような間があり、燈華が言葉を口にする。

《今回の任務について、先輩はどうお考えですか》

《また随分とタイムリーな話題だな……》

《白鳥先輩とそういう話を？》

《まあな。それより、一体どうしてそんなことを》

《はっきり申し上げますと、戦せん闘とう狂きようの先輩に、学園都市の高校生を演じるなどという護衛任務は似つかわしくないと思いまして》

　晴は溜息を隠せない。事実――ハンドルバーを握る両手が、疼うずいていた。

《まさしく、そういう話をしてたところだよ。結論としては、はぐらかされたような気はするけど、俺はひとまず納なつ得とくした。この街には、俺が戦うべき敵がいる。その敵の狙ねらいが榊なのであれば、それを守るのは俺の仕事だ》

《命令だから。その命令に従うのに、不満はない、と》

《そうだ》

《命令という言葉さえあれば、納得してしまえるんですね》

《何が言いたい？》

《もしも歩先輩に、「榊ユニスを殺せ」って命令されたら、実行できますか》

　晴は顔をしかめる――その一瞬の間の中から、燈華がどれだけの情報を読み取ったのか、晴には分からない。

《それが命令で、必要な措そ置ちなら、な》

《本当に、実行できます？》

《しつこいな。やるさ。それが先輩の命令なら》

　決然と言った。

　その決意の裏側で、先ほど歩の命令を懐かい疑ぎしていた人間の口と同じ場所から出てきているとはにわかには信じがたい言葉だ、と晴は思った――自分自身のことのくせに、他人ひと事ごとだった。面めん倒どうなものを手放すことを決めた――そういう意味での決然とした言葉だった。そうでなければやってられなかった。

《ほんと、先輩ってめんどくさい人ですよね》

《悪かったな》

　ユニスと同じだ、と思う。ユニスが怒おこっていたように、燈華も、晴に対して怒っているらしかった。しかし、何に対して怒っているのか、晴には分からない。女って奴やつは、と悪態をつきたくなる。うかつな思考が言語化して無線通信に乗らないように、細心の注意を払う。

《ええ、とっても。いつも迷めい惑わくしてます》

《……お前だって、人のことは言えないだろう》

　燈華がますますふくれるのが分かるようだった。

《先輩、もう一つ聞きます。全部放り出して、旅に出てしまおうかなんて、考えたこと、ないですか》

《は？　いきなり何だ？》

《守らなくちゃいけない人も、家も場所も、街も、国も、何もかも放り出して、旅に出たいって、そういうことを考えたことは、ありませんか》

《おい、一体なにを、》

《いいから答えてください》

《……上司として、同どう僚りようとして聞くが、それは作戦に必要なことなのか》

《作戦に必要なことです。私が空木晴の部下として榊ユニスを護衛するのに際し、聞いておかなければならないことです》

　送られてくるのは声だけだったけれど、その狙そ撃げき手しゆ特有の鋭するどい瞳が自分を射い貫ぬいているような気がして、薄うすら寒さむい思いを感じた。晴は、ぎゅっとハンドルを握りしめて、答えた。

《ないよ》

《どうしてですか》

　鋭かった目が、いつの間にか、泣きそうな子供の目になっているような、そんな声。やはり女はめんどうくさい、と晴は思う。そんな声を出されたら、決意が揺ゆらぐ。ネクタイを結び直すような面おも持もちで、晴は無線に言葉を乗せる。

《俺が白鳥歩の部下だからだ。俺が戦う理由は、俺を救ってくれた白鳥先輩の意志に賛同するからであり、俺がそうやって旅立つときは、先輩が世界を平和にした後だからだ。だから俺は、今、目の前にある困った事態をほっぽり出して、逃げ出したいと思ったことなんてない》

《……先輩は、……ずるいです》

《悪かったな》

《そうやって開き直るの、やめてください》

《じゃあ、どうしろってんだ。……逃げたいのか》

《いいえ。私が空木先輩の部下である限り、逃げたいと思ったことは一度もありません。ただ、めんどくさくて卑ひ怯きよう者もので自分の悪行に全く気が付いていない、ＳＩＧってんじゃねえのかと本気で頭の出来を心配したくなるくらいの大バカヤロウなどこかの誰かさんに、万が一にも土ど壇たん場ばで逃げ出されたりしたら部下として大変困るので、聞いてみようと思っただけです。別に、私が逃げ出したいような心境になっているなんてわけじゃあありません》

《おい、お前、》

《とっとと来て下さい。恐らく付近に敵がいます》

《……本当に、お前、大だい丈じよう夫ぶなんだな。いきなり味方の頭を撃ち抜かれたりしたら困るぞ》

《まともに料理の一つも作れない先輩に、身体整備ボデイケアの心配をされたくありません》

《……そうだな》

　言わないでおいた――身体整備ボデイケアの問題じゃない。精神整備メンタルケアの問題だ、ということは。

　スロットルを開ける――甲高い音を響かせて、晴はさらに加速した。
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　銃声が聞こえた。

　すぐそこだ――ユニスの足が凍り付いたように固まりかける。

　自分の周囲で、一体、何が起きているのだろうか、と目の前に茫ぼう漠ばくと広がる街の景色に向かって問いかける。

　――知りたくはないですか。

　式典会場で会った少年＝河西裕樹の言葉が蘇よみがえる。

　ユニスは駆け出した。この眼で見て確かめるだけだ。誰だれが何のために何を以もつて、何をしようとしているのか。それをこの眼で確かめるだけだ。ユニスはスマートアイのつるに触ふれる。雨がばしばしと全身を叩たたく中、視界の録画モードをオンにする。

　決定的な何かを見るだけでいい。あとは全速力でこの場を離れて、見た物を、録画したものを警察へ持って行けばいい。

　そう思い、ユニスは、空気を叩く強烈な音――雨を切り裂くような銃声の方へと走ってゆく。

　銃声が――二度、三度と鳴り響く。

　ユニスの心臓が跳ねるように音高く鼓こ動どうを繰り返す。角を曲がる。倉庫の屋根が連なっているのが見えた。その一つ――窓が開いている。水溜まりを避けながら、足音を立てないように倉庫へと近づく。春だというのに、雨は、バケツをひっくり返したみたいな強さになっている。そして、窓から倉庫の中を覗のぞき込こもうとした、――そのときだった。

　ばちゃっ――背後で、水溜まりを強く蹴るような音がした。

　激しい雨が耳に蓋をするように、世界に響く音が鈍くなっている。けれど、そのばちゃっという音だけがいやにはっきりと聞こえた。ユニスは振り向く。

　男が立っていた。背が高く、彫ほりの深い顔に刻まれた表情がどんな色をしているのかは分からない。抱かかえるほどの大きさの黒いケースを肩から下げている。その黒く四角いケースに片手を添えて、もう片方の手には拳銃が握にぎりしめられていた。そして、睨にらんだだけで罪人を射殺せそうな、断罪の色を瞳に宿していた。重苦しい空気に息が詰まりそうだった。

「殺してもいいという命令だ」

　ぽつりと男が言った。雷雲を見上げるような、低く轟とどろく声だった。その男の言葉の意味が、ユニスには分からなかった。ただ、ユニスの視線が、男の目と、握りしめられた拳銃との間を行き来した。

　殺すって――あたしを？

　そのとき、ユニスの目の前にあった倉庫の鉄扉が威勢良く開けられ、一人の少年が扉をくぐって外に出てきた。ばちゃりと、濡れた地面を蹴って、イライラとした声で少年はぼやいた。

「やれやれだ。こんなゲストを連れてきてしまうなんて」

　現れたのは、チェス大会で会った少年――河西裕樹だった。
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　倉庫街の一角で、晴は燈華と落ち合った。

「いま、ここから三〇〇メートルほど離れた場所にある倉庫で、何者かが榊先輩と接せつ触しよくし、話をしています」

　燈華が呟つぶやいた。その全身が、薄うす紫むらさきの燐りん光こうを放っている。全身をソナー化させて、ユニスの居場所を感覚しているのだと分かった。

　晴は、視界に、通信状じよう況きようを視覚的にモニタリングする視層レイヤーを重ねた。自分たちの立っている場所は都市内の通信量とほぼ変わらず、活発に通信の交わされる赤色で表現されているが、数メートル進んだだけで、ぷっつりと通信の届かない青色の領域になっていることが分かる。

　その青色の地区一帯は、電波による通信が何者かによって妨害されていた。近距離でローカルな通信を行うことは可能だが、離れた場所――ユニスへ通信を飛ばしたりすることはできない。試しに晴は脳内デバイスを介かいしてユニスの位置情報を走査してみるが、その現在地を確認することができなかった。通信を妨害されている空間の内部に、ユニスがいる。雨で視界も悪い中、燈華の能力が頼りだった。

「コンラッド・ファズも、すぐそばにいるようです」

　晴はバイクに跨ったまま、頷いた。晴の装備――岩をも砕けそうな大ぶりなグローブと、ブーツ、それにサテライト社の防弾ジャケットとゴーグル型のスマートアイ。

　戦争にでも行くような出で立ちだった。

「俺が突とつ入にゆうする。いつも通り、燈華はバックアップを頼たのむ」

　頷きつつも、燈華は納得のいかない顔をしていた。

「どうした」

「いえ」

　燈華はしばらくの間、じっと地面を睨んでいた。しかし、顔を上げて、晴を見て、言った。

「白鳥先輩は、私だけだと言っていました。……空木先輩が、気を張らずに話せる相手は、私だけだ、と」

「……ああ、そうかもしれないな。それがどうかしたか？」

「どうして、……どうして先輩たちは、そうなんですか。お互たがいのことを隅々まで理解しあっていながら、どうして他人行儀ビジネスライクでいられるんですか」

「都合がいいから。合理的だから、かな。お前だって俺に敬語で話してるじゃないか」

　燈華は、かっと、燃え上がるような顔をした。

「先輩が、優やさしすぎるからじゃないですかッ」

　晴は、驚おどろいた表情で燈華を見る。燈華の頬ほおが雨に濡れている。その瞳がふやけたように歪ゆがんだ。

「私は、先輩のことを知ってます。めんどくさい人だって知ってます。白鳥先輩は、絶対に誰かになびいたりしない。その姿に憧れているから、空木先輩も、いろんな人と距離を置くんでしょう？　榊先輩や、篠しの原はら先輩に対しても、線を引いているんでしょう。それはいいと思います。でも――」

「俺たちは、いつどこで死ぬか分からない。だから、いつでも一人で生きていける、そういう覚悟が必要なんだ」

「だから、必要以上に踏み入らないようにする。そういうことですか」

　晴は頷く。燈華の言う通り、晴は歩に憧れている。生まれて初めて自分を守ってくれた相手なのだから。そこから今の今まで、一度も晴を裏切らなかった人間だから。

　だからこそあえて。晴は歩と距離を保たなければならないと思っている。そうしなければ、きっと歩に近づこうとしすぎて、かえって迷惑をかけてしまうと思うから。

「その姿勢スタンスを変えるつもりは、ないんですね」

「ああ」

「榊先輩に、私たちの正体を、任務の全すべてをばらさなければいけなくなったとしても、その姿勢は変えないんですね。先輩はみんなを守るために、みんなのために動ける人間でい続けるために、白鳥先輩も、榊先輩も、仕事の相手以外の何者でもないという姿勢を変えないんですね」

「ああ。あくまで、俺は身を削るべき兵士であり、榊は守られるべき護衛対象だ。それでいいんだろ」

「はい。……それなら、私はそれを信じます。私は今まで通り、先輩にとって、一番身近で都合のいい人間でい続けることにします。私は先輩の後方支援ですから」

　燈華はケースからライフルを取り出して、晴に背を向けた。

「もう、大丈夫か」

　燈華は肩越しに振り向いて、晴に向かって微ほほ笑えんだ。

「ええ、大丈夫です。確認を、したかっただけです。――そう、もう、大丈夫。私は先輩と違って――壁が高く分厚いほど、燃えるタイプですので」
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「入りなよ」

　裕樹が倉庫内にとって返す。

　倉庫内は一抱えほどの大きさの無電極ライトで照らされていた。雨雲のせいで外のほうが暗く感じるほどで、ユニスがかけていたスマートアイが光量補正を行う――すぐに眼が慣れる。広さは体育館ほどもあった。

　スーツ姿の人間が十人ほど――いずれも大人だったが、そのいずれもが、裕樹の一挙手一投足に緊きん張ちようしているような面持ちだった。そしてそのさらに奥おく、そして左右――見渡す限り、壁を形成するように、堆うずたかく箱が積まれている。箱が作り上げる影かげは濃こく、その影からぞろぞろと敵が現れ、増え続けるのでは、という妄もう想そうにとらわれる。

　裕樹は倉庫の中心に立った。裕樹自身もスーツ姿で、その表情はいかにも商談中だったとでも言いたげだった。

「……あっ」

　裕樹の足あし下もとに、ユニスが追っていた少年が横たわっていた。荒い呼吸と身じろぎが見える。血液が、押し花を散らしたように咲いている。

「死んではいないよ。殺すつもりだったけど」

　裕樹の細い目が、ユニスを真っ直ぐに見た。裕樹はその手に握っていた拳けん銃じゆうをユニスに向けて、引き金を引いた。びくりとユニスの身体からだが跳はねる。銃声は、ない。

「……空っぽだよ。こいつがいきなり突入してきて、乱射した。まあ、一発も僕ぼくらには当たらなかったけどね」

　裕樹は、なんでもない、という風に、残弾の空になった拳銃を投げ捨てた。ユニスは、背後の男――刈り上げた頭で威嚇するように屹きつ立りつしている男を振ふり返かえる。男もまた、握っている拳銃をユニスへと向けていた。その中身も空っぽであるという保証はない。――逃げ道は、ない。

「取引中だったんだ。物ぶつ々ぶつ交こう換かんのね」

「何を、」

「これさ」

　裕樹が人差し指を伸のばして、右手に拳銃の形を作った。

「武器。弾だん丸がん一つから取り扱ってる。このガキが持ってたみたいな安物じゃないよ。正真正銘、確実に人を殺すために作られた銃だ」

　ユニスの顔を見て、裕樹はさらに言葉を重ねる。

「どうしてかって？　儲もうかるからだよ。プログラムの開発現場を求めている紛ふん争そう地帯の人間に、プログラムやアプリケーション、その他回路やデバイスを売り、代わりに兵器を買う。今度は、管理された都市内で兵器を欲する贅ぜい沢たく者に、その兵器を高値で売りつける。そうして作り上げた商流パイプが次の商売になるってわけ」

　裕樹は、倉庫の中央に置いていた椅い子すに腰掛ける。机があり、紙とペンがある――昔ながらの取引風景だ。

「君、行動制せい御ぎよプログラムって知ってる？　……ああ、知ってるって顔だね。そのプログラムで君は実際に被害に遭っているはずなんだけど」

「どうして、」

「あれ、僕が指示したことだから」

「あなたが……？」

「チェス大会とか、それ以外にも才能ある若者を探す方法は山ほどある。そういう奴らをピックアップして、邪じや魔ましておくんだ。情報麻薬とか、金とか、適当なものを適当な奴らに握らせて、こいつらの邪魔をしろってね。もちろんそれを命じられた本人は、誰に命令されたのか、なぜ自分が名前も知らない赤の他人の邪魔をしようとしているのかも分からない。それすらもプログラムで制御する。まあ、時々さっきの奴みたいな紛まぎれが起こるんだけどね。勘が良くて、自分で調べて僕に辿り着いてしまうような奴が」

　裕樹は、人をチェスの駒こまのようなものとしか思っていない言葉遣いだった。

「で、なんでそんな話をしたかってさ、もしかしたら君が興味を持ってくれないかなって、思ったんだけど。ごめんね、僕って話したがりだからさ。こっち側にきて協力してくれるなら、見逃してあげてもいいよって話なんだけど」

「そんなこと、」

「うん。君が僕に賛同してくれないってことは、まあ、分かってた、うん。……だから言わなくていい。一局手合わせしておいてよかったよ。君はあまりにも有能すぎるから。それにどういうわけか、優ゆう秀しゆうな護衛がついているしね」

　裕樹が手を掲げると、空中に拡張映像で顔写真が表示された――二つ。

「……空木？」

　もう一つは、式典会場で会った少女――名前は、白鳥歩。

「なぜか君は頭脳、運動能力ともに優れ、そしてなぜか民間の治安維い持じ企き業ぎようの人間からマークされている」

「民間の……？」

「そう。彼かれは、民間治安維持企業、サテライト社に所属する戦せん闘とう技術の専門家だ」

「じゃあ……」

「僕の調べが正しければ、彼は君の命を狙うのではなく、君の命を守るためにこの東京にやってきたんだ。……どういうわけかは分からないけどね。いずれにせよ、そんな風にして守られなければならない才能を持っている人間が、僕の将来の邪魔にならないわけがない。だから、君は危険だと判断せざるをえなかった。今のうちに、早急に抹殺しておかなければならない」

　待って――待って、待って、待って――ユニスは、硬直しそうになる頭で必死に裕樹の言葉を反はん芻すうする。

　空木は傭よう兵へいで――あたしを守るためにやってきた？

　自分の才能の理由――由縁――そんなこと、あたしが聞きたいくらいだ。

　しかし、少年の声は無情に響ひびいた。

「コンラッド、彼女を殺せ」

　――ちょっと、待って。

　ユニスの体が凍り付く。何を言われたのか、分からなかった。

　そのとき、腹の底を抉えぐるような低い音が外から聞こえた。雨音を割って近づいてくるエンジン音。一気に距離が縮まる。そしてその音の塊かたまりが――倉庫の窓を叩き割って飛び込んできた。積んであった箱を爆破でもするように吹き飛ばして、巨きよ大だいな鼓動の塊かと思うような影が、飛び込んできた。

　――薄紫の稲光に見えた。

　それは一いつ瞬しゆんの出来事だった――投げ捨てられたように吹っ飛んできたバイクの巨体が、集まっていた男たちを吹き飛ばした。裕樹が腕で顔を覆う。もうもうと煙けむりが立ち上り、雨の匂においが倉庫に雪崩れ込んでくる。

　バイクから飛び降りた影が稲光のように地を這はい、ユニスのすぐそばを駆け抜けた。そうして稲光はコンラッドと呼ばれた男に迫る。

　稲光が身体を回転させながら上段に蹴けりを放つ――コンラッドの持っていた拳銃を弾き飛ばした。跳ね上がった拳銃は、天てん井じようの無電極ランプの一つを粉々に砕いて落下する。倉庫に、ガラス片の雨が降る。

　コンラッドが大きく跳ちよう躍やくし、距離を取る。倉庫の入り口を背に立った。

　稲光――そう思っていた人ひと影かげが、立ち上がる。短髪にゴーグル型のスマートアイを装着していた。分厚い黒のミリタリージャケットとカーゴパンツ、そしてごつごつとしたグローブと、ブーツを履いている。ジャケットには、サテライト社のマークが刻まれており、その全身が、薄い紫色の燐光に包まれている。

　人影――少年は振り返って、ゴーグルを外した。そこに見慣れたクラスメイトの顔を見た。ユニスは、その名前を呼んだ。

「空木……晴……」
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「撃ち殺せッ!!」

　少年――裕ゆう樹きが叫さけんだ。

　大人たちが抱え上げた機関銃が一いつ斉せいに火を噴いた――狙いは晴はると、ユニスだった。

　晴は疾しつ走そうする――紫し電でん式しき兵へい装そう――強化された肉体と、それを包むボディスーツに仕込まれた生体回路が脳内デバイスからの信号を増ぞう幅ふくする。

　素す早ばやくユニスを庇かばう位置へと移動――体の周囲に展開された磁圧の防壁で弾丸を弾き飛ばす。ユニスの足下で弾丸の嵐あらしがばちばちと爆はぜ、耳元を風切り音が通過する。

　悲鳴が上がる――ガンッ、ガンッという着弾音が鳴るたびに――機関銃を持っていた男が一人、また一人と倒たおれる、転がるように逃げていく。

　外からの狙そ撃げきだった。燈とう華かの援護だということはすぐに分かった。

　小気味よい狙撃の嵐が敵の集団を襲おそう。

「無事か」

「ね、ねえ空うつ木ぎ、これ一体どういう、」

「あとで説明する。舌噛むから口閉じてろ」

「ね、ねえ！」

　晴は跳躍する――肩でユニスの悲鳴――バイクで開けた大穴へ向かって一直線に。《晴くん！》脳内に響いた無線通信＝歩あゆむから。

　晴は空中で姿勢を変え、着地と同時に、壁伝いに倉庫の奥へと走る。背後、目の前、足下、という具合に、着弾。晴の動きが予測されているという前提から放たれた弾丸を、さらに予測して回避する。

　倉庫の入り口に陣じん取どっていたコンラッドは、持っていた黒いケースを手放していた。その代わりに、右手に薄紫の燐光を携え、頭蓋骨よりもなお巨大な拳銃を握りしめて、掲げていた――紫電式兵装だった。ただし、晴とは能力が大きく異なる。その得意とする武器も。

　紫電式兵装――拡張された脳の電気信号を応用して発現される能力の総そう称しよう。

　コンラッドの足下に、ケースが転がっている。そこから取り出した――手にしている兵器――七門の砲口を持つ、ばかげた見た目と大きさの電磁式拳銃。

　コンラッドの胸元には、機械の心臓とでも呼ぶべき箱がベルトでくくりつけられていた。あたかも、機械に寄生され、自らの意志とは関係なく戦いのみを求める人形ロボツトと化したようにも見える。

　合成獣キメラのように醜く砲門が連なった巨大な拳銃――そこから伸びたケーブルは腰のバッテリーへと繋つながっている。解き放たれた獣が激しく毛を逆立てるように、砲身からは放電による火花が散った。

　晴は空中で腕を翳した。薄紫の燐光を纏まとった拳こぶしが、飛んできた弾丸を空中で弾き飛ばす。防ぐというよりは、受け流すような動きだった。

　晴は倉庫を横断――それを追いかけて弾丸が倉庫を縦に切り裂く――敵も味方も関係なく、無差別な脅威がまき散らされる。

　一発でもユニスに当たってしまえば――その想像すらも振り払い、回避に徹する。

　コンラッドは七門一体の拳銃を両手で半分に割った。それぞれに、新たな持ち手と引き金があらわれた。三門と四門に分かれた合成銃じゆうを掲げ、交こう互ごに連射――放たれた弾丸が、曲線を描えがいて飛んでくる。晴は燐光を放ちながらユニスを抱えて壁へき面めんを疾走――駆け上る――肩で悲鳴――強化された肉体による曲芸を、湾曲した軌道を描く弾丸が追いかけてくる。

「相変わらず、化け物みてえな銃、使いやがってッ！」

　壁のコンクリートが粉を噴くように弾はじける。飛んでくる弾丸――円盤状に加工されたそれが、コンラッドの手にする拳銃から電磁加速により射出――軌道計算により、湾曲する軌道を描いて飛ぶ異質な銃じゆう弾だんが牙を剥むく。

　積荷パレツトを粉砕し、窓ガラスを砕き、倉庫の柱を、天井の梁はりを、無電極ランプを、撃ち砕く。ばかげた口径から射出される弾丸がときおり晴やユニスの付近を通過――晴は磁圧を纏った拳で弾丸を殴り飛ばし、弾き返す。一歩誤れば、自分たちの頭蓋も積荷のように無残に破は壊かいされる未来が待ち構えている。

　そして、壁を駆け上がった晴は天井を蹴って急降下――着地する。

　コンラッドは再び拳銃を分解――二門と五門――左ひだり腕うでの二門であさっての方向へ射しや撃げきしつつ、五門の火線が晴を襲う。

《うわっ》――晴の脳内に燈華の悲鳴――二門の拳銃で、コンラッドが外にいる燈華に対しても攻こう撃げきを行っている。晴は舌打ち――反撃できない。

　外でガチン、ガチンと金属同士がぶつかる音がした。晴は驚く――脳内でぼやく。

（……ヤロウ、装甲ロボットの援護射撃すら見越してやがる）

　サテライト社から引き連れてきた六つ脚の軽装甲ロボット――それに対しても、コンラッドは牽けん制せいの射撃を敢かん行こうしている。一人で一個大隊を相手に立ち回ることすら可能とする、圧あつ倒とう的てきな戦闘能力。その弾丸はたやすく壁を撃ち砕き、当たり所によっては都市用の軽装甲ロボットといえどもスクラップにされかねない威力だった。

　そのとき――晴の身に起こった異常――不意に自分の体が動かなくなるという事態。

「なんっ、」

　地面を蹴り損ない、ユニスを放り出しそうになる。視界の端はしで少年の笑えみが見えた。

「んのやろ……！」

　晴はユニスに覆おおい被かぶさるように、壁際へ向かって転がりながら伏せた。

　二人で壁に身体からだを打ち付ける。ユニスのスマートアイの縁が折れ、耳から外れ、コンクリートの上を転がった。崩れてきた箱が、土砂崩れのように体を殴る。

　コンラッドが、倉庫の中心へと歩いてくる。

　機械的に斉射――磁圧の防壁で軌道を歪めたが、数発を喰くらった。置かれていた箱が弾ける。箱の中の拳銃が、穴を開けられた土ど嚢のうからこぼれる土砂のようにがらがらと転がった。弾丸は晴の腕うでや脚を掠かすめ、切り傷のような痕を残す。数発が、体の深くへ食い込んだ。

　瞬しゆん間かん的てきに脳内デバイスが作動――晴の痛覚を鈍らせる。

　ユニスを背に庇うように座り込んだ。腰に備えていた拳銃を取り出して、コンラッドに向かって突き出した。

「空木……ちょっと、」

「大丈夫だ」

　背中からの声を問答無用で押さえ込むように答えた。晴は、自分自身の発した声の力のなさに、驚いた。

　コンラッドの巨きよ躯くの向こうに、バイクで開けた大穴が見えた。ジャケットのポケットに外側から手を触れる――小さな構造物の角に触れる――ユニスから貰もらったストラップだった。それこそが、自分の守るべき、自分にしか守れないものなのだと思えた。

　少年――河か西さい裕樹が笑いながら、口を開いた。倉庫の中央にいたものの、一発の弾丸も浴びてはいない。しかし、突如現れた晴の力に驚き、やっとのことで浮かべたという笑みだった。

「君たちが脳内デバイスによる特とく殊しゆな兵装を持っているように、僕も、その手の技術には手を出しているんだ。リアルタイムに、付近にある電子デバイスを情報攪乱クラツキングする能力。それが僕の紫電式兵装だ」

　裕樹の両手と双そう眸ぼうに、淡い薄紫の燐光が灯る。裕樹は指で自分の頭を突いた。

「空木晴。君の能力が、ただの身体強化だということは知っているよ。そして、ただの兵士に負けるわけにはいかない。僕は勝ち続けなければならない。思考こそが、情報化社会における最大の武器であると、証明し続ける必要があるからね」

「机上の空論ボードゲームが好きなんだな。それとも引きこもりの空想スクエアゲームと言うべきか」

　晴が軽口を叩く――その表情は笑っていない。

　相対的に、裕樹の表情が、月の映る池に石を放り込んだように、怪しく歪んだ。笑みは残したまま、唾つばするように言葉を口にする。

「君は、体内外の生体回路によって、その治癒能力を大幅に向上させている。その上、自在に痛覚や恐きよう怖ふなど、自分の体にブレーキをかける感覚を遮しや断だんすることができる。そうだね。いずれにせよ、僕らの敵じゃない」

　晴は答えない。しかし、コンラッドが口を開いた。

「油断するな。単純な殴り合いで奴に勝てる陸上生物は存在しないだろう」

　コンラッドが、再び七門に重ね合わせた拳銃の銃じゆう口こうを、晴に向けた。

　裕樹は、時計のブランドを自慢するような表情でコンラッドを見た。

「だが、あんたは負けない」

　コンラッドは答えない。裕樹は肩をすくめてため息をつく。

「まあ、いいさ。結果さえ出してくれれば、ね。コンラッド、奴らを殺せ」

　コンラッドの持っていた銃が――揺れた。晴は気づいていた――コンラッドが、精確にユニスだけを狙って攻撃しているということに。

　そのとき、裕樹と晴とを結ぶ中間地点の地面が爆ぜた。

　世界を包つつむ殻を外側から殴っているような激しい銃撃音――連続して敵の二人を襲う速射――積荷が弾け、中に詰め込まれていたスマートアイや拳銃が、がらがらと音を立てて散らばった。倉庫の外からの攻撃――晴たちを助けるためのもの。

　倉庫の入り口――軽装甲ロボットの機き銃じゆうによる斉射――鉄扉を叩き壊して飛び込んできた影があった。薄紫の燐光を纏い、残像を残して疾駆するその影。抱えていた火薬式の自動小しよう銃じゆうを速射――裕樹とコンラッドを襲撃する。

　飛び込んできたのは燈華だった。

「言っておきますけどね！　私は！　命令なんかなくったって、先せん輩ぱいのピンチにはいつだって駆けつけるんですからねッ！　それが誰のための戦いであったとしてもッ！」

　その燈華の声は、自分に言い聞かせるような声だった。

　その声を聞いて、晴は思う――めんどうくさい奴なのは、お前もだよ、と。

　裕樹の舌打ち――晴の身体が自由になる。

　襲撃によって、裕樹の意識が逸れ、情報攪乱から解放される。

「先輩、今のうちに！」

　晴は頷うなずき、再びユニスを抱えあげた。痛みはない――全身の痛覚を遮断しているからだ。しかし、身体の動きが確実に鈍にぶくなっていくのを晴は感じていた。強化された肉体であっても、疲ひ労ろうは当然発生する。

　燈華が壁伝いに近づいてくる。晴は、ユニスを抱え上げると、やはり壁伝いに燈華の方へと駆ける。燈華とすれ違ちがいざま――信頼を置いてくるように視線を交わすアイコンタクト。

　倉庫の中に、暴風雨を放り込んだような銃声が鳴り響いていた。燈華に背中を任せ、ユニスを抱えて、吹き飛んだ鉄扉を跨またいで倉庫の外に出る。その途端、大粒の雨に全身を叩かれた。銃声よりは静かなそれが全身をぐっしょりと濡らし、したたかに体温と体力を奪ってゆく。

　転びそうになる晴の肩を、ユニスが叩いた。

「自分で走れるから！」

　ユニスを地面に下ろして、二人で駆けた。

　雨あま粒つぶは、落ちてくるというよりは、強力な力で地面に引き寄せられているのだと理解したほうがしっくり来るほどに、弾丸めいた勢いになっている。晴は東南アジアで体験したスコールを思い出す。頭上でゴロゴロと音が鳴る――それは雷の音だったが、腹を空かせた獣の唸りのようだと晴は思った。

　荒あらくなる呼吸――身につけていた呼吸法でなんとか整える。隣となりを走るユニスの表情は雨雲を映し出したように暗い。立ち止まれば、天から降り注ぐ弾丸に魂を食らわれてしまうのではないかという想像がよぎり、晴とユニスは無言で街路を駆け抜ける。

　開けた通りまで走ったところで、サテライト社の装そう甲こう車しやが走ってくるのが見えた。他には、車も人影もない。そもそも休日にこの辺りをうろつく酔狂な人間はいない。また、裕樹が取引のために周辺一帯に近づく人間に対して、軽度の行動制御プログラムを干渉させているのだと推察できた。

「早く！」

　歩が、装甲車の後部から顔を突き出して、肉声で叫んだ。

　晴はにわかに安あん堵ど――ユニスの腕を引いて装甲車に駆け寄る。装甲車の後部が開いていた。晴とユニスが飛び乗ると、待ち受けていたように装甲車の後部が閉まり、歩の遠えん隔かく操作で走り出した。

　晴が車体外部のカメラにアクセスして通りを見ると、建物の陰という陰から、似たような姿形をした軽装甲車が現れた。一目見て、それらが非合法的な方法で都市に持ち込まれたものだと分かった。それらの火器――重機関銃が火を吹く。車体の装甲を弾丸がしきりに叩き、鉄の雨音となって晴たちの胸中を揺さぶった。

「傷を見せて」

　歩が晴に駆かけ寄よった。

「……とっとと病院に連れて行きたいところだけど、もうひと頑張りしてもらうよ。このまま逃げたら向こうも行方をくらませてしまうだろうから」

「人使いの荒い上司だ」

　歩が晴の身体に手早く機能性包帯を巻いていく。ユニスを見ると、息を喉のどに詰まらせたような顔をしていた。そこからようやく吐き出した言葉が、晴の耳に届いた。

「あなたたちは、一体、何者なの」

　晴は顔をしかめて、ユニスを見た。脳内デバイスで痛覚を遮断しているから痛みはないが、その副作用で身体が、感覚が、鈍くなり、重く、気だるくなってゆく。

「見たとおりだ。治安維い持じを売り物にする世界的企き業ぎよう、サテライト社の実働部隊。東京支部に情報機動隊が新設されるにあたって異動してきた、兵士だ」

　歩が後を続ける。

「そして今は、榊さかきユニスさん――貴女あなたを護衛するという任務を帯びた特殊チームを組んでいます。契約の期間は、この都市内において増加している複合犯罪による危険性を取り除き、当面の安全を保証できるようになるまで、といったところでしょうか。私が隊長で、空木晴と、燈華・ティアナ・フェーレンシルトが現状のメンバーですが、今後、この情報機動隊を運営していくにあたり、メンバーを増やしていく予定です。何者なのかという問いには――あえて、こう答えましょう。私たちは、貴女を守るために集められた精鋭である、と」




（２）




「どうして、あたしなんですか」

　反射的に、問うていた。治安維持、情報機動隊――実働部隊。それらの言葉に、自分の人生は似つかわしくないはずだった。

　装甲車内は左右の両脇に腰掛けられるスペースがあり、ユニスの対面に座った晴と歩が、こちらを静かな面おも持もちで見ていた。装甲車も、晴の腰に下げられている拳銃も、何もかもが本物だった。雨露に濡ぬれた晴の髪が、濡れそぼって薄暗い車内で冷ややかに尖っている。その頬を滴る水すい滴てきを、仮に拡張現実映像ＡＲＳＳで描き出すとしたら、どれだけの情報処理が必要になるだろうか。

　ユニスは自分の耳に触ふれる。逃げてくるときに、スマートアイをどこかに落としてきてしまっていた。亜あ希き子こと一いつ緒しよにデザインを選んだものだった。そうして日常の中にあったものを無くしてしまったいま、昨日まで普ふ遍へん的てきだと思っていた自分の生活が、随ずい分ぶん遠くへ行ってしまったように思えた。

　晴に助けられるときについた膝ひざの擦さつ過か傷しようも、鳴り止まない動どう悸きも、全てが現実のものだった。いっそ仮想現実ヴアーチヤルだったら良かったのに。そう思って、首を横に振る。

　裸眼で、薄暗い装甲車の中を見渡す。

　これが現実だ――晴が何者なのか、何がこの街で起きているのか――その答えがこれなのだ。逃にげるな、と自分に言い聞かせる。自分が知ろうとしたものから目を逸そらすな、と。

　であるならば、咄とつ嗟さに口から出た問いかけは的確だった。

　なぜ――なぜ、あたしなのか。

　晴が口を開こうとし、歩がそれを腕で制した。歩の、底知れない深さを宿したような瞳ひとみがユニスを見ていた。問いかけるような目だ。けれど、歩の口ははっきりと、断定的に動いた。

「榊ユニスさん。どうして貴女なのか、その答えは簡単です。貴女のその群を抜く優れた才能が、人工的に作られたものだからです」

「作られ、た……？」

「脳内デバイス、というものをご存じですか」

　ユニスは記き憶おくを探る。

「医い療りよう用の――もの、ですよね」

「一いつ般ぱん的てきには。日本では、神経系などに異常をきたし、手足に障害を患わずらっている人間にのみ、その症しよう状じようの回復・緩和のために移植することが許可されています。米国などでは、負傷兵士にも適用されている技術です」

　一呼吸おいて、歩は呟いた。

「貴女の脳内にも、それがあります」

「え？」

　晴を見る――知っていた、という顔で頷き返された。

　咄嗟に記憶をまさぐる――障害があったなどという履歴かこを、自分は知らない。

　しかし――そもそも物心ついたときには親がおらず、乳飲み子の頃ころから都市の管理している保護施し設せつをたらい回しにされていたことを考えれば、自分の身体をいじるタイミングなど、作ろうと思えばいくらでも存在する。

「一般的には医療用としてのみの使用という制限がありますが、それの開発背景はそもそも医療ではありません。軍事です。脳内デバイスは、もともと兵器として開発されたものなんです。そして、思考能力、運動能力、感情制御――あらゆる才能、人を引きつけ、相乗し合い高め合うために必要な才能アビリテイ――それらに必要なものフアクターがなんであるか――それを研究している人間、組織がありました。貴女はその集大成として作り上げられた実験結果の一人なんです」

　何を言っているのだろう、という顔で、ユニスは歩を見つめる。

「私たちの脳内にも、デバイスがあります」

　歩も晴も、冗じよう談だんを言っているという顔ではなかった。

「しかし、私たちの抱かかえているデバイスと、貴女のそれは、その目的・仕様が大きく異なります。元々持っている能力を増幅・拡張する目的で移植された、軍事・戦闘用の私たちのデバイスに対して、貴女が有しているデバイスは、貴女自身の成長に大きく寄与する設計が成されています」

「どういう、ことですか」

「単純に言えばこういうことです。私たちは凡人であり、兵士であり、使い捨ての駒である。駒であるためのデバイスが、私たちには備わっている。一方で、それを使うために生み出された――天才という一言でのみ表現しうる存在、それが貴女です。貴女の脳内にあるデバイスが、貴女のその才能を、作り上げているんです」

　動どう揺よう――歩の言葉が無機的な塊となって、ユニスの耳の中になだれ込んでくる。

「多くの人間が貴女の才能を狙ねらっています。今までにも、私たちはそうした才能を付ふ与よされて生み出された人々を守る任務についてきています。私たちは、治安維持組織として世界に対して中立であるために、貴女の才能を非合法的に狙う過激派組織と戦うために、この日本に異動してきたんです」

　歩の頬が柔らかく微笑ほほえむ。自分は貴女の味方である、と言外に告げるような笑み。

「もちろん、それだけが目的ではありませんが」

「情報犯罪の抑止、沈静化……そのために新設される情報機動隊……」

「そうです」

　ユニスが式典会場で教えられたこと。そこから、ユニスは自分でも少し調べてはいた。けれどまさか、自分がその渦か中ちゆうにいるなどとは夢にも思わなかったことだった。

「憲法九条がノーベル平和賞を受賞して以後、日本はますます情報犯罪に対して抗う力を持ちにくくなっています。国際的な情報犯罪と、それによって引き起こされる災厄をテロリズムであると見なし、きわめて能動的アクテイブに動くことのできる組織がかねてから必要視されてきました。そのために東京に集められたのが、私たちです。そして、目下最悪の事態として想定されていることの一つが、作られた才能を有する貴女の犯罪利用なんです」

「あたしが、」

「最も忌避しなければならないことは、平和を願う民衆が、何の疑いも持たずに銃を持ち、掲かかげ、それによって平和を成し遂げられると錯さつ覚かくすることです。それこそが戦争の始まりであり、情報犯罪はその状じよう況きようをたやすく現実のものにしてしまいます。貴女がその才能を発揮して、なんら自身の正義を疑うことなく虐殺行こう為いに踏み切る未来は、十分にあり得ます」

　行動制御プログラム――個人に対して力を発揮するそのツールを、民衆に対して応用することを考える人間は、果たして現れないだろうか――否だ、とユニスは自覚する。それこそまさしく、河西裕樹が武器を買い入れてやろうとしていたことなのではないかとすら思った。

「あたしは、……誰だれかに利用されるために生まれてきたんですか」

「違います。……そういうことを考えた人間がいたかもしれません。あるいは――確かに、事実として、貴女のような存在を利用して起こされた紛争は存在します。けれど、私たちはそれを絶対に許さない。貴女の自由と人権を守るのが私たちの務めです」

　ユニスは、膝の上でぎゅっと拳を握にぎりしめた。そうして握り固められたように、決然とした言葉が問いかけになって、湿った空気の中にこぼれ出た。

「あたしは、何をしたらいいんですか」

　その言葉がこぼれた瞬しゆん間かん、歩と晴の顔に影が差したように見えた。こぼれた言葉が装甲車の車床フロアを転がり、晴のつま先をとんと叩たたいた。二人して、ユニスのこぼしたその言葉を拾う術を持っていないようだった。落として割ってしまったガラス玉を所在なげに見下ろす幼児のような顔をして、晴がぽつりと呟つぶやいた。

「幸せになってくれたら、それでいい」

「どういうこと……」

「俺おれたちは君に何かを強制しようというわけじゃない。ただ君を助けたいんだ。どう生きるかを決めるのは君だ。放置していたら、どう生きるかを強制されてしまうから、それを強制しようという輩やからがいるから、それを野放しにしないために、俺たちがいるんだ」

　浴びせられたのは無む垢くな庇ひ護ごの眼まな差ざしだった。それを浴びたユニスは、自分という存在が異質な生い立ちを持っているのだと、まざまざと感じさせられた。

　この社会に生きる誰もが傷ついている――傷つかずには生きられない。生み出されたばかりの、純真な光を放つガラス玉――その輝きをいつまでも抱き続けて成長することを誰もが望むけれども、そういうわけにはいかない。どこかで必ず傷が付く。

　ユニスだって――無傷ではない。むしろ多くの人間が、ユニスの人生に付随している経歴タグを見れば、傷だらけだと思うだろう。移民として生まれ、親を亡なくし、都市の保護をなくしてはこの場にいることすら危ぶまれる。

　けれども明かされた事実は――一いつ切さいの傷や汚れを拭い落として、ユニスというガラス玉を飾り立てようとするかのような、そんな事実だった。

　そもそも、ユニスというガラス玉そのものが、そうして飾られるために作られたようなものだ。絶対に傷が付かないように仕組まれて生み出された、あるいはそれでもなお付いた傷もまとめて飾ってしまおうとするかのような。

　無垢な庇護――過剰な保護。そうせざるを得ない――根底から普通ではない生まれ。混ざり合うことの決して許されない、色の、材質の、由縁の違うガラス玉。

　だからこそ――裕樹は、自分を殺そうとしたのだ。式典会場で指した一局を思い出す。その最後の別わかれ際ぎわの彼の表情を思い出す。鉄の赤、あれは――なぜ自分ではないのか、と問いかける目だったのだ。それは、そういうことだったのだ。

　なぜお前が選ばれて、自分は選ばれなかったのか。そういう表情だったのだ。

「自分で決めろって、言うの」

「そうだ」

　じわりじわりと、布にこぼした液体が面積を広げていくような速度で、ユニスの中に熱いものが募っていく。それが何なのか、初めのうちは分からなかった。

　晴が、ぼそりと言う。

「誤算だったんだ。本当なら、こんな事態に君を巻き込むはずじゃなかった。俺はただのクラスメイトとして君の側で君を守り、君が秘密に気付かないまま、平穏に人生を歩んでくれさえすれば、それで良かったんだ。明日になったら今日のことは忘れて、日常に戻もどって、それでまた、普通の高校生として、」

　聞いているうちに、募っていた熱いものが沸ふつ騰とうしていくのが分かった。

　怒りだった。晴に対して。あるいはその晴の言葉を黙だまって聞いている歩に対して。

　そんな言葉を投げかけられなければならない自分に対しての、怒りだった。

「そんなことできるわけないでしょうっ」

「そうしてもらうしかないんだ」

「こんな目に遭って、それでも日常に戻れっていうの？　殺されかけたのに？」

「俺が君を守る。二度とこんな目に遭わせたりは、」

「そうじゃないッ。こんなことが身の回りで起こってるって知って、それから目を背けて生きられる人間がいたら、そいつは大馬鹿野や郎ろうよッ！　殺されるかもしれない恐怖を知って、日常に戻ってくれなんて、よくそんな脳天気なことが、」

「仕方ないんだ。なんなら、その記憶を消すことも不可能じゃない。国際規格で定められている、青少年の心的外傷トラウマを治ち療りようする方法プログラムが存在する。それを使えば、」

　思わず立ち上がっていた。一歩駆け寄り、振りかぶった右の手のひらが晴の頬ほおをぶっ叩いていた。

　――淡い何かが弾けた音がした。

　二人の間に、鮮せん烈れつな青い風が吹き抜ける。

　歩が目を見開く。

　晴が、絶対に咲かないと思っていた花の息吹を見たような顔をする。

　ユニスが、叫んだ。

「幸せになれって言ったのは、アンタでしょう!?　言われなくたって幸せになるつもりだったわよ！　今朝までは！　それ以上に、あたしはずっと、昔から、誰かを幸せにできる人間になりたいって思ってた！　せめて友達、手の届く範囲の人だけでも幸せにできる人間になりたいって思ってた！　友達に命がけで守ってもらって、そいつの人生を踏み台にして掴つかむ幸福なんて、あたしは、欲ほしくないッ！」

　晴が、叩かれた頬に指先で触れた。ユニスを見上げる。痛みがなんなのかすら分かっていない表情で、ただただ驚おどろきがその顔にたたえられていた。

「俺は、」

　何事かを、言おうとした。そのときだった。

　そのとき――晴がポケットに突っ込んでいた手を出した。その拍ひよう子しに、小さな何かがこぼれ落ちた。ストラップだった。

　ユニスはそれを見る――はっとする。それに晴は触れていた――後生大事に。

　ある、途と方ほうもない想像が浮うかんだ――もしも。

　もしも晴が、普通の日常的な幸せなどというものを知らないのだとしたら？　幸せになってくれと言いつつも――そこへ導くだけの力を持っていないとしたら？

　非常識でバカな同級生――そのキャラクターが、合理性と必然性に基づいて作られたものなのだとしたら。

　そのとき、歩が勢いよく立ち上がり、ユニスの腕を掴んだ。

「掴まってッ！」

　轟ごう音おん――体をめちゃくちゃに揺ゆさぶられ、装甲車の内ない壁へきに背中を強くぶつけた。

　晴の体が再び薄うす紫むらさきの燐りん光こうを取り戻し、ユニスに向かって手を伸のばす。大きく車体が回転――ボトルの中に放り込まれて振り回されるような衝しよう撃げき――頭を強く打ち、ユニスの意識はそこで途切れた。




　　　　　＊




　ただの強化された身体能力でもって、晴は逆さまになった装甲車の背面扉を捻り開けた。

　燈華の現在地を告げる反応は消失ロストしていた。死亡を告げる信号も届いていない――それは、広域に亘わたる通信妨害の範囲の中にいるからだった。

　追っ手の軽装甲車両から逃走していた晴たちの装甲車が横転したのは、なぜか、最初の倉庫の前だった。

　そこに、息も絶え絶えに膝をつく燈華の姿もあった。破壊された自動小銃が転がり、夏を終えた蝉せみのように横転したサテライト社の軽装甲ロボットが転がっていた。

　赤い水たまりができていた。雨に打たれ、銃撃にさらされて、燈華の血液が地面に流れ出ている。倉庫の前に立っているコンラッドたちも、無傷ではなかった。
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　歩が車内から肉声で呟いた。

「走行ルートに情報改竄クラツキングが入ってたんだ。私たちが見ていた地図も、車外カメラの映像も、全すべてが偽ぎ装そうされた情報だった。……ごめん晴くん」

「仕方ない」

　歩が気づかないほどの巧妙で精緻な情報攪乱――それを成し遂げた少年＝河西裕樹が、機関銃を携え、コンラッドと共に歪ゆがんだ鉄扉の前に立っている。その様子で、晴は推察――裕樹は、脳内デバイスに行動制せい御ぎよプログラムをインストールしている――戦せん闘とう能力を飛躍させ、訓練された兵士と遜色ない振る舞いを促うながすプログラムを。

　それは、元々は――幼い子供を短期間で優ゆう秀しゆうな兵士に染め上げてしまうために戦場で作られた、忌いまわしき技術だった。

《申し訳ありません》燈華からの無線通信が届く。肉声を響ひびかせる余力すらない様子だった。歩が、脳内デバイスにより裕樹の情報攪乱に対して拮きつ抗こう――広域に広がる通信妨害に対して穴を作り、通信経路の一部を奪だつ回かいした。燈華の現在地と症状が、晴の視界に表示された。《時間稼ぎはしたんですが、》

《仕方ない》

　晴は呟く。コンラッドと、情報攪乱能力を持つ裕樹の二人を相手にするのは、燈華には荷が勝ちすぎることは分かっていた。

　通信には雑音が混じり、それだけで、目の前にいる河西裕樹という少年が、ただものではない情報処理の実力者だということが分かった。歩と拮抗するということ事態が、異常な出来事だった。

「あとは任せろ」

　晴は肉声で強く呟く。その言葉を無線にも乗せる。燈華に、歩に――そして背後の装甲車で息を潜めているユニスに対して聞こえるように。

　雨は弱くなってきている――涙なみだのように、しずしずと降ふっている。そのせいか、屹きつ立りつしているコンラッドと裕樹の輪郭がいやにはっきりと見える気がした。

「先輩。俺の体が情報攪乱クラツキングされないように、しっかり防壁プロテクトしといてくれよ」

《任せなさい》

　兵士の視覚情報や身体制御するための信号を奪うというのは、情報戦にはよくある手法だった。接近戦において、視覚や体の自由を奪われるというのは致命的だ。

　峨が々がと聳そびえる峰のようなコンラッドの立ち姿は異様の一言に尽きた。

　コートを纏った巨体の周囲に、十を超える数の電磁レール式拳けん銃じゆうと、それを倍する弾倉が浮いている――いずれも同じ形だった。さらに、左手に七門の銃口を持つ合成銃を携えている。まるでコンラッドという城塞を守る意志を持つ兵士のように、浮かび上がった拳銃は雨の中で浮遊していた。

　空の弾倉が排出され――拳銃と同じく浮かび上がっていた弾倉が、空になった拳銃に充填リロードされた。それ以外にも、コンラッドと燈華の間を結ぶように、空の弾倉がいくつも転がっていた。虫の死骸が散らばっているような有様だった。

　銃身からは薄うすく煙けむりが立ち上っていたが、それも、雨によってすぐに冷やされていく。浮かび上がる無数の拳銃も、コンラッドの双眸も、まるで晴が来るのを待っていたかのように、冷えていく。

　倉庫の入り口を背に立つコンラッドが、空いた右手を突き出した。その右手に薄紫の燐光が集まり、握りつぶすように力を込めて閉じてゆくハンドクラツチ。

　めきり。

　晴の背後で音が聞こえる。逆さになった装甲車が軋きしみ、ゆっくりと収縮していく。

「させるかッ」

　晴は、コンラッドに向かって疾しつ走そう――薄紫の燐光をまき散らしながら、屈み、右拳を振りかぶる。浮かんでいた拳銃たちが連なるように爆ぜた。放たれた弾だん丸がんはいずれも曲線を描いて晴に収束――飛来した弾丸を、身体周辺にまんべんなく展開していた磁圧の防壁が弾き飛ばす。弾ききれなかった弾丸が頬を掠める。弾丸ごと殴りに行く――浮いていた拳銃を蹴けり飛とばす――吹っ飛んだ拳銃が公転する衛星のようにコンラッドの周囲を旋回――そのまま晴はコンラッドの間合いに入る。

　コンラッドは距きよ離りを取るために後退――晴は前進。

　装甲車の軋みが途切れる。コンラッドは空けていた右手を指揮者のように振りかざすコンダクト――合奏者オーケストラのように指揮に従い浮遊する拳銃たちが、管楽器隊の華はなやかさで発砲を繰り返す。




　晴の背後――燈華が立ち上がり、身体からだを引きずるように駆けようとするも――めざとく機銃の銃口を向けた裕樹の発砲で、燈華は一歩も動けない。

　晴は体を捩ねじり、捻り、コンラッドの撃ち放つ銃弾を躱かわす、弾く、ぶん殴る。接近戦インフアイトを望むボクサーのように、牽制ジヤブのごとく向けられる銃口を、その銃身ごと殴って吹き飛ばす。そのたびに旋回してコンラッドの周囲を回り、再び向かってくる拳銃たちは、無表情なコンラッドの内に眠る不屈の闘志を体現するかのような執しつ拗ようさだった。

　コンラッドが跳ちよう躍やく――浮かび上がっている拳銃たちの眷けん属ぞくにでもなったかのような異質な滞空時間――重力を感じさせない動きだった。

《どういう……》

　脳内に響く無線通信――ユニスの声。それに答える歩の声。

《軍事用の脳内デバイスによる、脳力拡張だ。いわゆるＥＳＰエスパー、超能力の研究ってやつの延長線上だよ。あいつは周囲の導電性物質に磁界を発生させて操あやつることができる。手を使わずに、拳銃を自在に操り、電磁拳銃レールガン化させ、走っている車を指先一つフインガーチツプで横転させることができる。アームスーツなんかで立ち向かった日には、外側から握りつぶされて終しゆう了りようってわけだ》

《直接脳を攻撃されたりは、しないんですか？》

《それはコンラッドにもできないよ。金属製のチップを剥き出しにして脳に埋め込んでいるなら話は別だけど、脳内デバイスを始めとしたサテライト社の装着ウエアラブ品ルデバイスの多くは、樹じゆ脂しや高分子を用いた生体回路であり、かつ電気信号の漏出を防ぐために絶縁被膜による被覆シールドをしているから》

　それでもやはり、その圧倒的な能力に、ユニスが息を呑のむのが分かった。

　かつては共に戦った――そして今、互たがいに牙をぶつけ合っている。

　かつては共に――ユニスのような人間を守っていた。

　守り切れなかった人間の方が多かったのは、確かな事実だった。それも、守れたはずの人間を守るなと命令されたことが幾度となくあった。あるいは一人を守るために、多くの仲間が犠ぎ牲せいになった。コンラッドの気持ちは分からないではないと思った。

　しかし分かりたくないと思った。

　距離をとったコンラッドが、乾ききり、いくら雨を浴びたところで決して癒えることのない寂せき寞ばくとした口を開いた。湿った雨雲を切り裂くべく唸うなる、雷鳴のような声で。

「白しら鳥とりを信じ、その少女を守り、それで世界が救われると、本当に信じているのか」

「信じてるさ」

　即答する。それがけじめだと思っていた。

　歩は、晴を救ってくれた最初の少女だった。

　ユニスは、生まれて初めて――自分のことを友達だと言ってくれた少女だった。

　コンラッドは、苦く笑しようでもするかのように顎を引く。あるいは、自じ嘲ちようにも似ていた。

「認にん識しきの違いだな」

「それはそうだろうさ。俺には……あんたと違って、友達がいるんだ」

　晴の口元に笑みが浮かぶ。

　これか――歩が自分に与えようとしたものは、きっと、これだ。

　燈華が、ユニスが、自分に対して怒りを覚えたのはきっと、これだった。

　晴は、自分が気づかぬうちに変わっていたことに気がついた。今、自分がここに立っている理由――それは、命令だからじゃない。任務だから、使命だから、そんなものではない。

　ポケットに入れ直したストラップ――それに指先で触れる。

「友達だから、榊を守らずにはいられないんだ」

　今なら答えられる。今なら少女たちを怒らせない方法が分かる。そんな気がした。

　だからこそ――自分は生きて、目の前の敵を倒して、ユニスと一緒に日常に帰らなくてはいけない。

　コンラッドが右手で指揮するフインガーチツプ――周囲に並んでいた倉庫の鉄扉が不可視の力で捻り取られ、浮遊し、空中に並べられた棺のように影かげを作った。それらが一いつ斉せいに、高速度で以て晴の目の前に飛来した。晴は左手を握りしめる。腰を屈める。体を捻り、飛来した鉄扉を受け流すように地面に叩きつけた――柳やなぎのような所作システマで、鉄扉の群れを捌さばいてゆく――中心を殴られたそれらが、地面に激突し、アスファルトを砕き、花咲くようにひしゃげ折れる。

　それらの鉄扉を蹴り飛ばして、晴は弓から放たれた矢のように飛ひ翔しよう――一直線に浮遊するコンラッドをめがける。

「ふざけるなッ……！」

　割り込んだ声――裕樹が苦渋の表情で両手を掲げるハンドクラツチ――情報攪乱クラツキング。

　晴とコンラッドによる物理的戦闘の裏で、歩と裕樹による電子情報戦が繰り広げられていた。互いに、互いの駒こまである晴とコンラッドの戦闘を妨害するために。

　僅わずかに裕樹が先行――手を伸ばして掴みクラツチ、晴の身体強化を妨害して引ひき摺ずり下ろす。晴は翼をもがれたイカロスのように失速――迎え撃つコンラッドの集中砲火――さらに、空中を自在に移動するコンラッドが拳こぶしを振るう――それが晴の顔面に入る。

　濡れた地面に叩きつけられた。コンラッドは着地し、すかさず連射――晴は飛びすさりそれを躱す。

　めきり――背後で怖おぞ気けを呼び覚ます音――コンラッドが右手に力を込めるハンドクラツチ。

　制御できる電流・電圧には制限があり、晴が戦闘を挑むことで、コンラッドの行動そのものに制限をかけている。コンラッドを野放しにすれば、装甲車ごとユニスを握りつぶされる。晴は立ち上がり、駆け出そうとするが――裕樹の笑えみが視界に入る。

「君の体を乗っ取った。君はもう動けない」

　――奥おく歯ばを噛かみしめる。既すでに、体が動かない。

　あの、ホテルで行われた式典を思い出す。そのときと同種の情報操作クラツキング――ただし、手法はあのときよりもさらに複雑なものと化している。

　――亜希子を助けたときのように、力ちから尽ずくで行動制限プログラムを引ひき剥はがすわけにはいかない。受動的パツシブなプログラムではなく、能動的アクテイブに、攻撃的アグレツシブに身体操作を奪う情報攪乱クラツキング。抗うには、歩や裕樹のように、情報操作に特化した軍事用デバイスと知識・経験が必要になる。

「空木くん。君も分かっているはずだ」

　めきり――コンラッドの力が強まる。一息に握りつぶせないのは、コンラッドの脳内デバイスに対してもまた、歩の情報攻撃が向いているからだ。

「二〇二〇年代――超ちよう高こう度ど情報化社会と呼ばれるこの時代――個人主義の跋ばつ扈こするこの世界デイストピアに生み捨てられた僕ぼくらが生き残る方法は、たった一つだ」

　そう語る裕樹の表情は、酷く悲しいものに見えた。

「友人関係――良好な社会――それを実現するために、あらゆる施策が世界中でとられたが、一体どこが成功した。榊ユニスを見ろ。あるいは僕を。もしくは己おのれ自身をっ。優秀な社会、集団を作り上げるより、一人の優秀な人間を作ったほうがよほど簡単じゃないか。この意志、欲求、人生は僕のものだ。そうやって教えられてきたじゃないか、個人主義だとかいう思想に。だから、僕は、才能を欲する。誰にも負けない力を欲する。だから僕は社会を否定するし、社会は僕を幸せにするために機能し、利用されるべきだと考える」

「……だから、脳内デバイスを、金で手に入れたのか」

「そうだよ。国際的な人道法により、脳内デバイスは神経系に機能障害を持つ者を治療する以外の目的で使用を許可されていない。しかし、実際に軍事用デバイスというものが存在しているじゃないか。人を殺すために？　人を生かすために？　一体誰が正義を決める？　……裁ききれないんだ、この技術は、世界はっ。何が善で何が悪か、誰も分からない場所へと辿り着いたんだ。だから僕が定義する。それをこの体で使い、僕が正義だと定義し直す。それが僕の、正義だ。それが、僕の望む幸福だ」

　晴は裕樹の言葉を聞きながら、心の中で祈った。

　――歩、早くしてくれ。




　　　　　＊




　ぎしぎしと圧あつ迫ぱくされてゆく装甲車の中で、ユニスは歩の腕うでを掴んでいた。二人でしゃがみこみ、じっと息を殺していた。外では晴が戦っている――ユニスを守るために。

　銃じゆう声せいが聞こえる。重量物――倉庫の鉄扉が地面を穿うがつ耳障りな音が、足あし下もとから響く。

「白鳥、さん」

「なにかな」

　その歩の表情――苦渋、という色。ユニスはチェスを思い出す――追い詰められた局面で、いつも自分が浮かべている表情だ。

「お願いします、教えて下さい」

　一呼吸。そして、言う。

「どうしたらあいつを救えますか」

　歩は驚いた顔をして、そしてふっと笑った。雨雲の中にふと差し込んだ陽光の帯を思わせる笑みだった。

「それが、答えでいいのかな」

　歩はユニスの手を握り返す。

「どうすればいいのか――どうしたら助けられるのか。その問いは、幸福を目指すための立派な、偉大なる一歩だよ。……そして、その答えを私は知っている」

　歩が両手を差し出してハンドクラツチ、ユニスの耳に翳かざした。

「私たちは紫し電でん式兵装と呼んでいる。脳内デバイスによって増ぞう幅ふくされた電気信号を、様々な拡張能力に利用する兵装のことだ。それを、今から貴女に発現してもらう」

「紫電式兵装、ですか」

「そう。普通はその増幅された電気信号を兵器として具現化するための外部装置が必要になる。例えば晴くんであれば、増幅された信号によって身体能力を強化するための、外骨格スーツを纏まとっている。部下の燈華は、増幅された信号を用いて全身をソナー化することができる。けれど、体外に装置を必要としない能力を発現するケースもある。私や、あの少年のように」

　あの少年――河西裕樹のことだということはすぐに分かった。

「つまり、やりとりされている情報、電気信号そのものを操作する能力」

　歩のかざした両手が薄紫の燐光を帯びた。それと同時に、電化製品に耳をそばだてたときのような、じりじりという稼働音が聞こえてきた。何かがユニスの脳に流れ込んでくる。

「もちろん、外部装置による補助があればそれに越したことはないんだけれど、この場合は能力を発現してくれれば、それでいい。紫電式兵装における共通の利点が一つあってね。それは、脳の回路が合理性に基づいて変容することだ。単純に、紫電式兵装を発現した人間の情報処理能力は、ただ脳内デバイスを用いた処理を行う人間よりも、およそ一割から二割ほど増強される。その部分を使って、あとは……」

　歩の言葉が尻しりすぼみに消えてゆく。両手をユニスの両耳に当てたまま、穏やかだった表情に緊きん張ちようが差し込まれ、そしてゆっくりと目を見開いていく。

「どう、したんですか」

「……いや、予想を上回る逸材かもしれない、と思ってね。ご覧、自分の力でなにができるのかを。私が補助してあげるから」

　歩が立ち上がり、右手をユニスに向かって差し出した。その手をとって立ち上がり、歩についていくように一歩を踏み出す。

　その瞬間――ユニスは、自分が今まで認識していた自分自身の感覚を、

　――全て、失った。
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　不意に体が動いた。

　背後の軋みが止んだ。

　少年――裕樹の表情が、破り捨てられたように青ざめた。

「どうして情報制御が破られた……!?」

　からり、と音がして、逆さまになった装そう甲こう車しやの背面から、赤い髪を揺らして少女が歩み出てきた。

　雨は上がった。

　冷たい風とともに、分厚く空を覆おおっていた雲が遠のいていく匂においがした。

「私の脳内デバイスにかかっていた法制限リミツターが解除されたんだよ」

　歩がこともなげに言う。踵かかとのローラーで滑るように軽快に歩み出てくる。

　裕樹が、晴の背後で機関銃を構えた。それを合図とするようにコンラッドが奇怪な形をした合成銃を構えた。二人が弾丸を撃ち放つ。

　見もせずに――晴はそれらの銃じゆう弾だんを全て躱しきっていた。

　愕がく然ぜんとした表情を浮かべる裕樹がはっと顔を上げる。

　血液がまき散らされていた場所――燈華の姿がなくなっていた。横たわった六つ脚あしの軽装甲ロボットのそばにあったライフルのケースも消えていた。

　裕樹は素す早ばやく飛びすさった――その足下に着弾――狙そ撃げきだった。

　裕樹が倉庫の屋根の上を見上げる。そこに、傷だらけになりながらもライフルを抱えている燈華の姿があった。

「……まさか、視界を共有した？　しかし、」

　困こん惑わくしていた――裕樹の中で、先ほど戦い傷を負わせたはずの燈華と、目の前で動き狙撃してみせた燈華の動きには、ずれがあった。裕樹の中で、目まぐるしく並べ立てられてゆく思考が、困惑の答えとなる一つの結論に辿り着きつつあった。

　歩の制限解除――それによって、晴と燈華の動きに変化が生じている。

「……能力が、強化されている？」

　裕樹の言葉に、歩が満足げに頷うなずいた。

　裕樹は情報操作によって、歩を手玉にとっていた。

　しかし――それこそが欺瞞トリツクだった。

　歩は、裕樹の手の上で踊っているように見せかけていた。

「まず――本人の了承の下に、ユニスちゃんの脳内デバイスをこじ開けさせてもらった。紫電式兵装を発現するために」

　歩に続いて、ユニスが現れる。金きん髪ぱつを揺らし、少しずつ晴れ間の広がってゆく空の下――薄紫の燐光をその瞳に宿している。

　それを見た裕樹が、呻うめくように呟いた。

「紫電式兵装――」

　その裕樹を見て、歩が雄弁に語る。

「紫電式兵装は、術者の意志、想像力に大きく依い存ぞんする。その身を削ってでも守りたいものがある者には身体強化を。より深く世界を感覚したいと願う者には走査能力を。そして、人と人との仲立ちとなりたいと願った者には――その想像力の延長線上にある能力が、付与される」

　ユニスがいることで、晴たちは、情報を受け取り、最適に増幅・加速させた情報を、他者へと選せん択たく的に、的確に与あたえることができる。それは、人の形をした軍事衛星のようなものだった。

　歩が裕樹を見据えて呟いた。

「彼かの女じよの存在によって、君がこの周辺一帯に敷いていた通信妨害技術は、全て無に帰した」

　ぱくぱくと、酸素を求めてあえぐような顔で、裕樹がうめき声を上げる。

「そうか、視界の共有と身体能力の強化――補正――情報処理の、最適化。それらを同時に実現させる通信・情報共有方式が、存在する……演算領グリツドコンピ域共有ユーテイングかっ」

「私も驚いたよ。ユニスちゃんの能力は、まさしくこの状況を打破するのに、最適だった。そして、その彼女自身の通信能力を利用して、正式に情報犯罪被ひ害がいの届け出を役所に提出。それを受理した東京都がサテライト社に事件の解決を要請。サテライト社東京支部はこれを受理し、特別編成チームとして私、空木晴、燈華・ティアナ・フェーレンシルト、計三名の紫電式兵装能力の全解放を許可。事件の解決に、つまり被ひ害がい者しやである榊ユニスの、基本的人権に基づいた日常生活を取り戻すために必要な超法規的兵装の全面的使用が、この都市によって許可されたってわけ」

　裕樹がめまぐるしく目を動かす――恐おそらくデータで送信されてきた書類に目を通している。被疑者である河西裕樹を連行する権利を、晴たちが有したこと。それに伴ともない法廷への召喚状が、裕樹の下には届いたはずだった。

　裕樹はそしてさらに、気づきたくないことに気づいてしまったという顔をする。

「ちょっと待て、じゃあ、お前らは、今までずっと制限つきの能力で戦ってたっていうのか……」

　晴が、自由になった腕を伸ばしながら言う。

「むしろ法に守られて戦うことのほうが少ねえよ。軍事クーデターで一時間後には法律が変わっちまう国で、ルール無用の過激派テロリストに対して国際条例の首輪つきで戦う苦労を知らねえだろう」

　晴が両手足に纏っていた薄紫の燐光――それが、燦さん然ぜんと輝かがやいた。

　倉庫の屋根で、燈華の身体が薄紫の燐光に包まれる。全身のソナー化――その能力によって、燈華は見るよりも精確に相手の動きを観察することができる――その精度が上昇する。そして二人は、互いの能力で得られる情報を――共有していた。
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　その共有はユニスの脳内デバイスを介かいして行われ、二つの液体が混じり合うように、感覚が一つになってゆく。

　鼓こ動どう、匂い――共有者同士であらゆる情報が分かる。だから、どう感じ、何を考えているかも分かる――知っている。情報の共有者が考えていることは、自分が考えていることと同義だった。手を伸ばすように思考する――くすぐったいような感覚と共に、相手がすぐそこにいることが分かる。

　心の所在――触れて欲しくない部分が分かる――だからこそ触れることができる。

《まるで、ようやくわかり合えた二人であるかのように》
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　――自分の身体じゃないみたいだ、とユニスは思った。

　晴、燈華、歩、そして自分の目から得た視覚情報が、全て並列に見えていた。それと同じように、視覚以外の触覚、聴ちよう覚かく、嗅覚、味覚全て――四人分の情報が流れ込んでくる。それぞれを取捨選択する。歩からの情報は、意図的に絞られていることが分かった。歩が処理している情報量を流し込まれれば、恐らくユニスの脳神経は焼き切れてしまうだろう。同じように、晴に対しても、燈華に対しても、過不足なく必要な情報を流し込まなければ、二人の神経を焼き切ってしまう。ソナー化により発達した燈華の空間把握能力を、晴に分け与える。晴の卓越した身体操作能力を、燈華に真似トレスさせる。重要度の薄い嗅覚や味覚の情報量を下げ、その分で得られた演算領域で、二人の視覚、触覚、思考を加速させる。

　情報を最適に共有グリツドコンピさせ、演算ユーテイングさせる。

　ただし、それによって各個人が自分自身の身体を認識する輪郭とでも呼ぶべきものには触れないように、傷つけないようにする。さもなければ、流れ込んだ他人の情報を上書きされて、人は自我を保てなくなる。

　無言でアドバイスするように、歩が情報の取捨選択を援護フオローしてくれる。

　まるで、かつて、脳同士を連結グリツドして戦う兵士の自我が、混ざり合って崩壊するところを見たことがあるかのような、的確なフォローだった。

　二度とそんな悲劇を生まないようにという決然とした意志の込められた、切実で渇望するようなフォローだった。

　ユニスに体感覚を任せることに――晴も、燈華も、なんらの疑問や不安を抱いだいていないことが分かった。ユニスに預けた情報が、過不足なく適切に仲間へと共有されると信じていることが分かった。

　行動制御プログラム――それによって、ユニスは二人を導いた。

　晴の目には見えない場所を燈華が見ている――だから晴が最適に動ける。

　燈華には経験のない動きを晴が知っている――だから燈華は的確に動ける。

　その合理性を、ユニスが演出し、制御していた。絶対に共有できるはずのなかった感覚――人間は絶対に他者の気持ちを理解することはできないというその前時代的な定義を、ユニスは、乗り越えようとしていた。

　自分の身体じゃないみたいだと思った。

　このために自分は生まれたのだとすら思った。
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　コンラッドが動いた。それに合わせて、晴も弾丸と化して飛び出した。

　急速に、雨の匂いが遠くなっていく。舌が麻ま痺ひしたようになり、体が一つの武器に洗練されてゆくのが分かる。

　全力の疾駆――晴に蹴られたアスファルトにばきりと亀裂が生まれる。

　コンラッドが撃った弾丸が八方から襲いかかったが、晴がそれらを見る必要はなかった。燈華のソナー能力で得た位置情報から、弾丸の迫る着弾点ポイントを予測できたからだ。その、通常であれば高負荷のかかる情報処理を、ユニスと歩の脳が請け負っていた。

　もはや、四人で一つの生き物と化していた。

　晴は、全ての銃弾を叩き落とす。そうしてコンラッドに接近しながら叫さけぶ。

「悪いが、負ける気がしねえっ」




　そして燈華が倉庫の屋根を移動する。走るのも辛い状態だが、痛覚は最適に遮しや断だんされている。それら感覚器官の制御や身体強化・最適化制御は燈華の領分ではなかったが、それを得意とする晴の演算領域を間借りすることで、燈華の処理を低負荷に抑おさえていた。それらの情報処理も、ユニスの脳が請け負っている。

　燈華は、正確無比な射しや撃げき――狼ろう狽ばいしつつも倉庫の崩くずれた壁に隠れる裕樹を脅かすべく、高速の弾丸を送り込む。そうして燈華は、己を鼓舞するように呟つぶやく。

「負けるわけにはいかないんですっ」




　裕樹は燈華の狙撃から逃にげる――傍かたわらにあった倉庫の窓を破り、崩れた積荷の陰を縫いながら走る。その目が薄紫の紫電を帯びる。

　晴たちの連携を円滑スムーズにしているのは、全てユニスの能力であり、裕樹がユニスを狙うのは必然だった。

「させないよ」

　裕樹が倉庫の窓から飛び出す――歩が赤い髪を揺らして、回り込んでいた――燈華の走査の範はん囲い内ないだった。

　瞬時に、互いの情報処理合戦が始まる。相手のデバイスにプログラムを流し込み、自分のデバイスに流れ込んできたプログラムを解かい析せきして分解する。触れることのできない情報という名前の弾丸を撃ち合う情報戦。腕を動かしハンドクラツチ、指を振りフインガーチツプ、目で指示を出すアイコンタクト。

　薄紫の紫電が空間に迸ほとばしる――それは、魔ま法ほう使い同士の戦いにも見える。

「さて、河西裕樹くん。君の情報攪乱クラツキングはなかなかのものだったけど、その通信速度からしたら、せいぜい一度に情報操作できるのは一いつ般ぱん的てきな思考情報システマインド技術者・エンジニア三人分が精一杯ってところかな？」

　歩がにこやかに微ほほ笑えむ――弾丸飛び交う荒あれ地ちの廃都市ですら、微笑んで歩ききりそうな表情だった。あるいはその荒れ地を横断してきたあとのような、表情だった。

「私の思考速度には、到底及ばないね」

　精気の漲みなぎる声――温室育ちの少年を見て、自分は荒れ地を呑んだことがあると豪語するかのような、気高い声。

　裕樹が、泡あわを食うような表情になる。その手足が縛られたように硬直した。歩の全身が薄紫の燐光を帯びる。

「詰みチエツクメイト」

　その掲げた手の動きハンドクラッチで、一いつ瞬しゆんにして被疑者＝河西裕樹の身体の自由が奪われた。

「いやあ、軍事用に調整されてない違い法ほうデバイスって、案外セキュリティがザルなんだよねえ」

　その言葉を聞いて、裕樹の目がコンラッドを見た――何かを訴うつたえかけようとするような、恨うらみのこもった顔。コンラッドは無表情のままだったが、同じくコンラッドを見つめる歩の目は、静かな怒りの炎ほのおに燃えている。

　コンラッドが歩の視線に気がついた。接近する晴から大きく飛び退いて距離をとる。燈華の狙そ撃げき――狙ねらい澄すまして放たれた銃弾が、コンラッドから遠く離はなれて着弾――狙撃手をあざ笑うような高速の移動。

　そのコンラッドに向かって、歩が言葉を放った。

「久しぶり、と言いたいところだけど。そんなことを言ってる場合じゃないね」

「俺おれは俺の信念に基づいて、戦い続ける。それだけだ」

　歩の表情に暗い影が差す。怒りの炎が、燃え上がると同時に、明暗をくっきりと際立たせるように。

「その勝手な信念で、何人殺すつもりなんだ」

「世界が救いを掴つかむまで」

「仮にその道の先に救いがあったとしても、認めるわけにはいかないな」

　その歩の意志が――ユニスを介して最適化され、晴と燈華に流れ込む。

「空木晴、燈華・ティアナ・フェーレンシルト、両名に命じる。武装犯、コンラッド・ファズの身柄を拘束せよッ」




　晴は磁圧を纏った手を振りかざす――浮遊している拳銃から放たれた弾丸を、柳のように受け流す。呼吸を整える晴の目は何も見ようとしていなかった。最適解見るべきものは、ユニスと燈華が教えてくれる。自分はその強きよう靱じんな身体と――折れない意志を提供するのみだった。

「俺は、」

　晴はコンラッドに向かって、叫んだ。

「俺はもう二度と負けないって、決めたんだ」

　地を蹴る――体を捻る――薄紫の燐光はそのほとんどが手足に集約している。

「だから俺はあんたを超こえる。榊を守るためにッ」

　もう教わることはないとでも言うかのような、決然とした言葉。

　コンラッドの撃ち放った弾丸が、晴の頬ほおの肉、その表面を灼やいた――受け流せればそれでいいというぎりぎりの動き――弾丸に対する恐きよう怖ふはない、痛みもない――ただ敵の戦意を刈り取るためだけに存在する獣けものになる。

　コンラッドが七門の合成銃を掲げる――放たれた弾丸がほぼゼロ距離で晴を襲おそうが、ことごとくを晴は力尽くで弾き飛ばす。

　そして――世界を叩たたいたような鮮せん烈れつな銃声――コンラッドの表情が驚おどろきに染まった。

　正確無比な、針の穴を通す狙撃だった――コンラッドの構えていた拳銃が弾き飛ばされる。

　二発、三発と狙撃――着弾。

　コンラッドは右手を掲げてハンドクラツチ、磁界を制御――燈華の狙撃により続けざまに跳とんでくる弾丸を操作しようとするが――その弾道はコンラッドの能力に歪められることなく浮遊する拳銃を次々に弾き飛ばす。

　驚きよう愕がくするコンラッドに向かって、燈華が掠かすれた声で叫んだ。掠れた声――荒れ地の猛威に灼かれたような――それは、荒れ地を越えてきた者の証であるとも言えた。

「残念ながら、もうあなたの力は通用しませんよッ」

　燈華が凄絶に微笑んだ。灰色の髪が揺ゆれる。誇るべき牙のようにライフルを掲げる。

「あなたの能力は先せん輩ぱいから聞いていましたから、これは対電磁誘ゆう導どう能力用の、愛機火薬式ライフルマルゴーと、特注のセラミック弾ですッ」

　コンラッドが大きく跳びすさる――晴へ向かって連射する――その連射を燈華の狙撃が妨害する。空中を浮遊し、絶えず動き回る小さな電磁拳銃に、燈華は連続で着弾させる――驚きよう異い的てきな狙撃能力だった。

　金属製の銃弾でコンラッドを殺すことはできない――しかし、絶縁材料を用いたセラミック弾頭ならば、コンラッドの能力で操作することは不可能だった。

　さらに、燈華はソナーによる走査だけでなく、動き回る拳銃を目前で見ている晴の視覚情報によって、標的の挙動予測を補正し、狙撃の精度を上げている。

　コンラッドの斉射――その銃弾の雨が、燈華の狙撃によって薄くなる。雨雲に手を伸のばし、振り払い、晴れ間を作るかのような所業。

　晴が、傷つくのも恐れずに、その晴れ間へ向かって飛び込んでゆく。

　ユニスの情報通信により最適に誘導された狙撃――それに左ひだり腕うでを弾き飛ばされ、はだけたようにコンラッドの防御ガードが空いた。すかさず晴が飛び込んだ。

　コンラッドが、右拳を晴の頭蓋めがけて振り下ろした。

　晴は身体を捻る――腕を絡める――コンラッドの身体のバランスを崩しつつ横に回り込む。

　晴の拳が、いかついグローブに握にぎりしめられた一撃が、無防備になったコンラッドの背中側、腎臓をえぐるような角度で突き刺さる。

　晴の表情――驚愕――拳と身体からだの隙間に、浮遊する拳銃ガードが差し込まれていた。

　即そく座ざにコンラッドの応戦――晴を取り囲み、自分ごと撃つようなゼロ距離で、浮遊する拳銃を斉射する。火花が散るように、二人の血液が弾はじける。燈華の援護狙撃はできない――両者の位置が近すぎた。

　弾丸と、血液と、そして薄うす紫むらさきの燐りん光こうが、互いに食らいつき合う獣のように迸る。

　痛覚を即座に遮断。しかし、腕に、肩かたに、背に、腹に、脚に、切り裂かれるように弾丸が食い込んだ。

　晴の脳内に――流れ込んできたものが、あった。

《勝って》――誰だれの言葉なのか分からなかった。複雑に絡からみ合あった情報の中で、しかし、恐らくは――歩が、燈華が、そしてユニスが、全員がそれを希こいねがっていた。

　その願いが、電気信号となって晴の背中を押おした。

「当たり前だッ!!」

　大地を蹴る。振りかぶった右拳を突き出す――磁圧の防壁を全すべて、攻勢の力に変えて右拳に纏わせる。コンラッドが危機を察知――浮遊する拳銃を操作して晴の右拳ストレートを防御――その拳銃ごと、コンラッドの身体を吹き飛ばした。

　コンラッドは暴走車のような勢いで倉庫の壁に直撃――倉庫壁へき面めんの鉄筋に干渉し、自分の体に流れる衝しよう撃げきをやり過ごす、が――流しきれない――壁を突き破って倉庫の中へ。磁圧の暴風がコンラッドの全身を押し潰す。肋ろつ骨こつが折れ、内臓が引き裂かれ、コンラッドの目、鼻、口から赤い血液が噴き出した。

　バキンッ――という音と共に、倉庫を支えていた柱が折れた。吹き飛ばされて膝ひざをついたコンラッドの上に、内部の積荷が、鉄筋コンクリートの壁面が、屋根が、土砂崩れのように降り注いだ。
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　晴は自分の拳を眺めた。
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　晴の手の中に残っている感かん触しよく――コンラッドは、自分の体を機械サイボーグ化していた。脳内デバイスの特とく殊しゆ兵装による能力で、導電性の物質を自在に操る能力と併用することで――今のコンラッドは、頭を潰さない限り何度でも立ち上がってくるだろうと思えた。そうなればどちらが勝つことになるのか――晴はその先を想像したくなかった。

　崩れた倉庫の残骸に向かって歩み出す。コンラッドは出てこない。その生死は定かではない。燈華が、別の建屋の屋根の上から、油断することなくライフルの銃じゆう口こうを瓦が礫れきに向けている。

「晴くん！」

　歩の叫び声――振ふり返かえった晴は、目を見開いた。

「……なっ」

　情報犯罪者となった少年＝河西裕樹――その表情の部分に、拡張現実映像によって描えがかれた、デフォルメされた向日葵ひまわりのマーク。

　表情の全面を隠かくす違法な装飾被覆マスキングレイヤー。

　どこかで見覚えのあるふざけたお面マスカレード。

　すると、晴たちの見ている前で、呆ぼう然ぜんと立たち尽つくしている裕樹の頭部を覆う向日葵マークがぱちんと弾けた。連発で光を散らす花火のアニメーションが咲さき誇ほこり、「ミッションコンプリート！」というカラフルな文字が躍り出す。

　文字が消え、光が消え、裕樹の表情が現れる。

　虚無が残っていた。情報麻薬に脳を焼き尽くされたあとの灰のような表情で、被疑者である河西裕樹が立ち尽くしていた。

　歩が慌あわてて駆け寄る。裕樹の脳内デバイスに接続し、診察医のような丁寧で精確な作業を進める表情で、その中身を確かめる。

「……空っぽだ」

　晴が駆け寄る。歩は、晴とユニスに向かって、無慈悲な現実を告げる。

「行動制御プログラムだ。この少年こは、何者かに操られていた。感情も、何もかも。そしてたった今、その証しよう拠こ隠滅のために、時限式のプログラムで記憶のほとんどを削除された」

　ぽつりと、裕樹の顎を伝った雨あま粒つぶが地面に落下した。







エピローグ　傭兵にして日常に







　――緊急事態エマージエンシーが迫せまったことにより瞼まぶたの裏が真っ赤に染まった。

　晴はるはベッドからバネ仕じ掛かけみたいに飛び起きようとして、硬い何かに頭を押し付けられていることに気がつき、呻いた。

「おはようございます、晴先輩」

　視界に表示されている文字――Sundayが、今日が休日であるという事実を告げていた。心の中で悪態をつく――眠ねむい。

　視界でやかましく光る赤色灯を脳からの信号指示で閉じると、覆い被さるようにベッドに立っている少女を見上げた。

「おはよう、……じゃねえ」

「そんなことより聞いて下さい。先日の戦いにおいて、私の愛すべき隣人である電磁レール式アサルトライフル、愛称オー・ブリオンが損壊しました。あのコンラッドとかいうクソ野や郎ろうのせいです。もしも見つけたら今度こそ頭をぶち抜ぬいて息の根を止めてやります」

　あのあと、晴が倉庫の瓦礫を掘り漁あさったが、コンラッドの身体は出てこなかった。

　倉庫が崩れ落ちた拍ひよう子しに逃走したのだと判断され、ただちに都市内周辺一帯に捜索部隊の派は遣けんを要請したが、結局足取りは掴めなかった。

　燈とう華かはこほんと咳をして、異性と目を合わせられない古式ゆかしい女学生のような面おも持もちで晴に言った。

「つきましては、同機種の調達を白しら鳥とり先輩に依い頼らいしましたので、調整セツテイングを晴先輩に手伝って貰もらいたいのですが」

　恥ずかしがることだろうか、と思いながら、晴は頭をかく。久しく燈華の銃の調子を見ていなかったからだろうということに、少しして気がついた。

「そんなことのために、休日にわざわざ起こしたのか……」

「そんなことではありません。私は先輩の作る玉子焼きは非人道的兵器としてハーグ条約で禁止されるべきだと常々思っていますが、しかしながら対極的に、先輩の銃器調整セツテイングの腕前はノーベル文学賞に選ばれてもいいくらい繊細で丁寧な仕事だと思っています」

「銃器調整セツテイングのどこらへんが文学なんだ!?」

「ストックのセンサテックを個々人の骨格に配慮してしっかりと微調整して下さるあたりが、北欧文学を訳して子守歌代わりに聞かせて下さるような繊細さを感じます。機械いじりをしているときの先輩の手つきは、ウッドベースを指引きするジャズバーの老人を思わせます。年輪を感じさせるエロさです。まさしく文学です」

「……すまん、全く意味が分からん。というかお前ジャズバー行ったことないだろ」

　俺もないけど――と胸中で呟き、ごろんと横になる。

「送られてきてから出直してこいよ。それから今日は俺は非番だろ。ユニスは統括委員会で、」

「先輩、何か勘かん違ちがいしていらっしゃいませんか？」

「は？」

「遅ち刻こくしますよ」

「え？　今日は日曜日だろ？」

「いいえ。今日は金曜日です。てっきり先輩が未来からいらしたのかと思いました。あるいは寝ぼけているのかと。しかし、今日は間ま違ちがいなく金曜日です」

「え？」

　晴は視界に表示されている曜日表示を指でこフインガーすったスクラツチ。

　ひらりと拡張現実ＡＲＳＳのメモ用紙が現れる。

『たまにはスリルのある学園生活のほうがいいかと思い、時計を狂わせておきました。華々しい青春をLet it be！　白鳥歩あゆむ』

　正しく視界に表示された時計は、金曜日の、朝八時一〇分を告げていた。

「んのやろおおおおおおおおおおおおおおおおッ！」

　晴は枕まくら元もとに放っていたグラス型のスマートアイを掴んで耳にかけながら、ベッドから飛び降りる。シャツとジャージを脱ぬぎ捨すてて、床ゆかのワイシャツを羽織り、部屋の中に残った最後のオアシスとばかりにきちんと壁にかけてある学ランをひったくるように掴んだ。

　そんな様子を見て、燈華がくすりと笑う。

「笑うな！」

「はい、笑いません」という表情が、すでに笑っている。

　晴の網もう膜まく認にん証しようを通過したスマートアイが起動の挨あい拶さつを行うのを無視して、晴は脳内デバイスからネットワークにアクセス。寮りよう生せいのほとんどは既すでに校門のあたりだった。

　ご丁寧に、寮内全室に導入されている環境思考ヘルスアシストベッドも歩の情報攪乱で作動していない。

　晴はズボンを穿はいて学ランの上着を羽織る。普遍的なデザインテンプレートの学ランの生き地じ表面が虹色の光プリズムを帯びた。魔法に塗ぬり替かえられたように輝いたそれは、次の瞬しゆん間かんには、学校提供のデザインを表出し終えている。その結果、無地で簡素だった学ラン姿から、晴は、海軍の礼服を思わせる飾緒フラジエール付きの黒い制服姿に変へん貌ぼうした。

　日常を身に纏うLet it be。日常的に、非日常の空気を吸えるのが青春時代の特権だ、と歩がどこかで言っていたのを思い出す。

　確かにそうなのかもしれない、と晴は思った。重たい銃を握り、拳こぶしを開くタイミングを見失ってしまうような苛か烈れつで乾ききった道を歩み続けた果てに、立ち尽くしてしまったコンラッドの背中が見えるような気がした。

　帰着するべき日常がなければ、人は乾いてゆくだけだ、と思う。

「行きましょう」

　燈華がベランダから飛び降りる。その灰色の髪に続いて、桜の散ってしまった道へと晴は飛び出した。

「遅い！」

　寮りようの前で、ユニスが待っていた。

　その顔には、新調した青縁のスマートアイがかけられている。

　軽々と着地した晴と燈華を見て、ユニスは溜ため息いきをつく。ちょうど寮の前の通りにさしかかった路面バスに三人で飛び乗ると、朝のニューステロップがめまぐるしく空中を流れていくのを目で追った。

　その中に、河か西さい裕ゆう樹きの名前を見つけた。彼かれの指揮していたソフトウェアの会社は倒産し、兵器・情報麻薬を始めとした違法物品の密売ルートを掘り起こそうと、公的機関が躍やつ起きになっている。しかしながら、当の本人の頭の中には一いつ切さいの記憶が残っていなかった。そういった情報犯罪の、加害者であり被害者である人間を裁く法整備はいまだ完全ではなく、世論を賑にぎわせている。

　ユニスが、晴の制服の裾をつまむ。

「……なんだ」

　俯いた顔――震ふるえる唇くちびるから、言葉がこぼれた。

「今、自分が見ているものは本当に現実なのかなって、疑っちゃうこと、ない？」

　晴は溜め息――そんなことは、今までにも数え切れないほどあった。自分が睨にらみ、銃口を向けている人間が、敵である保証も味方である保証も、そもそも本当にそんな人間が存在しているという根こん拠きよすら、存在しない。そしてこれからも世界はそうあり続けるだろう。

　そもそも現実に目の前に何かが存在していてすらも、正しい情報を、真実を、自分が読み取れているとは限らない。

　世界は多面体だ、と晴は思う。自分が二人いない限り、影かげになっている面に書いてあることを読むことはできない。

　ただし自分がひとりぼっちじゃないのであれば、影になっている面を誰かに読んで貰うことはできる。

「確かに、仮想の映像を現実世界に簡単に投影できるようになったことで、どの情報が真実ほんとうなのか、ってのは、見えにくくなってる、と言われてるな」

　ユニスは掴んでいた裾を離して、晴の背中をぱんと叩いた。

「あたしは信じることにしたから」

　その表情に書いてある――自分を命がけで守ろうとしてくれるような人間に、偽りがあるはずがない、と。

　晴は、ポケットの中に入れているストラップに触れる。それを取り出して眺めたりはしない。なんだか気恥ずかしいというのもあったが――それ以上に、晴にとっては、目に映っている情報よりも、その指先に伝わってくる感触のほうが、よほど確かな現実感リアリテイを持っていた。

「正直者なのはいいんだけどねえ。……むしろ、真まっ直すぐ過ぎて前しか見えてないのが、あんたの悪い癖なのかもって、最近思うようになってきた」

「……それは、褒ほめてるのか、けなしてるのかどっちなんだ」

「呆あきれてるのよ」

　ユニスは溜め息――青い縁のスマートアイの位置を直す――ガラスに映った前髪を整える。その姿を見て、晴はぎゅっと拳を握りしめる。

　次にこの手を開くとき――それは、守るべきものを掴みにいくときだ、とでも言うように、薄うすく笑った。

　学園の校門が近づく。路面バストラムが減速する。校門の前で、晴たちを待っていた亜あ希き子この姿を見つける。三人で路面バスから駆かけ下おりて、亜希子と合流して校舎へ向かう。

　頭上に広がる空は、紛まぎれもなく疑いようもない、透き通った青色だった。








了









あとがき







　一年前の春に、秋葉原のある家電量販店で、逆浦島太郎になりました。

　西暦二〇三〇年前後の話を書こうと思い立って設定を練っていた私は、ＪＲの改札口を出て、新宿西口駅前にもあるその店ヨ○バシカメラへと向かって歩いていました。頭の中で広がる東京では、人々がウェアラブルデバイスを駆使し、都市はあらゆる流通と代謝を数値化して管理、制御をしています。世界規模で市民間、国家間のあらゆる格差が広がり、混沌へと進む人類社会に待ったをかけるべく動き出したテロリストたちと、育った街を守るべく強い志を抱いた少年少女が、脳内デバイスを駆使して死闘を繰り広げていたのです、頭の中では。

　歩きなれた道を、繁華街の雑踏をさして苦にすることなく妄想しながら進み、某家電量販店に一歩足を踏み入れ、絶句しました。

　……あれ、ここどこだ？　なぜ、一体なぜ目の前の販売員のお姉さんは、二〇一〇年代の流行まっしぐらという風情の、ただのスマートフォンを「最新機種です、どうぞご覧ください！」などと満面の笑みで宣伝しているんだ！　今は西暦二〇二八年じゃないのか!?　ここはどこだ！　今はいつだ!?　私は一体誰なんだ!!

　右を見ても左を見ても、視界にある商品は十年代を代表するものたちばかりです。

　いつだ、いつ過去に飛ばされた……？　思い出そうとして、そこで我に返りました。

　あ、そうだ。今は西暦二〇一四年だった、と。




　前置きが随分長くなりましたが、この『ハイスクール・シークレット・サービス！』は、そんな風にして、読者の皆様をコンクリートジャングル・トウキョウという名の素晴らしき竜宮城へと導く物語です（大嘘）。こういうことってありますよね？　あれ、ない？

　というわけで、初めまして！　申し遅れました。私は水みず円まる花か帆ほと申します！

　この度、ＨＪ文庫編集部様主催、第一回読者グランプリにて、多くの方々の応援・投票を頂きまして、この『ハイスクール・シークレット・サービス！』が、めでたくグランプリを獲得させて頂く運びとなりました。こうして出版されることになったのも、本当に多くの方々のお力添えがあったお陰でございます。この場を借りて、厚く御礼申し上げます。

　投票して下さった皆様方、本当に、本当にありがとうございました！

　またウェブページにて感想コメントを下さいました、鉛筆５Ｂ様、にゃんとも様、抹茶様、アキ様、ライラックリリー様、キリト様、九里虎のオマケ様、hss! Ser様、Ｋ＆Ａ様、ふらっぐ様、すくすく様、いよっかす様、ひよこ様、しーちゃん様、にゃんぷー様。皆様の暖かいコメントがグランプリ中の大きな励みになりました。ありがとうございました。




　自分の書いたものが本として商品になるのだ、ということを最も強く自覚したのは、イラストレーターのＩｓＩＩ様に描いて頂いた表紙を見た瞬間でした。まさか自分が考えたキャラクターがこんなに素敵な容姿になるとは思っていませんでした。初めて晴の立ち絵を見たときも「うわっ、なんだこのイケメン」と素で呟きました。晴やユニスが羨ましいです。ＩｓＩＩ様、素敵なイラストを本当にありがとうございました。

　また、グランプリ期間中から多くの御助力を賜りました担当編集様には、本当に頭が上がりません。ＳＦというある種ニッチなジャンルを好む私の刺々しさがライトノベルという冠をかぶることができたのは、担当編集様のお陰です。ハイスクがこんなに魅力的な作品になったのも、燈華推しの担当編集様なくしてはあり得ませんでした。正直、表紙が燈華だったらどうしようかと不安でした。いえ冗談です。本当にありがとうございました。

　他にも多くの、本当に多くの方々の協力が今までにありました。私の我が儘になってしまいますが、この場を借りて少しだけお礼をさせて下さい。

　親友Ｗへ。本気で作家を目指した私のために、一文字単位で「お前の文字列のここがつまらねえ」と徹底的ボロクソに助言してくれて、本当にありがとう。君がいなければ私は大人になることも、子供のままでいることも、どちらもできませんでした。君がいたから、どちらも捨てずに居られたのだと思います。君が最初の読者です。本当に、本当にありがとう。

　それからＦさん。いつも読んでくれてありがとう。そしてご出産おめでとうございます。Ｋくん、くれぐれも子供が私みたいにならないようにお気をつけて下さい。がんばれ。




　読者投票制の第一回読者グランプリを通じて、多くの方から力を貰うということがどれだけ大切なことかを知りました。また、自分の言葉が誰かの力になってくれたらいいな、と以前にも増して思うようになりました。この『ハイスクール・シークレット・サービス！』が、そんな私の理想の一欠片となってくれたらと思います。晴の想いが、ユニスの言葉が、燈華の行動が、この本と出逢ってくれた誰かの勇気を護る物語サービスとなってくれたなら、それ以上に嬉しいことはありません。そして今後とも、そんな素敵な物語を綴り続けられるよう精進して参りますので、応援、お力添えの程、宜しくお願い致します。

　それでは、またどこかで。ごきげんよう。





西暦二〇一五年五月吉日　水円花帆
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